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プロローグ







　そのゲームには、真の『魔王』と呼ばれる存在が、たった一人だけいる。




　ファンタジーＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリ──




　真の『魔王』は、公式モンスターにはいない。

　全国三〇〇万人と言われるクロスレヴェリのプレイヤーのなかにいた。




　このゲームは、『プレイヤーが自分のダンジョンを創作し、ボスとして君臨できる』というシステムを持っている。誰でも『ボスキャラ』になることは可能だった。

　しかし、そのなかで『魔王』と呼ばれているのは、たった一人だけ。




　公式を凌りよう駕がするディテールのダンジョンを作りあげ、圧倒的な装備とプレイヤースキルで挑戦者を完膚無きまでに叩たたきのめす『魔王』の正体は謎に包まれている。

　怖ろしいまでの実力だけが、上級プレイヤーたちの間で広く知られ、伝説と化していた。




　──なぜか、普段の『魔王』は手加減をしている。




　本気を出した『魔王』は理不尽なほど強い。二度と挑戦しようと思わないほど。

　その噂うわさを聞きつけた数多あまたの上級プレイヤーたちが『魔王』を本気にさせようと挑戦した。

　しかし、普段の『魔王』はラスボスらしい演技演出をしながらも紳士的で、相手を楽しませることを忘れない。

　上級プレイヤーたちは考える。

　──なにが『魔王』を本気にさせるのか!?

　挑戦者の装備のレアリティか？

　持っている称号か？

　プレイヤースキルの高い者にだけ、本気を見せるのか？

　そのどれもが違っていた。

　最強のプレイヤー、魔王《ディアヴロ》を本気にさせるもの。

　それは──










「あ、こいつらカップルじゃん。殺そう」




　魔王ディアヴロ──そのプレイヤーである坂さか本もと拓たく真まは、挑戦者の装備欄アイテムストレージに、とあるアイテムがあるのを発見してつぶやいた。

　ＰＣチェアに深く腰掛けなおす。

　液晶モニターには、細かいところまで作りこまれたダンジョンが表示されていた。

　内臓を模したグロテスクな意匠の壁には、骸骨の燭しよく台だいがあり、白骨色の蠟ろう燭そくが灯っている。大理石の床が広がるフィールドで、戦闘が行われている最中だった。

　玉座の前に屹きつ立りつする全身黒一色で角の生えた男が、周りから『魔王』と呼ばれているプレイヤーキャラクターだ。

　魔王に挑むのは、男の魔術師と女のヒーラーのペアだった。

　拓真は魔王らしく口元を歪ゆがめる。

「ゲームの世界にリアルの恋愛などという不純なものを持ちこむ愚者は、魔王たる俺が裁いてやらねばならんな」

　普通ならネトゲに女性など都市伝説と思うところだが、その二人が現実でも恋人同士だということは確定的に明らかだった。どっちが男でどっちが女かはともかく。




　このゲームには《結婚指輪》というアイテムがある。




　一部のプレイヤーの要望により実装されたらしいが……

　両者の合意があれば装備できるものの、能力的なメリットの無いアイテムだ。

　現実世界オフラインで知り合い、なおかつ恋人同士ででもなければ入手しようとすら思わないはず。

　拓たく真まは装備変更のショートカットキーを押す。

「クックック……そちらが《結婚指輪》なら、こちらも指輪で、貴様らが無駄な装備枠を使っていることを後悔させてやろう」

　心まで魔王になりきりながら、拓真はディアヴロに『魔王』の呼び名の由縁となったアイテムを装備させる。




《魔王の指輪》




　あらゆる魔術を跳ね返す、このゲームにおける最強装備のひとつだ。

　二年前のアップデートで登場した《脳の魔王エンケバロウス》を最初に倒したことで、ランキング報酬として入手した、超級レアアイテムだった。

　回復や支援の魔術も反射してしまうので、使い方に工夫は必要だが……

「鏖おう殺さつだ！　結婚指輪などという防御も攻撃も上がらぬ屑くずアイテムを装備し、この魔王に挑むとは愚か者どもめ！　ネトゲは遊びではないのだ。あとリア充は爆発すべきなのだ。だから！　この俺が爆発させてやろう！　盛大にな！」

　一方的な虐殺がはじまる。

　究めた魔術を撃ちこみ敵を爆散させる。

　相手の攻撃魔術は全て跳ね返し、まったく通じない。

　こうして、拓真はまた一つのカップルにネトゲの恐怖を覚えこませたのだった。




　他のプレイヤーたちは知らない。

　魔王ディアヴロが本気を出すのは、ゲーム的な理由ではなかった。

　──カップル殺す。

　その想いだけが、彼を『魔王』として恐怖の象徴たらしめているのだ。





　まさか自分が本物の『魔王』として異世界に召喚されるとは、夢にも思っていなかった。





第一章　召喚されてみれば







　二人の女の子の顔が、間近まで迫っていた。

　夢か──と拓たく真まは判断する。

　女の子の一人は、どう見てもエルフ。

　もう一人だって、頭に三角形の猫みたいな耳が生えている。

　どちらも、現実の人間ではありえないほど、美しい。

　だから夢だと考えて、拓真は二人の美少女の顔が近付いてくるのを客観的に眺めて──




　リアルな唇の感触。




　ついばむように自分の唇の左右端に、やわらかな彼女たちの唇が触れた。

　彼女たちの体温は、燃え上がるように熱く感じ。

　触れた感触は、とろけるように柔らかい。

　ほのかに甘いのは、女の子のにおいだ。

　想像ではありえない、未体験の情報の奔流。

　この状況が現実に起きているのだと、ようやく気付いた。
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　──キス、された？　なんで？

　理解するには急展開すぎた。

　拓たく真まはぼんやりと空をながめる。

　二人の女の子は、とっくに拓真の視界からいなくなっていた。

　抜けるような青い空だけが一面に広がっている。見慣れた家の天井ではなかった。

　そして、自分の格好も違っていた。

　マントを着けている？

　部屋で着ていた襟の伸びたＴシャツに、裾がほつれはじめたハーフパンツ姿ではない。

　真っ黒な衣服に、豪ごう奢しやなマントという格好だ。

　手には、真っ黒なオーラが立ち上る杖つえを握っていた。

　周囲を見回す。

　やっぱり、何度見ても自分の部屋ではなかった。

　さほど広くはない。端から端までが五メートル程度の、八角形の場所だ。
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　拓たく真まは、その中央部にある石造りの祭壇に座りこんでいる。

　周囲には石柱が四本あった。

　石柱の先端には光が灯っているが、それは炎でも電気でもなくて、ふつふつと燐りん光こうが湧きだしていた。まるでゲームの魔法エフェクトのように。

　外には、一面真っ青な景色が広がっていた。

　かなり高い建物らしく、周りには空だけなのだ。おそらく、高い塔の上とか。

　この場所には、自分の他に──




　二人の女の子がいた。




　片方はエルフだ。そうとしか思えなかった。我が目を疑ってしまうことに。

　耳が長くとがっている。

　エルフは耳長族と呼ばれるくらいで、大きな特徴だった。

　髪の毛は金を溶かしたような黄金色で、頭には草の飾りが載っていた。

　緑の貫頭衣を着ており、ところどころをヒモで縛っているだけなので、ちらちらと肌が見え隠れする。

　腰の後ろに矢筒を提げており、大きな弓を背負っていた。

　首も胴も手足も細長い。それだけなら、拓真が知っているエルフそのものなのだが、大きくて張りのありそうな胸のふくらみだけが、イメージと明らかに違っていた。

　もう片方──

　頭にネコミミのある女の子だった。

　ミミの色も、腰まで伸ばした髪も同じように艶つややかな黒色だった。

　小柄だが、わずかに見える太股は引き締まっていて、鍛えていることがわかる。

　猫っぽい吊つり目と、キリッとした眉が彼女の意志の強さを感じさせた。お人形のように無表情で、こちらを見つめている。

　服装は胸元までのベストを肩当てのついたジャケットから吊って、腰上には幅広の革ベルトを巻いている。ポケットがいくつも付いていた。腰回りは布を重ねたスカートを着けており、足下は自分が台の上にいるせいで、よく見えなかった。

　長耳の少女は美しく、ネコミミの少女はかわいらしい。

　拓真は二人の容姿の特徴に見覚えがあった。

　──やっぱり、エルフと……もしかして、豹ひよう人じん族ぞくなのか？

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリのプレイヤーは、ゲーム開始時に自分好みの種族を選び、顔立ちや体型などを調整することができる。

　そのとき選べる種族のなかに、エルフと豹人族がいた。

　エルフは弓などの遠隔攻撃に優れた種族だ。

　豹ひよう人じん族ぞくは素早い動きと強い攻撃力を持っている種族として、設定されていた。




　──まるで、クロスレヴェリの世界にいるかのようだ。




　ならば、今いる建物はなんだろう？

　ゲーム内で似た背景グラフィックを見た気がするのだが……うまく思い出せない。

　拓たく真まはクロスレヴェリにおけるトッププレイヤーの一人だ。知識量は常人をはるかに凌りよう駕がしている。

　だから拓真は必死に自分がいる建物を思い出そうと、周囲を注意深く観察した。

　リアリティが半端ではない。

　石の感触。

　水溜たまりの乾いた跡。

　抜けるような青空には、流れる雲。

　ここが高い位置にあるせいか吹き抜ける風は強く、ごうごうと音をたてている。

　空に浮かぶ太陽の真っ白い光は、液晶ディスプレイではありえない強さで輝いていた。

　匂い。

　古びた建物特有の、カビと土の匂いが、風に乗って運ばれてくる。

　床を構成する石畳の欠片かけらが、パラパラと舞う。

　その圧倒的な解像度は、いったいどれほどのスペックのＰＣとモニターを用意すれば再現できるのか。あまりに鮮明だった。

　拓真は考える。

　これは現実なのか？

　しかし、この風景は間違いなくゲームで見覚えがあった。

　豹人族の少女が、風に搔かき消けされそうな小さな声でつぶやく。




「……これで、隷従の儀式は終了ですね」




　隷従の儀式だって？

　拓真はようやく、この塔の名前と用途を思い出した。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには、〝効率だけを考えたら実装されている理由がわからないスキル〟というものが多々存在する。

　そうした非効率なスキルは〝ロマン〟と呼ばれ、『ネトゲは遊びじゃねえんだ』と本気で言うような、拓真たちガチ勢は選択しない。

　たとえば拓たく真まが選択している《魔術師》という職業系統にも、ロマンなスキル構成が二パターンあった。

　一つは《殴り魔術師》と呼ばれる、魔術師なのに近接攻撃を鍛えるものだ。

　そしてもう一つのロマンが、たしか──

　エルフの少女が嬉うれしそうに言う。




「召喚成功ね！　これで、あたしも《召喚士》になれたわ！」




　そう《召喚士》だ。

　魔術師は『地水火風か光か闇か、そうした元素に基づく魔術を使うのが一番強い』と判明している。それなのに、元素魔術のためのスキルを全て捨てて、レベルアップ時のボーナスポイントを召喚スキルに注ぎこむ。そういうロマン職業が《召喚士》だった。

　戦い方は『召喚獣を隷従させ、そいつに戦わせる』というもの。

　しかし、召喚獣は前に出て戦ってくれるものの、一撃の攻撃力が低い。同レベルの元素魔術による攻撃のほうが何倍も強力だ。

　防御は、仲間の盾役を頼るとか、立ち回りを工夫するとか、攻撃される前に倒すとか、いろいろやりようがある。

　そのため《召喚士》は、『召喚士（笑）』や『ペットがほしいなら違うゲームやれ』と揶や揄ゆされ、弱いとされていた。

　そんな召喚士に関係あるのが、この場所──

　召喚ポイント《星ほし降ふりの塔》だ。

　ここは、召喚獣を呼び出して隷従させるための場所だった。イベントで手に入る特別な召喚獣もあるらしいが、普通はここで入手する。

　拓真が寝かせられている祭壇こそ、まさに呼び出された召喚獣が現れる場所で……

　豹ひよう人じん族ぞくの少女が言う。

「……勘違いは困ります。この召喚獣はわたしが召喚したのです。あなたの魔術は成功していません」

　エルフの少女が怒ったように反論する。

「はあ!?　なに言ってるのかわかんないんだけど!?　あたしがちゃんと召喚の呪文を使ったでしょ!?　それに──れ、隷従の儀式だって、したんだからね！　あんなに恥ずかしい思いして、キ、キ、キスとか、したんだからね!?」

「……わ、わたしだって、しました……それに、人型なんて見たことがありません。一般的なものに比べて、かなり強力な召喚獣に違いありませんから、エルフの魔力では無理でしょう。つまり、理論的に考えて、これはわたしが呼び出した召喚獣ということです」

「違うし！　あたしのだし！」

　二人の少女がもめている。

　拓たく真まは状況を理解した。




　──つまり、俺は、このクロスレヴェリによく似た世界に、プレイヤーとして呼ばれたわけじゃなくって……




　二人の少女が、ほとんど同時に言う。




「……《ディアヴロ》は、わたしが召喚したのです」

「《ディアヴロ》は、あたしが召喚したの！」




　坂さか本もと拓真──いや、ディアヴロは、異世界に召喚された。

　ただし、二人の少女どちらかの、召喚獣として。
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　拓真は召喚獣について、クロスレヴェリの設定を思い返してみた。

　召喚獣は、魔族や魔物などの敵対モンスターとは別に設定されている。召喚士に呼び出され、使役される生物だ。

　言葉をしゃべることはできないが、知能は高く、強力な攻撃を放つことができる。治癒などの特殊効果を持つものもいる。

　ただし、服従させるのは難しいため、《隷従の儀式》により《隷従の首輪》をかける。

　この儀式で首輪をつけられた召喚獣は、召喚者に服従する。




　──俺、絶対服従させられるの!?




　設定を思い出して拓真は青ざめた。

　この世界が本当になにからなにまでクロスレヴェリの設定と同じだとすれば、召喚獣として呼ばれた自分は、これから先、彼女たちのどちらかに服従しなければならない。




　金髪で手足がすらりと長い、美人で巨乳のエルフか──

　小柄で華きや奢しやな、無表情なネコミミ少女か──




　服従してもいいような気がしてきた。

　──いやいや、ダメに決まってる！

　一瞬、誘惑に負けかけて、拓たく真まは首を左右に振る。

　二人の少女が視線を向けてきた。

　ちょっとだけ譲り合うような間があってから──ネコミミのほうが話しかけてくる。

「……こちらの言葉がわかりますか？」

「あ、うん」

　軽く返事をする。

　エルフ少女とネコミミ少女が意外そうに目を見開いた。

「しゃべった!?」

「……驚きました。言語を理解するどころか、発するなどと……」

「さっすが、あたし！　初召喚なのに、すっごいの呼んじゃったみたい！」

　エルフをネコミミが睨にらむ。

「……何度も言いますが、ディアヴロを召喚したのはわたしであって、あなたではありません」

「こっちこそ何度も言うけど！　ディアヴロは、あたしの呼び声に応えたんだからね!?」

　二人が睨み合う。

　どちらが召喚主かで、ずっと揉もめているようだ。

　そういえば、召喚士が二人で協力して一体の強い召喚獣を呼ぶ、なんて機能はゲームになかった。

「……わかりました……そこまで言うのであれば、ディアヴロがどちらに《隷従》しているのか、確かめてみましょう」

　エルフが、ネコミミを見下ろしながら応じる。

「いいじゃん！　やってやろうじゃん！　ま、あたしの召喚獣だから、あたしに従うに決まってるけどね！」

　妙な展開になってきた。

　ネコミミ少女が近寄ってくる。

「……レム・ガレウの名において命じます。右手を挙げなさい」

　彼女の名前は、レム・ガレウというらしい。レムのほうが名前だろうか？

　拓真はおとなしく右手を挙げた。

　エルフが抗議する。

「そんなていどの命令なら聞いて当然だよ！　やるならもっと無茶なこと要求しないと！」

「……負け惜しみとは醜いですが、いいでしょう……ディアヴロに命じます。あのエルフのほっぺたを少しだけつねってやりなさい」

「そういう命令するかな普通!?」

　エルフが啞あ然ぜんとした。

　拓たく真まは首をかしげる。

「え？　それは嫌だけど……」

　この返事に、レムが愕がく然ぜんとなった。命令を拒絶したからだ。つまり、彼女は召喚者ではない──ということになるのか？

　エルフが大きな胸をはる。満面の笑みだった。

「ほら！　ほらほらほらほらほら！　やっぱり召喚者はあたしなんだよ！　というわけで、あたしの召喚獣ディアヴロ！　シェラの名において命じるよ！　そこの豹ひよう人じん族ぞくをちょっと強めにお尻ペンペンしなさい！」

「……他者への暴力を命じるなど、品性を疑います」

　レムが抗議した。

　さっき、おまえも似たようなこと言ってたじゃん──と拓真は思いつつ。

「それも嫌だな」

「なんでッ!?」

　エルフが目をまん丸にした。

　拓真まで首をかしげる。

　──妙だな？　なんの強制力も働いた感じがないというのは、隷従させられているにしてはおかしい。自分はプレイヤーだからか？

　レムがシェラを睨にらむ。

「……どうやら、あなたが強引にわたしの召喚を乗っ取ろうとしたせいで、不具合が生じてしまっているようです」

「違くない!?　あたしが先にこの場所に目をつけてたんだよ!?　ここなら魔力が高まって異世界の魔王だって呼べるって思ったんだもん！」

「……最初からあなたを追い出すべきでした……今からでも遅くありません。邪魔者を強制排除して、隷従の儀式をやり直すことにしましょう……異世界の魔王はわたしのものですから……」

　レムが革ベルトのポケットから、透明なクリスタルを取り出した。

　シェラが背中に背負っていた弓を構える。

　このままでは戦いが始まってしまう。

　ケンカはよくない。

　話しかけて落ち着いてもらおう──と拓真は思った。冷静に頭を働かせ、どうにか二人を説得する言葉を紡ぎ出そうとして、ハタッと固まってしまう。




　──あれ？　お、女の子に話しかけるって、どうすればいいんだっけ？




　拓たく真まは記憶を探る。

　リアルの女の子に話しかけるなんて、いつ以来だろう？

　一年以上前!?　いや、ちょっと前に行ったコンビニの店員が女性だったから、そのときには……会話したっけか!?

　リアルは絶望的。

　ゲーム内でも、ソロで魔王プレイばかりしていたせいで、ネカマとチャットすらしていなかった。

　──いや！　あるぞ！　会話してる！

　ごくごく最近、女の子に話しかけた経験があった！

　拓真はケンカを続けるレムとシェラに向けて、数少ない経験に基づいて、声をかける。




「くだらん争いはやめるがいい。貴様らは今、《ディアヴロ》の前にいるのだぞ」




　二人がピタリと動きを止める。

　そして、こちらを見た。

　──よし、これだ！

　挑戦してきたプレイヤーたちに向けた魔王っぽい口調だった。これなら、女性プレイヤーとも問題なく会話できる。

　拓真は女の子へ話しかける方法を思いつけたことに、ガッツポーズしたい気持ちだった。

　しかし、グッとこらえる。

　魔王はガッツポーズなどしないのだから。

「俺は無益な争いは好まぬ。羽虫同士の潰し合いなど五う月る蠅さいばかりだからな……ゆえに、貴様らに命じる。仲直りの握手をするがいい……笑顔でな！」

　レムが目をすがめる。

「誰が……こんな愚かな駄目エルフなどと──!?」

　シェラが眉をしかめた。

「はあ!?　悪いのはあっちなんだから、あのちっこい豹ひよう人じんが謝るまでは許さな──!?」

　二人の表情が、奇妙に歪ゆがみはじめる。

　ぎこちなく閉じられていく瞼まぶたと、ピクピクと痙けい攣れんしながら上がっていく口角。

　変化は顔面だけではない。

　レムがクリスタルを左手に持って、空いた方の右手を差し出す。

　シェラが弓を下げ、同じように右手を伸ばす。

　二人は互いに一歩ずつ歩み寄る。

「……こんな……こんな……こんな馬鹿なことが!?」

　無表情だったレムが、今だけは笑顔と呼べなくもなかった。

　シェラが怖がる。

「イヤ……やめて……なんで、あたしの体、なんで勝手に動いちゃってんの!?」

　泣いているような目で、しかし、彼女たちは唇の端を持ちあげていた。

　交わされる握手。

　すごくイヤそうな笑顔という不思議な表情ではあるが……

　拓たく真まの命令通り、彼女たちは笑顔で仲直りの握手をした。




　二人の首に、黒い光がまとわりつく。




　ブゥン……と耳に残る低音。

　それから、鍵がかかるような、ガチッ！　という音がした。

　レムとシェラの細い首筋に、ごつい首輪があらわれる。その首輪は、鉄のような鈍い光沢のある重厚なものだった。

　レムが自分の首元を手で触り、目を見開く。

「これは……《隷従の首輪》!?」

　シェラも首を確かめて、悲鳴のような声をあげる。

「なんで!?　なんで!?　これがつくのは召喚獣のほうじゃないの!?」

「……たしかに、《隷従の首輪》をかけるための《隷従の儀式》を行ったはずですが」

　拓真は首をかしげる。

「ん？　《隷従の儀式》だと？　俺にか？」

　レムが怪け訝げんそうな顔でうなずく。

「は、はい……その、儀式魔術を、かけた、はずなのですが……」

　拓真は自分の体を見下ろす。

　真っ黒な衣服《漆しつ黒こくの虚うろ》に、豪ごう奢しやなマント《暗あん雲うんの帷とばり》をつけている。

　ペタペタと触れば、頭には山羊の角のようなもの──《歪ゆがんだ王冠》というアイテムを装備している。

　そして、左手の中指──

　そこには、炎を無理矢理リング状に固めたかのような物々しい装飾の、真っ黒な宝石がついた指輪があった。

　そのグラフィックを拓真は覚えている。

《魔王の指輪》

　クロスレヴェリというゲームにおいて、《魔術反射》という魔術師相手に比類なき効果を発揮する超級レアアイテムだった。

　回復や支援の魔術まで反射してしまうので、使い方は難しいのだが。

　拓たく真まは推測する。

　──つまり、この指輪のせいで、隷従の魔術が二人へ跳ね返った、ということなのか。




　隷従したのは拓真ではなく、魔術を返された召喚主の少女たちのほうだった。
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「……《魔術反射》とはすさまじい能力ですが……わたしは認めません。こんなこと」

「あたしだって！　召喚獣に隷従するなんてイヤだよ！」

　レムとシェラがわめく。

　拓真は考えた。

　──二人の不満をこのままにしておくのは、まずい気がする。

　今、拓真は二人を隷従させることに成功している。
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　しかし、クロスレヴェリの《隷従の儀式》は、そもそも設定説明で出てくる単語であって、そういった魔術をプレイヤーが好きなタイミングで行使できるものではないのだ。

　異界にいる強力な存在である召喚獣が、彼らからすればちっぽけな人族の言うことを聞く理由として、そのようなことをしている、と設定されているだけのもの。

　召喚獣は『ゲーム的には逆らわない生物』だ。

　だから、《隷従の儀式》についての効果範囲や制約は詳細不明となっていた。少なくとも、いきなり反旗をひるがえす──などという仕様はない。

　自分がいるのは、どうやらクロスレヴェリによく似た現実。異世界というやつだろう。これが夢でなければ……

　この異世界で、《隷従の儀式》というのは、どういう効果があるのか？

　──ひょっとしたら解除可能だったりするかも？

　そうなるとマズイ。

　ゲームにおける召喚獣は、出現していないときはアイテム化してプレイヤーに所有される。

　──〝アイテムになる〟ってどういう状態なんだ？

　ゲームのビジュアルだと、召喚獣はクリスタルになる。自分がクリスタルにされて無事に済むとは思えなかった。

　隷従の首輪がついているうちは、こちらが命令してアイテム化を拒否すればいい。

　──まずは、隷従が解除可能か聞いてみよう。

「おい、貴様らは、自分で使った魔術すら解除できないのか？」

　わめき合う二人が、同時にこちらを見る。

　レムが目をすがめた。

「……できたらとっくにやっています。普通なら解除などしない魔術なので、解き方がわからないのです。街に行けば方法が見つかるかもしれませんが……あるいは……主が死ねば隷従は解けます」

「ほう？」

　わずかに声が震えた。長年培った魔王ロールプレイでも、『ほう』と切り返すだけで精一杯だった。

　しかし、それが功を奏したらしい。レムが後ずさる。

「……方法の話です。わたしたちが倒せる強さであれば、わざわざ召喚した意味がない。その程度のはずがないのは……わかっています」

　怯おびえた声だった。

　今までの魔王ロールプレイや、魔術を反射してみせたことで、レムやシェラにとっての拓たく真まは〝かなり強い存在〟と映っているようだった。

　だから、こちらの声の震えは、〝怒らせた〟とでも受け取ってくれたのだろう。

　素の自分が透けなくて、安あん堵どした。




　──今の俺は、強いのか？




　たしかに《魔術反射》は発動したけれど、ゲーム世界から引き継いだのは装備だけ……という可能性だってある。

　ゲームでの拓真は、レベルも１５０で上カ限ン到ス達トしており、様々な元素魔術を究め、立ち回りを研究し尽くした最強の『魔王』だった。

　しかし、メニューウィンドウもショートカットアイコンもなく、マウスやキーボード操作もできない状態では、そもそも魔術が使えない可能性がある。

　いや、たとえ魔術が使えたとしても……

　──この世界の平均レベルが１５０どころじゃなかったら、ヤバイよな。

　つまり、確かめなければいけないのは、相対的な強さだった。他の人やモンスターと比べて、どれほど強いのか？

　この世界の人──つまり二人の少女たちの反応を見る必要があった。

「おい、貴様ら」

　エルフの少女が唇を尖とがらせる。

「んもう！　その〝貴様ら〟って呼ぶのやめてよ！　あたしには天才召喚士シェラ・Ｌ・グリーンウッドっていう立派な名前があるんだから！」

　──ん？　グリーンウッド？

　設定資料集のどこかで見たような気がする姓だ。記憶の端に引っかかっているのだが、出てこなかった。

「ふん……今のところは〝貴様ら〟で充分だ。あまりムダ話をして俺を怒らせるな」

「ううぅ……わ、わかったわよぉ」

　まだまだ魔王ロールプレイの効果は薄れていないようだった。

　しかし、いつかは絶対に実力を示さなければならないときが来る。能力の確認は、早くしておくべきだった。

　星ほし降ふりの塔は召喚をするだけの場所なので、手狭だ。

　自分が弱すぎることと同様に、強すぎる場合のことも心配しなければならない。

　試した攻撃魔術が予想外に広がってしまったら──この二人や自分まで巻きこんでしまうかもしれない。

「この辺りに、モンスターはいるか？」

「……たまに森から追い出された獣がいる程度です……街の近くよりは多いですが」

　拓真は胸をなでおろす。

　どのくらい自分の力があるか不明の状態で、いきなり戦闘はしたくなかった。

　臆病に振る舞うと、レムとシェラに実力を疑われる。

　強そうに見せなくては。

「ふんっ……モンスターはいないのか。退屈な場所だな……まあ、いい。適当な岩などがあればそれで試してやることにしよう」

　階段を目指して歩き出した。

　記憶は曖昧なところがあったが、向かった先に降りる階段があってホッとする。

「ちょっと！　勝手に行かないでよ！　あんたは、あたしの召喚獣でしょ!?」

　後ろからシェラの声がした。

　レムがつぶやく。

「……あなたの召喚獣ではありません」

　ちょこちょことレムが歩いてきて、拓たく真まの横に並んだ。

　猫のような瞳で見上げてくる。

　ちっちゃなネコミミ少女。いや、正確にはヒョウミミだけど。豹ひよう人じん族ぞくだし。

　無表情だが、そのことで逆に無む垢くな小動物のような愛らしさを感じた。

　──かわいい。

　頭を撫なでたくなる誘惑にかられる。

　ああ、このネコミミをつまんでみたい！

　しかし、魔王は、かわいい子を見て撫でたりつまんだりつついたりしないのだ。

　背後からシェラの足音が近付いてきた。

　チラ、と見ると美しい金髪だけでなくエルフとは思えないボリュームの胸元が揺れている。

　──すげえ。

　鋼の意志で視線を引き剝はがした。

　いかにも魔王という雰囲気で、二人を先導するように歩く。

　しかし、今、アクシデントが起きたら、彼女たちに頼るしかないというのが実情だった。
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　石造りの階段は足音が響く。

　やや急なため、歩調はゆっくりだ。

　拓真は内壁に手をつきながら、広くはない塔の螺ら旋せん階段を降りていった。

　──リアルだ。

　石に刻まれた細かい疵きずや、触ったときの冷たさ。

　年代を経ているせいだろう、壁の継ぎ目からぱらぱらと欠片かけらが落ちる。

　丸い小窓から入ってくるのは、太陽の光だ。

　クロスレヴェリで太陽という名前が使われていたかは、思い出せない。

　拓たく真まが興味を持って情報収集をしていたのは、世界観やバックストーリーなどではなく、効率のいい魔術の運用や、新アイテムの情報などだった。

　ストーリークエストは全てクリアしているので、それなりには世界観の設定にも詳しいはずだけれど……

　むしろ、どこまでゲームと一致しているのかが問題だった。




　塔から外に出る。




　真っ白な光の奔流に、拓真は目を細めた。

　光に慣れて、世界の輪郭がはっきりしてくる。

　ゲームのとおりの、しかし、ゲームとは比べものにならないほどリアリティのある景色が広がっていた。

　今までいたのが、《星ほし降ふりの塔》だ。

　その西側には、広大な《人ひと喰くいの森》が広がっている。

　うっそうと生い茂る木々に阻まれて見えないが──人喰の森の入口付近には、遺跡という形でダンジョンがあるはず。

　東側には、どこまでも草原が続いている。

　ゲームでは、この草原の先に川があり、さらに先に《辺境都市ファルトラ》があるはずだった。

　たしか、徒歩移動でも五分くらいで到着するはずだが……ここからは川すら見えない。草原に起伏があるせいか。遠いのか。

　あるいは、ゲームとは地理が違うのか。

　クロスレヴェリでの移動手段には、徒歩・乗り物・転移の三種類がある。

　徒歩の場合は、モンスターとのエンカウントがありうる。モンスターはランダムでポップして、多くはプレイヤーを見つけると攻撃してくる。

　目の前に広がる草原には、ぽつぽつと大きな岩が転がっていた。これらに隠れて、モンスターを避けることもできる。

　しかし、今は魔王ロールプレイをしているわけで、岩に隠れる姿など格好悪くて見せられなかった。

　周囲を見回して、モンスターがいないことを確かめ、拓真は安あん堵どする。女の子二人に守ってもらう事態にならなくてよかった。

　ここ星降の塔エリアには、レベル60前後のモンスターが出現する。

　ゲームでならば、拓たく真まのキャラクター──ディアヴロにとっては相手にもならないが、今の自分にとってはどうだかわからなかった。

　それは、これから確認するのだ。

　レムとシェラが、相変わらず「この召喚獣の主は自分だ」と言い争っていた。

　拓真は二人へと振り返る。

「貴様らは、ひとつ勘違いしている」

「……どういうことでしょうか。たしかに、そこの駄エルフは、あなたを召喚したのが自分であるかのように勘違いをしていますが」

「勘違いじゃないからね!?　ディアヴロはあたしが召喚したの！」

「……愚かしいです……あなたは今回が初召喚なのでしょう？」

「そうだけど、あたしは天才なんだもん！　故郷のみんなが言ってたんだから！」

「……わたしはすでに七体の召喚獣と契約しています。街にいる召喚士のなかでも、これはトップクラスの数でしょう……つまり、わたしは優れた召喚士で、あなたは優れていない召喚士未満で、ディアヴロは優れた召喚獣です。ゆえに、このディアヴロを呼び出したのはわたしだという結論が導き出せるわけです。わかりますね？」

「えっ？　えっ？　なに、つまり……なに!?」

「……エルフは矢でも射っていればいいのです。このバカエルフ」

「あたしを他のエルフと一緒にしないでよ！　そっちこそ！　豹ひよう人じん族ぞくは爪でも研といでればいいんだよ！」

「……わたしは特別ですから」

　レムが、つんとそっぽを向く。

　拓真はため息をつきたくなった。

　──女の子って、話しはじめるとどんどん話題が脱線していくんだなあ。この二人がそういう性格なのかな？

　しかし、〝女の子の扱いに困ってため息をつく魔王〟というのは、いかにも強そうに見えないので、代わりに鼻で笑う。

「ふんっ……貴様らは、俺の話を聞くのが、よほどイヤと見えるな？」

　二人がビクッとなった。

　あまり怯おびえさせておくのもかわいそうだと思ったが──今は、情報を引き出すためにも、このままがいいだろう。

　そもそも、魔王ロールプレイ以外でどう女の子と接したらいいかわからないので、仕方ないか。

　──どうしようマジで。

　まぁ、ここは魔王で押し通すしかないな。

「いいか、はっきりと言っておくぞ……この俺は、召喚獣などではない！」

　二人が顔を見合わせた。

　シェラが口を開く。

「で、でも、召喚の儀式で召喚されたよね？」

「俺は常識を超越した存在ゆえにな。あんな一つのことしかできん召喚獣どもと並べられるのは腹立たしいのだ」

「……つまり、あなたは召喚獣の枠におさまらないと？　……二つ以上の能力があるということですか？」

　クロスレヴェリでの召喚獣は、それぞれに設定されたパラメーターと、一つだけ特殊能力を持っている。

　毒や麻ま痺ひや治癒、召喚者を乗せて運ぶ、ビーム砲で複数の敵を薙なぎ払うなど──できることは様々だが、『通常攻撃以外の行動は一つだけ』というのは仕様だった。それはゲームでの設定だったが、レムの言葉からすると、この世界でも同じらしい。

　ちょっと、ホッとした。

　拓たく真まはニヤリと、魔王らしく口元を歪ゆがめる。

「うむ、そうだ。その証拠として、俺は《魔術反射》以外の能力を持っている」

　元素魔術だ。

　これが使えなくては話にならない。

　もちろん、他の装備も様々な効果を持ってはいるが……

　拓真は地面の水たまりの縁に立って、自分の姿を映してみた。




　着ているのは《漆しつ黒こくの虚うろ》という黒い服で、物理攻撃の威力を減少させ、着ているだけで大半のパラメーターをアップさせる効果がある。

　背中を覆い隠すのは《暗あん雲うんの帷とばり》という、マントだ。バッドステータス防止と、ＨＰ生命力が０になる攻撃を受けた時に１残るという効果がある。『魔王は死なぬ！』とやるために装備しているのだが、未だにＨＰ０まで追い詰められたことはなかった。残１から攻撃を受けると死んでしまうが。

　頭には『装備すると悪魔っぽいヴィジュアルになる』という《歪んだ王冠》をかぶっている。外見が変化するだけではなく、ＨＰ自動回復の効果があった。

　武器としては《天てん魔まの杖つえ》という、ＩＮＴ魔力のパラメーターを上昇させ、魔術の詠唱チヤージ時間を短縮する杖を装備している。

　腰にはアイテムポーチがあった。

　マントに隠れたその中には、ＭＰ精神力回復用のポーションと、《魔王の指輪》が回復魔術すら反射してしまうので、ＨＰ生命力回復用のも入っているはずだ。

　そして、『魔王』を倒す者が現れたとき、記念にあげようと思っていた、とっておきのレアアイテムもあった。

　取り出して確かめたいところだが、ゲームにおいて『取り出す』というのは同時に『使用する』ということになる。この現実めいた世界で、それはないと思うが──自分の能力を確認し終えるまでは、アイテムをムダに消費するリスクは避けたかった。

　左手の中指には《魔王の指輪》がある。

　今のところ唯一効果を確認できているアイテムだ。ゲームにおいても、この世界においても、まさにディアヴロの切り札だった。

　そして、拓たく真まは、こちらの世界におけるディアヴロの顔を初めて目にする。

　──うわあ、イケメンだ。

　現実世界の拓真とはかけ離れた顔をした人物が、そこには映し出されていた。

　黒色の瞳の眼光は鋭く、額から頰ほおにかけて青黒いタトゥーのような痣があり、《歪ゆがんだ王冠》の効果によって頭に二本の角があるように見える。

　口元には嘲るような笑みが貼りついていた。

　野性味あふれる美形で、身体は引き締まっており、肌は色黒で逞しい。

　これは《坂さか本もと拓たく真ま》ではない。
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　ゲームそのままの《ディアヴロ》だった。

　外見は、ゲームのまま。

　──能力は？

　自分の戦い方は、元素魔術と立ち回りによる、相手の反撃を許さない一対多の殲せん滅めつ戦せんだ。はたして同じことができるのか？

　レムとシェラが顔を寄せて話し合っていた。

「……召喚獣ではない？　たしかに、二つ以上の能力を持つ召喚獣など聞いたこともありませんが」

「ディアヴロは召喚獣だよね？」

「……あなたはなぜ、そう察しが悪いのですか」

「へ？　察し？」

「……ディアヴロは召喚獣として扱われることを不快に思っている、という話だったでしょうに」

「でも、異世界から召喚したんだよね？　それって召喚獣じゃないの？」

「……もういいです。それより、《魔術反射》以外の能力とは、どんなものなのでしょうか？」

　レムが思案顔になった。

　ぽん、とシェラが両手を合わせる。いいこと思いついた、と言わんばかりに。

「見せてもらえばいいんじゃない!?」

「……たしかに、召喚主として、彼の能力を把握しておく必要があります」

　レムの射貫くような視線が、こちらを向いた。

　シェラが瞳を輝かせて迫ってくる。

「ねえ、ディアヴロ！　その能力ってのを見せてよ！」

「……そうですね。能力が複数あるというのが本当なら、ぜひ見てみたいものです」

　そのために外に出たのだから、もちろん試すつもりだった。

　きっと、魔術は使える──はずだ！　たぶん……使えないと困るよ？

　今さら無理かも、なんて言えなかった。

　拓真はニヤリと笑う。

「クックックッ……よかろう！　見せてやろう……ディアヴロの真の力をな！」
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　拓真は周囲を軽く見回し、手頃な大きさの岩を見つける。

　高さは三メートルほど、横幅は五メートルくらいになるだろう。表面は磨き上げられたようにつるつるで、自然石とはとても思えない。

　ゲームであれば、いくら魔術を叩たたきこもうとも破壊できないオブジェクトだ。

　これから、あの岩へ攻撃系の元素魔術を試す。

　しかし、緊張する。

　いきなりフィールドで攻撃魔術を放つ変なヤツと思われないよう、能力を見せてやると言ったものの、煽あおりすぎたかもしれない。

　すごく期待されすぎている。

「そ、そうだな……あまり本気を出しすぎても、大地を消滅させてしまうといけないからな。俺の能力の一端。全力の千分の一か、一万分の一か……その程度ならば、貴様らに見せてやってよいと思っているからして」

「いいから早く！」

「……あなたの力、わたしに見せてください」

　もう引き返せないな、これは。




　興味津々な二人の前で──拓たく真まは集中した。

　目標にマウスカーソルを合わせて、魔術を設定したショートカットキーを押すのが、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおける魔術の使い方だ。

　自動ロックオンもあるが、拓真は『ずらし撃ち』『こすり当て』などの技術を多用するため、肩越し視点のカーソルを操作するやり方を好んでいた。

　──マウスでカーソルを合わせるつもりで、岩を見る。

　自分を俯ふ瞰かんするもう一人の自分がいる、と想像する。

　もう一人の自分に、魔術師である自分を操らせて、魔術を撃たせる。

　ゲームで頻繁に使用したものを選んだ。

　爆発を起こし、小範囲を燃焼させる火の元素魔術──《エクスプロージョン》だ。

　中級魔術に属しており、レベル50までで得られるボーナスポイントを適切に割り振った元素魔術師ならば習得できる。

　威力は高くないが、効果範囲が適度で発生が早いため使いやすい。レベルが上がってからも頻繁に使っていた。

　ゲームのなかのディアヴロは、すでにレベル１５０で最上級魔術師だった。

　──こんな簡単な魔術、成功しないはずがない！

　拓真は《天てん魔まの杖つえ》の先端を、岩に向ける。




　──魔術なんか、俺に使えるのか？




「ッ!?」

　ふいに脳裏をよぎった疑念に、思わず動きを止めてしまった。

　レムが首をかしげる。

「……どうしたのですか？」

「なにしてんの？　力を見せてくれるんじゃなかったの？」

　二人の言葉に、心臓がバクバク言いはじめる。

　このままでは、マズイ……マズイ……

「あ、慌てるな」

「……わたしは召喚主として、あなたの力を知っておく必要があるのです。早く見せてください」

「あたしが主だもん！」

　シェラが言い張ったが、レムは反応しなかった。

　成功しないと、立場がなくなる。

　じっとり、汗をかいた。

　──魔術の説明文を思い出せ！

　もっと詳細に魔術が成功するイメージを固めるために。

　説明文に理屈が書いてあったはずだ。

　そう、たしか、『空気中の水素を集めて、そこに魔力で着火する』というものだった。

　科学的に正しいのかは知らないけれど、イメージしてみる。

　できるはずだ。

　──現実世界の俺にはできなくても！

　数多あまたのプレイヤーを屠ほふってきた、魔王ディアヴロになら、できるはず。

《天てん魔まの杖つえ》が暗黒の光を放ちはじめた。

　確かな魔術成功のイメージを脳内に描いて、拓たく真まは──いや、今の自分は拓真ではない。この世界では──魔王ディアヴロのはず！

　つぶやく。




「《エクスプロージョン》ッ！」




　爆発した！

　巨大な岩が内側から弾け飛ぶ。

　岩の破は片へんが、散弾のように周囲に飛び散った。

　レムとシェラが悲鳴をあげて、慌ててディアヴロの背後に隠れる。

　たかが岩の破片とはいえ、あの速度でぶつかれば無事では済まなかったかもしれない。

　ディアヴロは避けなかった。

　エフェクトだったらダメージはないので、つい癖だった。ダメージがあったら危なかったが……

　身に纏った衣服《漆しつ黒こくの虚うろ》の物理ダメージ減少効果が発動する。飛んで来た石が、ディアヴロに当たる直前で、勢いを失った。

　問題ない。

　──魔術が使えた！

　自分が魔術を使うことができた！

　成功したことに、飛び上がりたいほどの喜びが湧きあがる。しかし、そんな子供っぽい真似はできなかった。魔王だから。

「ふむ……こんなものか」

　俺の力は本来ならばもっとすごい、みたいな口ぶりで言った。

　しかし、嫌な考えが浮かぶ。

　──この世界の住人は、こんなの大したことないのかもしれない。

　ディアヴロは背後に隠れた二人へと振り返る。

　シェラとレムは、身を縮めてささやきあっていた。

「今の、なに？」

「……魔術……に、見えました。それも、元素魔術に……しかし、まさか」

　二人は驚いているように見える。しかし、強くて驚いているのか、弱くて驚いているのか、わからなかった。もっと感想を全て口に出してくれればいいのに。

　ゲームであれば、このエリアのモンスターはレベル60ほどだ。

　それが、このあたりのプレイヤーの適正レベルだと考える。とすると、レベル50程度で覚えられる《エクスプロージョン》では弱く見えたかもしれない。

「別の魔術も見せてやろう」

　先ほどのものよりも、大きな岩に杖つえを向ける。

　──詳細に想像することは大切だ。

　魔術の設定にあった事柄を思い出したのは効果的だった気がする。

　元素を操る設定に、学校で習ったことも加味していけば、よりイメージを具体的にできる。きっと、さらに強い魔術も撃てるに違いない。

　それと、火炎系以外のものも試しておいたほうがいいだろう。

　クロスレヴェリのモンスターには属性が設定されており、例えば『水属性には火属性の魔術は効果が薄い』といったルールがある。

　せめて二種類は使えないと危険だった。

　──次は、レベル80の魔術《フリージア》を使ってみよう。

　目標の範囲を凍結させる魔術だ。

　設定には『分子の運動に魔力でブレーキをかけて凍結させる』と書いてあったはず。

　杖つえを向けて、効果範囲から熱を奪っていく──とイメージする。

　手応えがあった。




「《フリージア》」




　蓮はすの花みたいな形の氷の彫像が生まれる。これは魔術による幻影だ。それが、しばらく範囲の中央に残り、やがては燐りん光こうとなって砕け散った。美しい演出のある魔術だ。

　岩は一瞬で凍りついた。

　それだけではない。

　周辺の草木も凍結し、空気中の土つち埃ぼこりまで白くなった。

　一瞬にして岩の周囲は、氷のエフェクトが舞う極寒の地へと変わる。

　その冷気は、範囲外にいる自分たちにまで届くほどだった。

　ディアヴロは背後の二人へと振り返る。

　二人が呆ぼう然ぜんとした顔で、こちらを見上げた。

　どういう反応なのかわからない。

　不安になってしまう。

　──ぜんぜん弱すぎて絶句してるんじゃないだろうな？

　シェラが、ぽつりとつぶやく。

「……すごい」

「む？」

「すごい……すごいすごいすごい！　なにアレ!?　元素魔術っぽかったけど、元素魔術であんなことって可能なの!?」

　レムが唇を震わせる。

「……最上級……いえ、評価しようがないほどの能力です……確認されている最上級の召喚獣である《イフリート》や《リバイアサン》でも、ここまで圧倒的な威力はないはず」

「ディアヴロの全身が、ブワァァァ！　って光ってた！　すごい魔力の流れだったね！　すごい！」

「……ディアヴロ……あなたがいれば、わたしもきっと救われる……いえ、とにかく、賞賛に値します。ぜひともわたしを主に選んでいただきたいです」

「あたしが召喚主だってば！　っていうか、あたしにこそ必要なんだから、絶対、絶対、絶対に渡さないからね!?」

「……わたしも、譲る気はありません」

　二人の反応を見て、ディアヴロは胸をなで下ろした。

　──どうやら、この世界でも、俺の魔術は強いほうらしいな。

　まだまだ油断はできないが、一安心はしてもいいだろう。

　ディアヴロは魔王らしく傲慢そうに笑った。

「すごいだと？　当たり前だ……我はディアヴロ……『魔王』と怖れられし者ぞ！」
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　彼女たちはディアヴロのことを『魔王』と呼んでいたが、自分から『魔王』と称したのは初めてだった。

　その言葉に、レムが満足そうにうなずく。

「……よかった……わたしは異世界の魔王を呼ぶことに成功していたのですね」

「当たり前だよ！　あたしが魔王を召喚獣にしようって思ったんだから！」

　シェラが得意気に言った。

　レムがため息をつく。

「……理解力がなく、人の話も聞かない。これだからエルフは……まぁ、いいでしょう。ディアヴロが力を貸してくれれば、あれを打倒できるかもしれません」

「あれ、とはなんだ？」

「……この世界の魔王、クレブスクルムです」

　彼女は小さな手で、ぎゅっと胸元を押さえた。

　祈るように。

　痛切にも見える表情だった。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリで、魔王クレブスクルムといえば、公式設定での最強ボスだった。

　クロスレヴェリのストーリーはこうなっている。

『かつて神族と魔族の戦いがあった。神族は魔族に勝利して、魔王の魂を封じた。しかし、千年後の今、魔族たちは魔王の復活を企んでいる。それを阻止するのが神族の末まつ裔えいたる人族──冒険者たちだ』

　プレイヤーは〝才能ある人族〟という設定で、冒険者としてクロスレヴェリの大地に登場する。

　冒険者たちは、魔王復活を目論む魔族たちと戦い、その企図を阻止する。もしも復活してしまった場合は力を合わせて魔王を撃破する、というのを目標にしていた。

　──といっても、それはストーリー上の目標であって、大半のプレイヤーは〝あの武器が欲しい〟とか〝あの魔術を覚えたい〟とか〝次のイベントをクリアしたい〟なんて欲のためにプレイしてると思うけど。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリは、まだストーリーが完結していない。

　オンラインゲームとは、そういうものだ。サービスが終了するときまで、物語は進みつづける。

　今も期間限定イベントや新ストーリークエストの追加が定期的になされていた。

　三年前のゲーム開始時には、魔族の復活させた《剣の魔王サンクディウス》がラスボスとなっていて、それを倒すと一応クリアの演出があった。

　しかし、サンクディウスは所詮〝魔王の破片〟であるらしい。

　そのうち、完全な魔王が復活するのではないか、とプレイヤーたちの間で憶測を呼んでいた。

　──だけど、完全な魔王がクレブスクルムなのか？　まだ確定してないんだよな。

　公式設定には、『魔族が崇めている者の名前』とだけ書かれている。

　クレブスクルムが登場するシナリオは、公開されていなかった。

　いずれにしても、むやみに『魔王』を名のらないほうがいいかもしれない。事情を知らない人には、どんな反応をされるかわからない。少なくとも好意的には受け止められないだろう。

　シェラが、俺の《漆しつ黒こくの虚うろ》──黒色の服の袖を引っぱった。

「ねっ、ねっ！　早く街に帰って冒険者登録しようよ！　ディアヴロがいれば、あたしもようやく、憧れの召喚士として登録できるんだから！」

「う、うむ？」

「むー……………………」

　レムが不満そうにシェラを睨にらみつけた。

　ディアヴロは気になって尋ねる。

「貴様らにとって、召喚士というのは憧れるような存在なのか？」

　ゲームでの召喚士といえば、ボーナスポイントの割り振りを間違えた者か、効率などをあまりにも気にしなさすぎる自由人がなる職業だ。

　最初に選べるメイン職業は《戦士》《魔術師》《射手》の三種類。

　そのなかで《魔術師》を選んだ者は、その後のポイントを元素魔術が強くなるように割り振っていくのが普通だ。

　クロスレヴェリではパラメーターの配分や覚えたスキルによって、自動的に職業名が変化していく。

　効率最優先でポイント振り分けとスキル獲得した《魔術師》は、例えば《炎魔術師》から《爆炎魔術師》になり《灼しやく熱ねつ魔術師》へ……あるいは、《氷炎魔術師》など……レベルと配分により無数の呼称が用意されている。

　普通は最高レベル１５０に達しても、全ての魔術に精通することはできない。

　レベルアップボーナスだけでは足りないからだ。

　高難度イベントをクリアしたり、プレイヤーとの対戦で勝利したり、関連グッズの付録として得たり……そうして稼いだボーナスポイントを注ぎこむことによって、ディアヴロは《殲せん滅めつ魔術師》という職業名になっていた。

　この職業名のプレイヤーは、クロスレヴェリに一人しかいないと思われる。同じパラメーターに成長させても《極威力魔術師》となってしまうからだ。

　他にも唯一職業名というのはあり、その状態へ最初に辿たどり着いた者に与えられる称号と思われた。公式はなにも発表していないが……攻略サイトにない未知の領域を切り拓いた挑戦者への、ささやかな褒賞なのだろう。

　いずれにしても、魔術師に期待される役割は、元素魔術の威力を高めて固定砲台になり、敵に大ダメージを与えることだ。

　召喚獣を出して、前線に一匹を加えることではない。召喚魔術なんぞにボーナスポイントを割り振るのは効率的ではなかった。

　ゲームでは、そのような常識があるのだが……

　彼女たちは《召喚士》を誇ったり、憧れたりしているように見えた。

　シェラが意外そうな顔をする。

「召喚士だよ!?　魔術師と言ったら召喚士に決まってるじゃん！」

「元素魔術はどうなっているのだ？　俺の力を見せたであろう。元素魔術こそが至高ではないのか？」

　その質問には、レムが答えた。

「……普通の元素魔術は、あれほどの威力を持ちません。せいぜい、拳くらいの火球を放つとか、人を転ばせる程度の突風を起こすとか、その程度です」

「だよねー。元素魔術師なんて名乗ったら笑われるよね。『火が必要なら火打ち石でいいだろ』って言われるよね」

「……否定しません。子供が魔力を操る練習のために覚えるなら元素魔術ですが……普通は成長したら召喚魔術を覚えるものです」

「なんということだ……」

　──この世界の元素魔術は、そんなに弱いのか。

　ゲームとの一番大きな差異ではないか、とディアヴロは思った。

　自分が多くの時間と熱意を注いできた職業が──不遇職！　笑われてしまうような扱いだなんて。

　情報を集め、ボーナスポイントを稼ぎ、元素魔術を鍛えてきた日々が否定されたかのような悲しさを覚えた。

　レムが首を左右に振る。

「……ディアヴロの元素魔術は別格です……他の元素魔術師たちが、あなたが見せた威力の十分の一……いえ、百分の一くらい発揮できるならば、もう少し彼らの扱いもよくなるでしょうね」

　シェラがうなずいた。

「普通は、元素魔術師になりたいなんて言ったら、周りから優しくされるか、けなされるか、本気で怒られるかだもんね」

「……射手を目指さないエルフのような扱いを受けるでしょうね」

「自分の才能に合った道を選ぶのは、悪いことじゃないもん！」

　しばらく、二人の言い合いをＢＧＭにして、ディアヴロは心の整理をしていた。

　元素魔術師は不遇職。

　しかし、それは、こちらの世界では元素魔術が研究されていないだけで、ディアヴロの魔術はゲームと同じように威力を発揮した。充分に強いと思われる。

　攻略サイトで元素魔術について情報交換する同好の士を失ったことに、わずかながら寂しさを感じるが……

　問題はない。

　ディアヴロは気を張って声をあげる。

「貴様らは口を開けばケンカしかできんのか？　──街へ行くぞ。ついて来い！」

　言い終えてから気付く。

　今さら、『街はどっちでしたっけ？』なんて訊きくのは、あまりに魔王らしくない。格好悪い。

　──どうか、街の方向が覚えているとおりであってくれ！

　ゲームでの記憶をもとに歩きだす。

「ま、まってよ～」

「……す、すこし速いです」

　二人が後ろを小走りでついてくるので、どうやら合っていた、とホッとするのだった。
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　岩の転がっている丘陵地帯をしばらく進むと、南北へ流れる大きな川と、石でできた丈夫そうな橋が見えてくる。

　街の西側にある《ウルグ橋きよう砦さい》だ。

　石橋を渡った先に城門のような砦とりでがあり、その先に街がある。

　ここまで、星ほし降ふりの塔から、ゲームでは徒歩三分くらいだったが、三時間くらいかかったか。

　──まぁ、三時間も移動ばかりのゲームとか、クソゲーどころじゃないし。逆に、街から徒歩三分の場所に砦とりでを造るわけないよな。

　ゲームの設定だと──ウルグ橋きよう砦さいは、このエリアで唯一の街ファルトラを守るための砦である。

　西方に広がっている人ひと喰くいの森を抜けると、もう魔族の領土であり、そこから強力なモンスターが現れるからだ。

　プレイヤーたちは、森にある《原生林の遺跡》というダンジョンを攻略するために、パーティーの仲間と待ち合わせをしたり、ＨＰ生命力ＭＰ精神力回復のための休憩所として利用していた。

　──いつも俺だけは、パーティーを待ってる連中の前を素通りして、一人でダンジョンに向かったけどな。

　ウルグ橋砦は、この世界だと、どう使われているのだろうか？

　冒険者の姿は見当たらなかった。

　南東に行く街道の途中ということもあり、ウルグ橋砦は関所のようになっている。

　通行者の人相を確認したり、荷物を確かめたり。現代でいうと検問みたいなことをしていた。

　鎧よろい姿の警備兵が多数おり、重要防衛拠点であることがわかる。

　兵たちは重装備にもかかわらず、きちんとした姿勢で立っていた。

　ディアヴロたちが橋を渡り、砦のなかを通ろうとすると──警備兵が前に立ちはだかる。




「おい！　そこの、お前！」




　警備兵は上半身だけを金属鎧で覆い、右手にはハルバードを持っていた。

　足に鎧をつけないのは、歩兵の基本だ。そのぶん上半身は厚い鎧をつけている。

　種族的には《人間ヒユーマン》で、男性だ。髪は茶色で短く、逆立っている。

　目が大きく、顔には緊張感があった。

　よく見れば年齢は若そうだ。

　青年と呼んだほうがいいかもしれない。

　──警備兵はこの世界で、どういう立場なんだろう？

　ゲームでは警察だった。悪いことをした冒険者は、警備兵に罰を与えられる。

　例えば、対戦以外でプレイヤーを殺したり、盗みをした冒険者は《犯罪者》として名前が赤色に表示され、街や砦などの拠点に近付くと、警備兵に取り囲まれて撲殺された。

　──まさか、俺、犯罪者になってないよな？

　魔王ロールプレイはロールプレイであって、べつに悪いことはしていないはず。

　名前なんか表示されていないので、わからなかった。

　ゲームではウルグ橋きよう砦さいの警備兵ＮＰＣに呼び止められるなんていうイベントは実装されていない。ありえない展開に、すくなからず動揺してしまった。

　ここで気弱な対応をしたら、後ろの二人にしてきた魔王ロールプレイの意味がなくなってしまう。

　堂々と受け答えしなくては！

　声を絞り出す。




「なんだ、貴様？　このディアヴロを呼び止めるとは、相応の覚悟があるのだろうな？」




　警備兵がギョッとしたように後ずさる。

　明らかに気け圧おされていた。

「い、いや……我々はファルトラに向かう者の行き来をチェックしているのだが、君の姿は見たことがなくてだな……失礼かもしれないが、身分や目的を教えてほしいのだが」

　脇からレムが声をあげる。

「……わたしの……召喚獣のようなものです……事情は複雑ですが」

　なぜか彼女は、ディアヴロのマントに首から下を隠して、頭だけを警備兵に見えるように出していた。

　シェラも、レムと同じように頭だけを見せて声をあげる。

「違うってば！　あたしが召喚したの！」

「レムさんと……エルフのシェラさんでしたか……でも、召喚獣？　人型というのは見たことも聞いたこともありません。しかも、しゃべってますよ？」

　レムが目をすがめる。

「……わたしの力であれば、これまでにありえなかった召喚獣であろうが呼び出せます。まさか疑っているのですか？」

　威圧するような声色だったが、頭だけ出していて、ネコミミがぴくぴくしているせいで、まるで怯おびえている仔こ猫ねこみたいだった。かわいい。

　警備兵のほうは〝疑っているのか〟と言われて戸惑っていた。

「い、いえ、レムさんの力を疑うわけではないのですが！　しかし、その……召喚獣に必要な首輪もついてないようですし……」

　ディアヴロは、自分の後ろに隠れている二人の首根っこをつかむ。

「首輪か」

　魔術師は非力だと思われがちだが、レベル１５０ともなれば、片手で女の子を持ち上げるくらいは容易たやすかった。

「……なっ!?」

「やめてやめて！」

　レムとシェラは抵抗したのだが、あっさりとディアヴロは後ろから引きずり出してしまう。

「首輪なら、ここにあるだろう？」

「ええッ!?」

　警備兵がギョッとした。

　レムとシェラが、顔を真っ赤に染めて、手で首輪をかくす。

「……屈辱です」

「ううぅ……ちがうから！」

　警備兵が戸惑った声をあげる。

「あ、あれ!?　普通は召喚された召喚獣が首輪を……ええッ!?　人族に……ええッ!?」

「ふんっ……俺をそこらの召喚獣などと一緒にするとはな。不愉快だ。これ以上、俺の機嫌を損ねるようであれば──」

「……通してください」

「まだ、なんかあるの!?」

　ディアヴロの威圧と、レムとシェラの抗議に、警備兵が道をあけた。

「す、すみませんでした！　お気を付けて！」

「まあいい。行くぞ」

「あ、ちょっと速いってば！　っていうか、あんまり目立たないでよね！」

「……こんな恥辱……ありえません……必ず、街に戻ったら、この魔術を解いてやります」

　二人の反論を無視し、ディアヴロは歩き出す。

　レムとシェラが慌ててついてきた。

　ウルグ橋きよう砦さいにいる他の警備兵たちや、通行人たちが、彼女たちの首輪を見て同じように驚く。

　首輪をつけた二人と、それを連れて歩くディアヴロを興味深そうに眺めるのだった。
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　ファルトラは温暖な気候の、川の恵みを受けている街だ。

　住人は陽気で優しく、あまりの居心地よさからここに定住してしまう冒険者も少なくない──とゲームでは設定されている。

　この付近はレベル60程度だ。ストーリーの折り返しどころか序盤の終わりでしかない。ここに定住するならゲームを続けていないだろうと思うが……

　なんにしても、便利で温暖で美しい街なのは間違いなかった。

　石造りの外壁は八角形になっている。

　川から水を引いた水路が、堀として周囲を走り、街の中央を分断する形で内側にも流れていた。

　石壁や堀は、獣避けとして機能している。野生の動物は、普通の人たちにとって大きな脅威だった。農作物にも害をもたらす。

　ただし、魔族や魔獣といった超常の敵には強度不足だ。

　街を守るのは、石壁や堀などの物理的なものだけではなかった。

　八角形の石壁の角には、それぞれに塔が建っている。

　アンテナのように細長い。

　それが街を護る結界を形成していた。

　結界は近付く者を全て通さないのではなく、魔族に関わる存在や攻撃だけを遮断する。

　強力な結界により、街は魔族も魔獣も入ってこない安全圏となっている──という設定だったはずだ。

　ディアヴロは街の西側にある跳ね橋を目指していた。

　自分は《混魔族デイーマン》だ。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの参加時に、プレイヤーが選べる種族のなかのひとつだった。

　混魔族の設定は──人間ヒユーマンではあるが、魔族の血をなんらかの形で受け継いでしまった種族だ。顔と身体にタトゥーのような痣があり、他の種族に比べて身体能力では劣るが、魔術関係には秀でている。

　とくに魔術の威力を決定づけるＩＮＴ魔力の最高値は、この種族でしか到達できない。

　しかし、生死に関わるＨＰ生命力やＡＧＩ敏捷といったパラメーターが低いので、魔術師のなかでも仲間に守ってもらえるプレイヤー向きの種族だ。

　ディアヴロのような単独行動専門なのに混魔族の魔術師というのは、かなり珍しかった。

　街の結界が、魔族に関わるもの全てを遮断してしまうので、この混魔族や、魔族が造った武器防具アイテムなどは街に入れない。

　そのため、街の東西南北には門があって、そこからは誰でも行き来できるようになっていた。

　ゲームでは出入り自由だったが、ウルグ橋きよう砦さいよりも厳しく監視されているだろう──というのは、もう予想がついた。

　この世界で人々は〝生きている〟のだ。プログラムに従った行動しかしないＮＰＣとは違う。




　門の前につく頃には、夕刻になっていた。

　夕陽が西側の石壁を茜あかね色いろに照らす。

　歩いてきた草原が、まるで燃えているかのように赤く染まっていた。

　美しい光景だと思う。

　見慣れているレムたちは、なにも言わないが、ディアヴロは密かに感動していた。

　跳ね橋を渡る。

　鎧よろいを着こんだ警備兵が六人、門の前に立っていた。

　レムとシェラが服の首元を引っ張り上げたり、手で覆ったりして、首輪を隠しながら通る。

　今度は、呼び止められることはなかった。

　じろじろ見られているのは感じる。注目されてしまっていた。

　街に入る。

　たくさんの石造りの建物に挟まれた大通りを進んで、ディアヴロは広場を目指すことにした。

　このへんは、ゲームの癖というか、たんなる観光気分だ。目的は街を見ること。

　しかし、夕刻の西門付近は大勢の人で、ごった返していた。

　ただ歩くのも困難な道行きだ。

　──これが、全員ＮＰＣか。

　ゲームではありえない多さだった。ＮＰＣが多すぎて街中が歩きにくいゲームなんか楽しくないから当然の違いなのだが。

　商店の窓口でもなく、冒険者協会ギルドの受付でもなく、クエストの進行に関わるとも思えない『普通の人たち』がたくさんいる。

　種族としての人間ヒユーマン。耳が長くて細身のエルフ。三角耳の豹ひよう人じん族ぞく。ごつくて髭ひげ面づらで犬耳のドワーフ。子供にしか見えないがウサギ耳と尻尾のあるグラスウォーカー。そして、あまり見かけないが、顔と身体に痣あざのある混魔族デイーマンだ。

　それらが簡素な衣服や鎧を着て、革袋や武器を持ち、思い思いに歩いたり、話したり、買い物したりしている。

　最初は興奮気味に見ていたディアヴロだったが……もともと人混みは苦手だ。そのうえ、驚くような光景が続き、神経が疲れてきた。

　──やばい、気分が悪くなってきた。

　先ほどまでは、いくら歩いても感じなかった疲労が、今はどっかりと肩の上にのしかかっているようだ。

　横に並んだレムが首元を隠しながら、恥ずかしそうに頰ほおを染めて、話しかけてくる。

「……あ、あの」

「なんだ？」

「……宿屋に、行きたいのですが」

　顔を真っ赤にして、もじもじしている。

　──トイレだろうか？

　そうだったら、あえて聞き返してやるのも可哀想だ。

「ふむ、そうだな。俺もそろそろ宿に向かおうかと思っていたところだ」

　そのとき、耳に届いた声があった。




「あれってレムさんと、あのエルフの子だよな？　なんで首輪をつけてんだ？」




　立ち止まったせいだろう。気がつけば、ディアヴロたちの周囲には、人だかりができつつあった。

　ひそひそと交わされる会話が聞こえてくる。

「え？　あの二人って召喚士じゃなかったっけ？」

「でも隷従の首輪をつけてないか？　あれって召喚獣のほうがつけるっていう……」

「いや、召喚獣だけじゃなく、奴隷もつけるけど……」

「ってことは、あの男の奴隷になったのか!?　あの二人が!?」

「シッ！　声がでけえよ！　……見ろよ、あの男の凶悪そうなツラ。混魔族デイーマンでもあそこまでのはなかなかいねえぞ。なんだあの角……歪いびつで、いかにも禍まが々まがしい……」

「まったくだな……あのレム様を奴隷にするなんて、なんかヤバイ奴じゃねえか？　一応、魔術師協会に報せたほうがいいかもな」

「俺、聞いたんだけどよ、あっちのエルフの子もすごい家の出身らしいぜ？」

「たしかに、普通のエルフじゃないよな……そんな二人を奴隷にするとか、やっぱり、なんかあるよな……？」

「おい、こっち見たぞ。絡まれたら危ないぜ。きっと魔族みたいなヤツだ」




　酷い言われようだった。

　レムとシェラの耳にも届いたらしい。彼女たちは顔を真っ赤にしてうつむいていた。わずかに肩が震えている。

　──驚いた。この世界には奴隷という制度があるのか！

　二人が首輪を見られるのを恥ずかしがっていたのは、隷従魔術を反射されたのがわかってしまうからだと思っていたが、違った。

　奴隷だと勘違いされることが恥ずかしかったのだ。

　ゲームには奴隷なんて存在しなかったから、考えもしなかった。

　しかも、レムは〝様〟付けで呼ばれる有名人で、シェラも〝すごい家の出身〟らしい。

　──うわあ、どうしよう!?

　街で有名な女の子たちを〝奴隷として連れ回していた〟という酷い事実に、今さら気付いてしまった。

　ディアヴロは申し訳なさでいっぱいになる。

　注目はなおも集まり続けていた。

「おい、貴様ら、なにを立ち止まっている？　宿に行きたいのだろうが？」

　街の人たちが道をあけてくれるおかげで、少し歩きやすくなった。
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　宿屋の前に到着する。

　西門と広場の中間に位置する、石造りの建物だ。

　途中からは、レムやシェラに道案内をさせていた。

　ゲームだと宿屋なんて街に一つだが、この一画には宿屋が何軒もある。そもそも、ゲームでは〝用途のない建物〟には入れない。クエストに関係ない建物なんて入口が閉ざしてあるものだ。

　しかし、この世界は違う。

　ほぼ全ての建物に入ることができて、看板の形も一定ではない。大半の建物が石造りの二階建てで、屋根は三角形になっており、木製のドアがある。区別がつかなかった。

　──昔、背景グラフィックが綺き麗れいすぎて、どこが行き先なのかわからないＲＰＧなんてあったよなあ。３Ｄ黎れい明めい期きのビッグタイトルで。

　魔術を使うより、道に迷わないほうが難しいかもしれない……

　地図機能だけでも使えたらよかったのに。

　ディアヴロは金属のドアノブを摑つかむと、木製のドアを引いて開き、宿屋に入った。




　街の宿屋なんて、かなり久しぶりだ。

　マイスペースをカスタマイズしまくってダンジョン化していたディアヴロは、そこから出ることが減っていた。

　ゲームでの宿屋の用途は、ＨＰ生命力とＭＰ精神力の回復だけではない。一階が酒場となっていて、ＮＰＣから情報収集をしたり、プレイヤー同士の交流をしたりする場だった。

　まず受付がある。

　そこには、黄色いネコミミ──いや、ヒョウミミを生やした、豹ひよう人じん族ぞくの少女がいた。

　ディアヴロにも見覚えがあるＮＰＣだ。

　豹ひよう人じん族ぞくの少女は、肩まである茶色い髪を揺らして、にこやかな笑みを浮かべる。

「こんにちはっ☆　宿屋《安心亭》の看板娘アイドルメイちゃんだよ～♪　きゃは！」

　──ああ、ここはゲームどおりなのか。

　安心したような、苦笑したいような、そんな気持ちだった。

　受付の彼女はこの世界においても普段からこんな感じのようで、レムたちは気にすることなく、話しかける。

「……部屋の鍵をくださいますか」

「レムちゃん、おかえり～☆　召喚は成功したかな？」

「……成功はしました……召喚だけは」

　レムは手で首輪を隠している。

　宿屋の看板娘が不思議そうな顔をした。

「どしたの？」

「……それより……部屋を一つ、追加してほしいのです」

　──俺のぶん、だよな？

　世話になるのも悪い気がするので、ディアヴロは宿代くらい自分で払おうと考える。

　しかし、どこに持っているのか。

　お金はどうなっている？

　ゲームでは、ウィンドウの右下に、データとして存在するだけのものだった。アイテムを所持するわけではない。

　それらしい革袋などは装備していない。どこをまさぐっても、ない。

　クロスレヴェリのお金は、単位を〝フリス〟という。アイコンのビジュアルは銅貨や銀貨や金貨だったが……

　いくら異世界とはいえ庶民の生活で金貨が流通しているわけがなかった。おそらく、銀貨や銅貨があるはずだが、見当たらない。

　──つまり、今の俺って、お金を持っていないのか？

　いざとなれば装備やアイテムを売ってしのぐことは可能だろうし、冒険者という仕事がある世界ならば、ディアヴロの強さで簡単に稼げるだろうけれど……

　宿屋の看板娘が首をかしげる。

「もう一部屋？　後ろのお兄さんかな？　やっほー、お兄さん。宿屋のアイド──」

「あのッ！」

　突然、シェラが声をあげた。

　宿屋の看板娘がびっくりしつつも、笑顔で応対する。

「シェラちゃんも、やっほー☆　なにかご用かな？　鍵ならすぐ出すからね♪」

「あ、あたし……その……お、同じ部屋に、もう一人泊めたいんだけど、いいかな!?」

　顔を真っ赤にしている。

　──まさか、俺のことか!?

　ディアヴロはさすがに止めることにする。

「おい貴様……まさか、俺に貴様ごときと同じ部屋で過ごせとは言うまいな？」

　本音は『女の子と同じ部屋なんて、眠れる気がしません。やめてください、死んでしまいます』だった。

　シェラが歯は嚙がみする。

「だって、だって！　あたし、二部屋も借りるほどお金ないし！　でも、レムの用意した部屋に泊められたら、なんかレムが召喚主みたいだし！」

　レムが冷笑した。

「……ディアヴロをこの世界に招いたのはわたしです……ですから、召喚主であるわたしがディアヴロの部屋を用意するのは当然です。わかりますか？　あなたは、貧乏なりに楽しく一人で過ごせばいいのです」

「ちがうもん！　あたしが召喚主なの！　そんで、召喚士と召喚獣は一緒にいるものなんだよ！」

「……いいえ、優れたディアヴロは、優れた者といるべきなのです。つまりわたしと……だから、その……わたしが、部屋を用意……いえ、わたしの部屋で」

　ディアヴロは金がない。

　しかし、女の子と相部屋は、どうなんだ!?

　なにより、レムとシェラには譲り合いの精神がなかった。

　パンパン！　と宿屋の看板娘が手を叩たたいた。

「は～い。大部屋に三名様、ご案内しちゃうよ～☆」

　シェラが慌てて。

「えっ!?　いやいや、それ困るんだけど!?　なんでレムまで同じ部屋なの!?」

「……こんなバカエルフと相部屋になるのは不愉快です」

　看板娘がスマイルのまま首をかしげた。背景に『ゴゴゴゴゴ……』とかいう効果音がつきそうな迫力だ。

「も～、受付で揉もめられると迷惑だよっ☆　そんな悪い子たちは同じ部屋にしまっちゃおうね♪」

　レムがなおも反論しようとすると、とうとう笑顔が消える。




「追い出すよ？」




　あまりの迫力に、レムとシェラが、ガクガクと勢いよくうなずいた。

　看板娘は再び笑顔になると、ディアヴロに鍵を差し出す。

「じゃ、よろしく。夜はなるべく静かにね？　宿屋のアイドル、メイちゃんからのお願いだぞっ☆」

　ずっしりと重い、鉄製の古そうな鍵を受け取る。

　女の子二人と相部屋か……

　手の震えを悟られないようにするのが大変だった。
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　二階の大部屋には、大きなベッドが一つだけ。

　──三つじゃないのかよ!?

　ゲームだと、そもそも『大部屋』や『小部屋』などの区分はなく、一泊の料金は固定なので、いろいろと差異がある。

　ベッドは木枠に藁わらを束ねてシーツをかけたものだった。部屋に干し草の匂いが漂っている。

　中世ヨーロッパでは、こんな寝具が使われていたらしい……自分が藁のベッドで寝るなんて考えたこともなかった。しかも、女の子二人と。

　昨夜の自分に、『明日の夜はエルフと豹ひよう人じん族ぞくの美少女と藁のベッドで寝るんだぜ』って言ったら、『えっ!?　俺、とうとうおかしくなっちゃうの!?』って返したと思う。

　そこに肌掛けとしてブランケットが一枚きり。

　夜でも凍えるほど寒くはないと思うが……

　一枚か。

　それ以外の家具はない。窓は木板であり、ガラスは使われていなかった。

　磨きあげられて光沢のある床板や、メレンゲ色の石壁。屋根裏がなくて梁はりに板を渡した三角形の天井は、現代では見ることのない中世ヨーロッパの建築物だ。壁に備え付けられた燭しよく台だいがアンティークな雰囲気を醸し出している。

　質素な部屋だ。

　しかし、ディアヴロは初めて見る雰囲気に興奮を覚えていた。

　入口から部屋を眺めているだけで飽きないくらいなのだが──

　寝床は一つだ。

　ベッドを挟んで立って、レムとシェラが不機嫌そうに睨にらみ合う。

「……なぜあなたと同じ部屋になってしまったのですか。本来なら一人……いえ、二人で快適に過ごすつもり……過ごせるかしら……いえ、過ごすはずだったのに」

「それはこっちのセリフだよ！　っていうか！　そっちがディアヴロの召喚主とか言いださなきゃ、あたしはとっくに冒険者登録を済ませてたのに！」

　ベッド脇には、それぞれの荷物が置いてあった。

　ディアヴロは部屋の入口に立っている。

　どっちかに一歩でも動けば、どちらかが泣きだすか怒りだすかしそうなので、迂う闊かつに動けなかった。

「……冒険者登録もすませていない流れ者のエルフが、どのように宿代を捻出しているのですか。野の宿じゆくが分相応でしょう」

「ベッドがない生活とか考えられないよ!?　お金は……まあ、その……これから稼ぐっていうか……稼がないと、まずいっていうか……」

「……あなた、まさか宿代を持ってないってことは、ないでしょうね？」

「あるよ！　ある……よ？　うん、ある……気がする……まだ宝物庫から持ち出した綺き麗れいなのとかあるし……い、いいもん！　稼ぐから！　ディアヴロといっしょに稼ぐから！」

「……わたしの召喚した魔王を勝手に使うなと──」

　──本当にケンカが好きだなあ、この二人は。

　ディアヴロは困るのを通り越して微笑ましい気持ちになってきた。

　最初は武器とか出していたけれど、今は口で言い合っているだけのようだし。

　とはいえ、ケンカより先にしてもらいたいことがある。




「おい、貴様ら。下らぬ言い合いよりも、まずは自分たちのことを教えろ」




　名前だけは話の流れでわかっている。

　ちっちゃくて黒髪ヒョウミミの豹ひよう人じん族ぞくが、レム・ガレウ。召喚獣を七体ほど持っていて、なかなか優秀な召喚士らしく、街では〝様〟付けで呼ぶ者もいる。

　金髪で、エルフなのに胸が大きいのが、シェラ・Ｌ・グリーンウッド。召喚士に憧れているが、弓のが得意そう。〝すごい家の出身〟らしい。

　二人についてわかっている情報は、これくらいか。

　これから先、ディアヴロがこの世界で生きていくにあたり、この二人から多くの情報をもらわねばならない。

　──元の世界に戻れるかどうかも、わからないし。

　どちらかを召喚主として生きていくとは限らないが、そのような人生を過ごす可能性が、今のところ一番高かった。

　彼女たちの動機の確認は重要だ。

　冒険をする理由が〝死に場所を求めて〟とか〝俺より強いやつに会いに行く〟だとすれば、とてもじゃないが付き合いきれなかった。

　これだけリアルに感じられる世界で、『死んだ場合は経験値を失って再開』ということはないだろうし。

「俺ほどの者を召喚した貴様らには相応の事情があるのだろう……許す、目的や特技を言うがいい」

「……それは、わたしたちの、どちらかを召喚主として扱うと考えていいのでしょうか？」

「えっ、ホントに!?　召喚獣になってくれるの!?」

「貴様らの考えと実力によっては、手を貸すこともあるだろう」

　本当は安全にヒキコモリしていたいけど。稼がないと生きていけないもんなあ。

　先にレムが、おずおずと口を開く。

「……改めて名乗っておきましょう……わたしは、レム・ガレウです。冒険者を目指したのは、そうせざるを得なかったというか……強さを示し続ける必要があったからです」

「強さを示し続ける必要？」

「……それは、わたしの個人的な事情なので」

　ちらり、とシェラを見た。彼女の前では、言いにくいことなのだろう。

　レムが言葉を続ける。

「……とにかく……わたしは冒険者として強くあらねばなりません……そして最終目標は魔王クレブスクルムを倒し、その魂を消滅させることにあります」

　魔王討伐が目標なのは、冒険者としては当然のはず。すくなくとも、ゲームでは、そう設定されていた。

　しかし、建前はそうでも現実には金や名誉が目的になるものだ。

　話し方からしても、生真面目な性格なのか。

　それとも、本当の目的は隠しているのか。

「……特技は、召喚術です。異世界の魔王であるあなたを召喚した他に、すでに七体の強力な召喚獣と契約をしています。今はクリスタル化してポーチの中ですが」

「うむ、わかった」

　隠し事は多そうだった。

　しかし、馬鹿な真似はしなそうだな──とディアヴロは思う。

　喋しやべり方かたが理知的で慎重だ。隠し事が多そうに聞こえるのも、彼女がどこまでの情報を開示していいか思慮しながら話しているからだった。

　豹ひよう人じん族ぞくはスピードファイター系に向いた種族のはずだ。魔術師の派生である召喚士として優秀なのだとしたら、彼女の重ねた努力ゆえだろう。

　努力家は嫌いではなかった。

　あと、かわいい。

　体つきはしなやかに引き締まっていて、背は低くて、活動的な服装がよく似合う。

　猫のような耳だけでなく、豹人族にはふさふさした細長い尻尾もある。プリーツスカートから伸びる尻尾がポイント高い。

　──ああ、いやいやいや！　そういうことを考えてる場合じゃない！

　思わず緩んだ口元をごまかすように、咳せき払ばらいする。

　シェラが不満そうに口を開いた。

「七体もすでにいるんなら、ディアヴロはあたしにくれたっていいじゃん！」

　レムがため息をついた。

「……あなたは本当にバカですね。一つの発言に二つも間違いがあります。一つはディアヴロは召喚獣でないと何度も言っています。そして、もう一つは召喚獣は他者に譲じよう渡とできるものではありません」

「ディアヴロはあたしが呼んだんだってば！　ねえ、そう思うよね!?」

　こちらに話を振ってきた。

　瞳を輝かせて、同意してほしい──と顔に書いてある。

　ディアヴロはシェラに顎でうながす。

「貴様も自分のことを言うがいい。それ次第では考えてやらんこともない」

　パッとシェラが表情を明るくした。

「ホント!?　あ、あたしはシェラ・Ｌ・グリーンウッド！　たまたまエルフの王族と苗字が一緒だけど、無関係だからね!?」

　──ああ、そうだった。

　グリーンウッドという名前を設定資料のどこかで読んだ気がしていたのだ。

　シェラの言うように、それはエルフの国家である森の名称だ。そして、この世界においても、グリーンウッドはエルフの王族の姓であるらしい。

　クエストで、そこの王女様を助けたこともあった。

　あと、小ネタだが、プレイヤー名として入力できないらしい。

　レムがツッコミを入れる。

「……無関係なら、わざわざ名乗らなければよいのです」

「あっ、そうだよ！　だから言わないようにしてたんじゃん！　え、えっとぉ……言わなかったことにして進めてもいいよね!?」

　最初に会った、星ほし降ふりの塔で、すでに名乗っているわけだが……

「好きにしろ」

「とにかく、そういうわけで、えー……冒険者になろうと思ったのは、お金がそろそろ尽きそうだったのと、追っ手……えっと、まあ、その、いろいろあって、強い人が一緒にいたらいいなーって思って。あと、一人旅が長くって寂しかったし……あと、あたしってば召喚士の才能あるし！」

　道中のことを思い出してか、一瞬だけ心細そうな表情をした。

　思慮は浅そうだが、素直なのは好印象だ。

　隠し事ができないせいでトラブルは多そうだが、この明るい性格の子と一緒にいると、面倒な気苦労はないだろう。

　レムと同じように、なにか隠し事をしているのは間違いないが……

　あと、美しい。

　エルフは『全ての種族のなかで最も神族に近い』という設定らしく、その輝く髪も、透き通る肌も、細身の身体も彫像のような造形をしている。それでいて動きはしなやかで、優雅さに満ちていた。

　しかも、シェラはエルフのペタンコというイメージからはかけ離れて豊かなふくらみを胸元に持っていた。それを見ていると、安全とか冒険とか難しいことがどうでもよくなってくる。

　──いやいやいや！　命は大事！　そういうこと考えてる場合じゃないってば！

　冷静に、冷静に、とディアヴロは自分に言い聞かせた。

　シェラがベッドに手をついて、身を乗り出してくる。

「と、とにかく！　これがあたしの自己紹介だよ！　ディアヴロはあたしの召喚獣でいいよね!?　ねっ!?」

　前のめりな体勢のせいで、たゆん、とふくらみが揺れ、双球の谷間が強調された。

　レムが表情を引きつらせる。

「……卑ひ怯きよう者ものです」

「なんのことよ、レム!?　ウソはついてないんだからね！」

「……無駄に肉をつけた高脂肪エルフに、わたしの名前を呼び捨てにされたくありません」

「なっ!?　あたしだって、そんな高脂肪エルフなんて呼ばれたくないよ！　あたしの名前はシェラだもん！」

「……高脂肪シェラと呼んであげましょうか」

「はぁぁぁ!?」

　またケンカが始まってしまう。

　ディアヴロが選べないのが、この二人のケンカの原因だとわかってはいるのだけれど。

　──まだ〝貴様だけの力になって生きていこう〟とは宣言できないもんなあ。

　隠し事があるみたいだし、でも理由があって言わないんだろうし。

　どうしようかなあ──と考えながら言い争う彼女たちを眺めていた。




　ディアヴロの背後にある扉が、ノックされた。
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　そういえば、騒がしくしないように注意されていたな。

　宿屋の看板娘だろうか？

　ディアヴロは扉の前からどく。そのとき、何気なくレム側へ動いたので、シェラがショックを受けたような顔をしたが……気付かない振りをしておいた。ここを掘り下げたら泥沼だ。

　部屋の代金を支払ったレムが、代表者としてノックに応じる。

「……どうぞ」

「失礼いたします」

　鈴の音のような声だった。

　ドアが開かれる。

　来訪者は、それは美しい女性だった。

　優しそうな人だ。

　長い青髪を頭の後ろで三つ編みにして、胸の前側へと垂らしている。

　豪ごう奢しやな金の刺し繡しゆうが施ほどこされた、赤いマントをコートのように閉じていたが、会釈と同時に後ろへ払った。
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　やわらかそうな水色のローブで、肩からくるぶしの高さまですっぽり覆っているので肌の露出はないが、タイトなデザインなので豊かなボディラインが露あらわになった。

　ちょっと目のやり場に困る。

　彼女が手にしているのは、白磁に金の装飾をした美しい細杖ワンドだ。魔術師の職業系統に属していることがわかった。

　上等な衣装からして、きっと立場のある人なのだろう──とディアヴロは推測する。

　年齢的には二十代半ばといったところか。微笑んでいるだけなのに、内に秘めた包容力を感じさせる。

「こんにちは、みなさん……レムさん、本当に相部屋なのね。お友達ができたみたいで、嬉うれしいわ」

　レムが頭を左右に振った。

「……友だちではありません。わたしが異世界から呼び出した者と、よくわからないオマケです。壁にこびりついたカビだと思って無視してください。服が緑ですし」

「ひどくない!?」

　シェラが嘆いた。

　女性は楽しげに笑うと、改めて挨拶する。

「うふふ……初めましてよね？　私はセレスティーヌ・ボードレールと申します。セレスと呼んでね？　今日は、レムさんに用事があって来たのだけれど、ぜひお二人の話も聞きたいわ」

　小首をかしげる動作はかわいらしい。

　大人びていて優しそうなのに、子供のような愛あい嬌きようもあった。

　──それにしても、セレスティーヌ？　これも、どこかで読んだ名前だな……たしか、魔術師協会の……

　思い出したが、それを口にするのを思いとどまる。

　異世界から来た魔王が知っているのは、変だからだった。

　幸いにも、シェラが気付いたらしい。

「えっ!?　ひょっとして、この街の魔術師協会の!?　セレスティーヌ・ボードレール様!?」

「はい。偶然が重なって、ファルトラ魔術師協会で長をやらせてもらっておりますの」

　セレスは恥ずかしそうにしつつ、うなずいた。

　──魔術師協会。

　ゲームにおいては、プレイヤーが所属することのない団体だが、名前はよく見る。

　アップデートで魔術の種類が増えたりすると『魔術師協会により新たに発見された～』というような説明がなされる。

　それと、クエストの依頼主として名前が挙がることが多かった。

　組織としては国営の研究機関という感じだろうか。

　街ごとに、たいてい一つずつ存在するが、希まれに二つ以上の場合もあった。

　全ての魔術師協会はゆるやかな協力関係を築いているが、その街ごとに特色が異なっており、善し悪しがあったりする。

　ただし、共通している設定もあった。




　街を守る結界は、その街の魔術師協会の長によって維持されている。




　つまり、彼女が存在することで、辺境都市ファルトラは魔族や魔獣から守られているわけだ。

　セレスティーヌ・ボードレールも、クエストの依頼主として名前を見たことはあったが、ＮＰＣとしての登場は記憶になかった。こんな外見だったのか。

　──そんな偉い人が、なんでわざわざ場末の宿屋に？

　セレスは常に魔術師協会の最奥部で結界の維持に力を尽くしているはず。そんな気合いの入ったヒキコモリが、わざわざ訪ねてくるなんて、相当な理由があるのだろう。

　彼女が、ぽん、と手を合わせる。

「そうだわ。みなさん、お夕食をご一緒しませんか？　なにやら複雑な事情がありそうですし」

　笑顔に細められた彼女の目は、レムとシェラの首筋に向いていた。

　そこには隷従の首輪がある。

　ディアヴロはうなずいた。

「よかろう。ちょうど腹が減ったところだ」

「……では同席します。ディアヴロの召喚主は、わたしなのですから」

「セレス様の前で宣言するのズルイって！　ディアヴロはあたしのだってば！」

　相変わらずの二人だった。

　セレスが首をかしげる。

「ううん……どうやら、思った以上に複雑な事情がありそうね？　そのあたりもふくめて、解決する手段を示してあげられるかもしれないわ。さ、行きましょう」

　踵きびすを返し、部屋を出て行く。

　レムが続いた。

　直前まで言い争いをしていたわりに、シェラが軽い足取りでついていく。

「ごっはんーごっはんーまっともっなごっはんー♪」

　──そういえば、お金がないと言っていたか。もしかすると、ろくな食事を取れていなかったのかもしれない。

　やけに悲しい歌だった。

　ディアヴロは口ではああ言ったものの、さほど空腹は感じていない。

　必要なのは食事よりも知識だ。

　街の重要人物と話ができるというのは僥ぎよう倖こうだろう。

　部屋を出る。

　一階に宿屋が経営する酒場があるはずだ。
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　酒場は宿屋の受付の左手に延びる廊下を少し進んだところにあった。

　天井、床、カウンター、適度な間隔を空けて配置されたテーブル……その全てが、いぶされたような光沢のある色濃い木板でできている。壁は石造り。

　今のところ客は、自分たちしかいなかった。

　ＮＰＣやプレイヤーでごった返し、せわしなくチャットウィンドウが飛び交っているのがディアヴロの知っているゲームの酒場だったが。

　どうやら、セレスが人払いしたらしい。

　テーブルに着いているのは、ディアヴロとレムとシェラ。向かい側に、セレスが座っている。

　他に二人ほど、セレスの斜め後ろに立ち、警戒するようにディアヴロたちを見ていた。

　両方とも若い男で、足元まである茶色のローブをまとい、長い杖つえを片手にした魔術師たちだ。

　ディアヴロの正面に立っている男は、針金のように体つきが細く、神経質そうな顔立ちで、しかも、こちらを露骨に睨にらみつけていた。

　──警戒？　いや、嫌悪？　侮蔑か？　初対面のはずだけどな？

　感じ悪い。

　彼らは魔術師協会の警護だということで、着席しなかった。

　セレスが苦笑する。

「ごめんなさいね。私も立場があるものだから、一人で身軽に、というわけにはいかなくて……」

　当然だろう。

　彼女にもしものことがあったら、この街を守る結界がなくなってしまう。そんな事態になった街は見たことがないが──魔族や魔獣に攻められたら、普通の人々が無事で済むとは思えなかった。

　むしろ、たった二人しか警護を連れていないことに、こちら──というか、レムに対する敬意が感じられる。

　ディアヴロは鷹おう揚ようにうなずいた。

「かまわん」

　その返事が気に障ったらしい。正面に立っている護衛の男が、引きつったように表情を歪ゆがめる。

「おい、貴様？　ボードレール卿きように対して、なんという口の利き方だ？　敬意を欠くと、容赦せんぞ」

　傲慢そうな声だな、と思った。

　セレスが困ったように、背後の男をなだめる。

「ガラクさん、失礼ですよ……わざわざ付き合ってくださっているのは、あちらの方々なのですから」

「ボードレール卿はお気になさらないかもしれませんが、こんなどこの馬の骨とも知れない混魔族デイーマンに侮られては、魔術師協会の威信にかかわるのです！」

　ディアヴロは肩をすくめた。

　──おいおい、たかが護衛が、会長のセレスに、協会の威信のなんたるかを説教しちゃうのかよ？

　他人の行為には過敏だが、自分の無礼には鈍感らしかった。

　関わると面倒そうだ。

　現実での自分は、はっきり言ってコミュニケーション能力が皆無だった。それは異世界に来ても変わっていない。普通に話そうとすると、言葉がうまく出てこなかった。

　侮られるのは困るが、敬意を払いつつ、こちらの威厳も保つなんて高度な話術は持ち合わせていない。

　波風を立てる気がなくても、まともに言葉を発せられるのは、魔王ロールプレイだけなのだ。

　ここは無視しておくのが無難だろう、と結論づけた。

　針ガ金ラ男クは納得してない様子だったが……

　セレスが話題を変える。

「みなさん、お話の前に食事にしましょう。今日は私が出しますから、どんどん食べてくださいね？」

「いいの!?　ホントに!?」

「ええ、好きなだけどうぞ」

「やったぁ！」

　シェラが両手を挙げて喜び、注文を取りに来た看板娘に、あれこれと頼む。

　ほどなく、いくつもの料理が運ばれてきた。

　大小のソーセージに、茹ゆでただけのジャガイモと、ほとんど具のないスープと、白いパン。レタスやナスっぽい野菜や、リンゴやブドウといった果物の姿もあった。

　ディアヴロの前に出された飲み物は、ビールに似ている。レムやシェラの前には果実ジュースがあり、セレスの前にはワインが出てきた。

「わーい！　いただきます！」

　シェラが料理に手を伸ばす。

　彼女のリアクションを見ていると、これでもだいぶごちそうなのかな、と思う。

　──美味しそうには見えないんだけどな？

　ディアヴロはソーセージをかじってみた。

　ほどよい嚙かみごたえがあり、じゅわっと濃厚な肉の味が口の中に広がる。

　──あれ、美味しいぞ!?

　野趣あふれる力強い味わいだった。

　ばくばく、とすごい勢いでシェラが食べる。エルフの細い胴の、どこに入るのかと思うくらいだった。そうか、だから胸があんなに……

　そんなシェラの様子を、レムが横目でジトッと睨にらみつけた。しかし、その食べっぷりには言及せず、本題を切り出す。

「……それで、セレスさん……もしかすると、またあの話ですか？」

　うんざりとした声だった。

　セレスに失礼な口ぶりで物を言ったので、また後ろの針金男が絡んでくるかと思ったが、とくに反応はなかった。

　──あの男の中で、セレスとレムは同格ということか？

　魔術師協会所属の者から、魔術師協会の長と同格に見られる存在ということになる。

　レムの立場が気になるところだ。

　セレスがお願いするように両手を合わせた。

「レムさん、私はね、貴女の力になれればいいなあ、って思っているのよ？　いろいろと辛いこともあっただろうし、信用できないのかもしれないけれど、それだけは本心だって、わかってちょうだい？」

「……わたしは魔術師協会本部に行くのも、護衛をつけられるのも、嫌です」

「でも最近は物騒なのよ。他の街では、魔族が人をたぶらかして結界の中に入ってくるような事件も発生したとか……魔術師協会の者だったら、魔族につけこまれて街や貴女に迷惑をかけるようなことはないと思うのだけれど」

「……お気遣いには感謝してます。でも、自分の身は自分で守りますから」

「私のこと、嫌いかしら？」

　セレスが悲しそうな顔をした。

　レムがため息をつく。

「……前にも言いましたが……あなたの人格について、疑いを持ったことはありません。ですが……わたしは人を頼る術を知らないのです。自分でなんとかしてきましたから……これから先も、自分の力だけで進んでいきます。わたしの力で──魔王クレブスクルムを消滅させます」

「貴女の首輪をどうにかする手段も、魔術師協会なら調べられるかもしれないわ」

　レムがさっと首輪に触れる。

「これは……」

「望んでつけているわけではないのでしょう？　貴女ほどの人が、無理矢理に奴隷にされるとも思えない……なんらかの、貴女ですら想像も及ばないような事故で隷従の首輪がついてしまったのでは？　そして、首輪の主は、そこにいるディアヴロさん──間違っているかしら？」

「……いいえ」

「ほう」

　ディアヴロは思わず声を漏らした。

　──すごい洞察力だな。

　首輪がついた成り行きを察せられるようなことは、何一つ言っていないはずだ。

　わずかな三人の会話から推測したのだろう。

　ただ魔力があるだけで協会の長になったわけではない、ということか。

　セレスがディアヴロを見る。

「どうかお願いします。レムさんを解放してあげてくれないかしら？　彼女はこの世界にとって大切な人なのです。もちろん、相応のお礼は約束いたしますから」

　解除してあげたい気持ちはある。

　しかし、設定として存在するだけの隷従の首輪を解除する方法など、かなりゲームをやりこんだ自分でも知らないのだった。

　ディアヴロは首を横に振る。

「俺とて他者を魔術で従わせる趣味はないが……方法がわからんものは、解除したくともできぬ」

　これははっきり伝えておくべきだろう。

　セレスが残念そうにため息をつく。

「そうですか。かなり熟練の魔術師のようですし、私にわからないこともわかるかと思ったのですが……これは一から調べるしかなさそうね」

　シェラが難しい顔をした。

「ん～……魔力的に相当強いディアヴロが反射しちゃったし、方法が見つかっても普通の魔術師じゃ力が足りない、とかありそうだよね？」

「反射ですか？　なるほど……そうなると、方法を調べてディアヴロさんに手伝っていただく必要があるかもしれませんね」

　セレスたちの会話に、ディアヴロはため息をつく。

「自分の魔術も解除できんとは、まったく無力な者どもめ……まあいい、方法がわかったら言え。そのときは手を貸してやろう」

　ダン！　と床板を叩たたく音が聞こえた。

　視線を向ける。

　セレスの背後で、針金男が長杖スタツフの先で床を突いていた。

「貴様……貴様は！　なんの権利があって、ボードレール卿きようの願いを断り！　あまつさえ、このレム・ガレウ様を隷従させているのだ!?　なんの権利があって！」

　知らんがな……

　たった今、不幸な事故であり、こちらの意志で解除は不可能だ、という話をしたはずなのだが。

　──ゲームでは、こんなに面倒くさいＮＰＣは出なかったのにな？

　セレスが立ち上がる。

「これ以上はご迷惑になりそうね……ごめんなさい、みなさん、疲れているでしょうに」

　護衛のヒステリーのせいで、話が中断されるとは思わなかった。

　彼女も忙しい立場なのかもしれないが、もうすこし情報を得られそうだったのに残念だ。

　レムがうつむいた。

「……セレスさん……協会に行くのも、護衛の話も断っておいて、身勝手だと軽蔑されるかもしれません。ですが……隷従の首輪の解除の方法……調べていただけますか？」

「もちろん。私は貴女を守りたいだけよ」

　セレスがにっこり微笑む。

　優しい笑みだ。

　レムが頭をさげる。

「すみません」

「気にしないで。でも、考えが変わったらいつでも頼ってね？　魔術師協会は世界のために貴女を守る必要があるし……私は貴女のことを妹みたいに思っているんだから」

　セレスが踵きびすを返して酒場から出て行く。

　護衛の男たちも続いた。

　ただし、去り際に、針金男が憎々しげな目つきでディアヴロを睨にらんでいたが。

　──まぁ、そうそう会う機会もないだろう。

　それよりも。

　レムには重大な秘密がある。

　驚いたことに、〝世界のために貴女を守る〟なんて魔術師協会の長が言ってしまうような秘密だ。

　間違いなく厄介な問題に発展するだろう。

　知っておくべきだ、とディアヴロは考えた。

「おい、貴様」

「……なんですか？」

「貴様の抱える秘密、並々ならぬ事情のようだな。興味が湧いたぞ……許す、ここで語るがよい」

「それは……でき、ません……」

　口ごもる。

　簡単には言ってもらえそうもない。

　出会って半日程度で、抱えている重大な秘密を話してもらおうというのは、かなり無理があるのはわかっていた。

　しかし、ここは引き下がるべきではない。

　──ゲーマーとしての直感が言ってる。レムが抱えてるのは、〝ストーリーを重たくする系〟の問題だ！

　だいたい、〝国の偉い人がわざわざ～〟とか、〝とても人には語れない～〟とか……そういう裏事情は、いくつかのストーリークエストを達成した後に、物語の大詰めになって明かされるものだ。

　そして、〝もっと早い段階で知ってたら、もっと楽に解決できたよね？〟というものが多かったりする。

　裏事情は、こじれてから提示される。そのほうが、ストーリーは盛り上がるのかもしれないが……

　ゲームの話ならいい。

　しかし、ここは異世界であっても現実だ。

　なるべくリスクは避さけておきたい。

　ディアヴロとしては、レムの抱える何かが、ストーリークエストとして自分の前に現れる前に、解決してしまいたかった。




　──無理矢理にでも秘密を聞き出して、そのストーリーをぶち壊す！




　ゲーム攻略の一環だと思うと、不思議なほど積極的になれた。

「おい、貴様」

「……なんですか？」

　ディアヴロは席を立つ。

　食事の進まない様子のレムの腕を摑つかんで立たせると、彼女の腰を抱えて、持ち上げた。

「軽いな」

「なっ!?　な、な、なにをする気ですか!?」

　何本目かのソーセージを頰ほお張ばりつつ、シェラがこちらを見上げた。

「はんぐんぐ！　ごくっ！　二人ともどこ行くの？　まだ料理がたくさんあるけど？」

　そういえば、レムはシェラのことを気にして口ごもっている様子だった。秘密を聞き出すなら、二人きりのほうが都合がいいか。

　ディアヴロは部屋へと向かう。




「拷問してくる」




　二人が絶句した。

　クールそうなレムがここまで驚くのは、なんだか意外だ。

　シェラが白いパンをつかんだまま、しばし動きを止めたあと。

「……あ、あたしは、ごはんを食べてるね！」

　視線を逸らした。

　レムが泣きそうな声をあげる。

「あ、あなた……あなたは……すこしは一緒に旅をした仲間ではないですか!?　わたしを助けようとか、そういうことは考えないのですか……!?」

「さんざん、バカエルフとか言われてた気がするんだけど!?　っていうか、さっきなんて、壁のカビとか言ったよね!?」

「……バカなのに騙だまされないとは何事ですか!?」

「また言った!?　またあたしのことバカって言った！　もういいよ！　もう助けてあげないからね！」

「そ、それは助ける意志がある人に許される言葉です！」

　怯おびえすぎだった。

　魔王発言にはブレーキが利かない。そんな器用なことができるのならば、最初から普通に会話しているのだから。

　それでも、少しは安心させようと、ディアヴロは言葉を捻り出す。なにも命を取ろうというのではなかった。抱えている事情を打ち明けてほしいだけだ。

「クックックッ……怯えることはない。殺すようなことはせぬ……貴様が早めに秘密を吐けばな」

　すこしニュアンスが変わったか？

　スマイルを浮かべてみた。

　レムが観念したように目を閉じ、つぶやく。

「……十四年という人生は長いのでしょうか、短いのでしょうか……お父様、お母様、どうやら今夜、わたしもそちらに行くことになりそうです」

　逆効果だったらしい。

　仕方がないので、ディアヴロは彼女を抱えたまま、ずんずんと部屋に向かった。





†






　部屋に戻って鍵をかけた。

　すでに時間は、夜だ。

　蠟ろう燭そくしか灯りが存在しない部屋は薄暗く、お互いの姿と壁やベッドが、ぼんやり見える程度だった。

　椅子がないのでベッドに座らせて、ディアヴロはレムを見据える。

　彼女はうつむいていた。

　小さなヒョウミミが、へたりと垂れている。ふるふる、震えていた。

　かわいいなあ。

　つまみたいなあ。

　──ああ、そんなこと考えてる場合じゃない。ちゃんと事情を聞き出さないと。

　しかし、強引な手段は使いたくなかった。

　これからも一緒に行動する可能性がある相手だ。最低限の関係は維持しておきたかった。

「俺が聞きたいのは、ただひとつ……魔術師協会の長が、わざわざ貴様を訪ねてきた理由だ」

「……言えません」

　レムの意志は固い。

　怯おびえている様子だけれど、打ち明ける気はないようだった。

　ディアヴロは迷う。レムから裏事情を聞き出したいのは、そのうち起こるであろう困難なクエストに対して、先手を打っておきたいからだ。ここで関係をこじらせて、かえって問題を大きくするのは避けたい。

　もうすこし、外堀を埋めていくか。

「貴様は、俺に隠し事をしたまま、力を貸せと言うのか？」

「……それは……それは、そうですが……でも、わたしは語りたくないのです」

「ほう？　その秘密とやらは、俺にとって不利益をもたらすのか？」

「……いえ……語れば、あなたもきっと、わたしから離れてしまうから」

　沈んだ声だった。

　ディアヴロが一瞬言葉に詰まるほどに──薄闇の中のレムは、寂しそうで、絶望的な目をしていた。

　彼女が続ける。

「……わたしには、おぞましい秘密があるのです……あなたが強力なだけの召喚獣であれば、語り聞かせることもあったでしょう。けれど、あなたはわたしかシェラか、または別の道かを選択できます……だから、わたしは怖いのです。異世界の魔王ディアヴロの力は、絶対に必要で……でも秘密を知れば、あなたは、わたしを遠ざけるでしょう」

　──つまり、言いたくないのは、不安だからか。

　秘密を知ったディアヴロが、レムから離れるのを恐れている。

　おぞましい秘密か。

　しかも、それを知って彼女を遠ざけた者がいるのだろう。心に傷を負ってしまうほど。

　──俺は大丈夫だと言っても信用しないだろうなあ。

　そして信用されるほど関係を築いた頃には、なにかが手遅れになっているパターンに違いなかった。

　ディアヴロが善良な勇者ロールプレイをしてたら、そうなるだろう。

　レムの傷心を消し去る魔法の言葉が出てくるようなコミュニケーション能力は持っていなかった。

　自分が信用されるには時間が足りず、彼女に勇気を出させるには話術が足りない。

　──魔王は魔王らしくやろう。

　ディアヴロは嗤わらう。

　とびきり凶悪そうに。

「貴様が言いたくない理由はわかった。しかし、俺が聞きたいのは、貴様をセレスが訪ねてきた理由のほうだ。魔王が容よう赦しやすると思ったのか？」

「ひっ!?」

　レムは後ずさろうとするが、すでにベッドに腰掛けている。

　それでも、器用にベッドのうえへ這はい上がった。軽やかな身のこなしは、さすが豹ひよう人じん族ぞくだ。

　追いかけて、肩を押さえつけた。

　ＡＧＩ敏捷もＳＴＲ筋力もディアヴロのほうが上だ。

　なにより、レムは怯おびえていて本来の実力を出せていない様子だった。

「クックックッ……やはり、拷問が必要か」

「ううぅ……わ、わたしを……辱はずかしめるつもりですか」

「え？」

　その発想はなかった。

　たしかに、ベッドのうえで押さえつけておいて、その発想がなかったというのも、どうかとは思うのだが。

　前にリアルで女の子と話したのがいつだったかも覚えていないような生活だったのだから、無理からぬことだろう。

　まさにリアルでも単独行動専門ソロプレイヤー……って自虐かよ。

　ディアヴロが無言でいると──どう受け取ったものか、レムが目を固く閉じて、震えていた。

　睫まつ毛げが長い。

　細い肩に、細い手足。ミニチュアみたいな指。桜色の唇。

　なんだか土の匂いがする。豹ひよう人じん族ぞくは土属性だからか？

　それと、甘い香りもしてきた。

　ドレスみたいな服が乱れ、スカートの裾がもちあがって、白い太股まで見えていた。

　──かわいい。

　もう、かわいすぎて、どこを触っても犯罪者にしかならない感じが、すごい。

　彼女の目尻に涙が光る。

　肩を押さえつけたものの、次に何をするか。

　ちょっと痛めつけてやると脅せば言うことを聞くかと思っていたが……そんな脅しさえも可哀想になってきた。

　黒色の髪がシーツに広がって、なんだか抱き枕か添い寝シーツみたい。いや、逆だ。女の子を模したものが、それらのグッズだ。

　レムの黒髪に隠れるように、ヒョウミミも震えていた。

　このへんならいいか？

　指を伸ばす。

　ふさふさのヒョウミミをつまんだ。

「えい」

「……んッ!?」

　薄い。そして、毛はやわらかくて、すべすべしている。

　根元から耳の先へと指を滑らせると、指の平を毛が流れる感触が、至福。そして、逆毛でなでたときの程よい抵抗感も、極楽だった。

　しゅくしゅくしゅく、と感触を味わってしまう。

　レムが身をよじった。

「は、んッ!?」

「なんだ？　くすぐったいのか？」

「……は、はい……それは……や、やめてもらえますか」

　かろうじて、クールな態度を保っているが、かなり耳は敏感のようだ。

　ディアヴロは笑顔を見せた。

「では、秘密を言うがいい」

「そんな!?」

「言えないのか。では、仕方ないな」

　ヒョウミミをやんわりとつまんで、しゅくしゅくしゅくとこすりあげる。

　びくん、びくん、とレムが反応した。

「はんぅ……ッ!?　あっ！　あっ！　だ……め……ッ!!」

「ふむふむ、耳の縁がいいのか？」

　毛先に触れるか触れないか、ぎりぎりの輪郭を攻めてやる。

　ちょんちょんと指に毛がかすめるのが、こそばゆい。

　レムが小刻みに震える。

「ふぁうッ!?　んあああ……そ、そんな……んっ……くっ……はふぅ……んんっ……く、くすぐった……いッ……」

　すっかりクールな態度が飛んでいた。

　表情を崩れさせ、いつもと違う甲高い声で喘あえいでいる。

　ディアヴロの心拍数も不思議と上がっていた。

「じゃあ、根元はどうだ？」

　今度はヒョウミミの付け根の裏側を、こりこりと搔かいてやる。傷つけないよう、爪の先でなでるといった感じで。

　びくっ、びくっ、とレムが跳ねるように反応して、その白い指がシーツをつかんだ。

　シーツの端がめくれて、藁わらがこぼれる。

「ハッ！　アッ！　んんんッ!!　だ、だめ……んくっ……そんな、とこ……あッ！　こすったら……あ、あああぁぁぁぁぁ……ッ!!　耳の裏ッ！　だめえええッ!!」

「秘密を言うか？」

「……ッ……い……い……言わな、いッ」

「強情なやつめ。それでは、こんなことしちゃうぞ」

　一方の耳の根元に、両手の指先をやって、十本の指先でもって、刺激してやる。

　こりこりこりこりこりこりこりこりこりこり……

「ひあああああああああッ!?」

　レムが背筋を引きつらせ、腰を浮かせた。

　髪を乱れさせ、逃れようと、ベッドの端へと動いていく。

　落ちると危ないから、と思ったが、これだけ暴れているのに腕や肩をつかんだら、もしかするとケガをさせてしまうかもしれない。

　こんな綺き麗れいな肌に傷を作るなんて神が許しても魔王が許さない。

　ディアヴロは上から覆い被さると、頭を抱えこむように左腕を回して、彼女の右肩を押さえこんだ。これでベッドから落ちることはないだろう。

　逃がさないように押さえこんでいるようにも見えるが──そんな意志はない。たぶん。

　そのあいだも、右手ではヒョウミミを愛あい撫ぶしている。

「ひんッ！　んッ、あッ……んあッ……そ、そこ……だめ……耳……くすぐ……くふぅ、こんな……んはぁぁぁぁ」

「どうだ？」

「ひゃうッ!?　はぁ、はぁ……んん……くッ……い、言わな……い……んッ……ですッ」

　覆い被さっているせいで、自分の唇がレムの耳に近付きすぎた。息がかかってしまったか。しかし、そのときの反応がすこぶるよかった。

　息を吹きかけてみる。

「ふー」

「ふああぁぁぁぁぁぁ……」

　指で刺激しているときとは、また違った反応だった。

　強くはないが、芯に響いているような感じ。

　レムの呼吸は乱れ、顔は紅潮し、目尻からは涙をこぼし、背中は反り返り、指先はシーツをつかんで、爪先はぴんと伸びている。

　あと、もう一押し──ではないかと思う。なんとなく。

　潤んだ瞳で彼女が見つめてくる。

「はぁ……はぁ……はぁ……ディアヴロ……」

「言う気になったか？」

「も、もう、だめ……です……こんな……恥ずかしい」

　やばい。

　かわいい。

　こっちこそ、だめになりそうなほどだ。

「レム、俺に全て任せろ。貴様にどんな事情があろうと、魔王が吞のみこんでくれる」

　そう言いながら、口を開く。

　ディアヴロはレムのヒョウミミを口に含んだ。

　唇と舌と歯で、彼女のやわらかい部分を味わう。

　それらの刺激が折り重なって、小柄な少女の身体を痙けい攣れんさせた。

「くはううぅぅぅ……ッ!?　あッ……あああぁ……んはぁぁぁぁぁぁ……つああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ──────ッ!!」

　腕のなかで、レムが何度も震えた。

　この小さな身体から、どうしてこんな大きな声が出るのかと驚くほど、大きな悲鳴をあげ続けた。

「あぁぁぁああぁぁぁぁぁんあぐぁあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ………………ッ!!」

　ひときわ大きく、フルフルッとしたあと、レムがぐったりと脱力する。

　最後は悲鳴の声さえ嗄かれていた。

　呼吸する音までなくなって、ちょっと心配したくらいだ。

　ディアヴロは唇を離した。

「ふぅ……」

「……ううぅ……ひ、くっ」

　レムが嗚お咽えつを漏らした。

　──泣かせた!?

　ディアヴロは肘をついて身体を起こした。

「お、おい？」

「……うっ……ひっ、くっ……ううぅ……くっ……ひくっ」

　レムは目元を真っ赤にしている。
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　ぽろぽろ、と透明な雫しずくがこぼれて頰ほおを伝った。

　しまった。

　ちょっとやりすぎたか。

「どこか、痛いのか？」

「……ちが……うれし……くて……うれしくて」

「な、なに？」

　もしかして、ヒョウミミが気持ちよかったですかね!?

　レムが嗚お咽えつまじりに言う。

「……ううぅ……だって……どんな事情が……あっても……の、吞のみこんでくれる……と」

「ん？　あ、お、おうとも」

　勢いで、そんなようなことを言ってしまった気がする。

　とんでもない秘密だったら、どうするんだ。

　──なんということだ。女性関係でトラブルを招くなんて自分には一生無縁だと思っていたのに。

　レムが呼吸を落ち着ける。

　水道があれば水くらい汲くんでくるのだが、あいにくこの世界では飲める水は高級品で、酒場のカウンターまで行かないと買えないものだった。

「ん？　いや、そういえば……」

　ゲームでは仕様上できないことだが、この世界の元素魔術は自分のイメージが大きく作用する。大気中から水分を抽出するくらい、除湿機の要領でやれば可能なはず。

　ちょっと試してみることにした。

　ディアヴロは手の平を広げて、そのうえに極めて小さいサイズの氷像をイメージする。

　形は単純でかまわない。

　いつも使っている、コップだ。それと、空気中から水分を集める。最低レベルの魔術。




「《アイス》ならびに《ウォーター》」




　ディアヴロの手元が光り、氷のコップと純粋な水が現れた。

　設定説明を思い出し、これくらいの使い方はできると踏んだが、やってみるものだ。

　レムが目を丸くする。

「……これ、は？」

「コップと水だ。氷のコップなので滑るがな」

　背中を支えて、彼女の身体を起こす。

　そして、コップを手渡した。

「……ッ……冷たい、です」

「一気に飲みすぎるな。ゆっくりとな」

　彼女は氷のコップを両手で持つと、驚きながらも水で喉を潤した。

　ガラスや陶器の製品を作れるようになれば、もっと日常生活で役立ちそうだ。それだと地属性の魔術になるだろうか？　あまり得意ではなかった。時間のあるときに試してみよう。

　レムが息をつく。

「……はふぅ」

「もういいのか？」

　小さくうなずいたので、氷のコップと水を霧散させた。

　気がつくと、彼女とベッドのうえで肩を寄せ合い、その小さな背中を支えていた。まるで、恋人が肩を抱くように。

　──いや、これは、介抱だから。あ、その前に拷問だったな！

　セレスほどの人物が安宿を訪ねてきた理由。レムの秘密を聞き出すのが目的だった。

　レムが見つめてくる。

　仔こ猫ねこの瞳は、こんな感じだろうか。

　わずかな怯おびえと、大きな期待がこめられているよう。

　ディアヴロは急かさなかった。

　彼女の桜色の唇が開かれる。




「……わたしの中には……魔王クレブスクルムの魂が封じられているんです」




「ッ!?　なるほどな」

　ディアヴロはうなずいた。

　むしろ、レムのほうが驚いて目を丸くする。

「……え？　それだけですか？　おぞましくありませんか？　恐ろしくはありませんか？　わ、わたしを……嫌いに……ならないのですか？」

「魔王クレブスクルムの魂が、おぞましい？　恐ろしい？　なにを言っているのだ、俺は魔王ディアヴロだぞ？」

「……それ、じゃあ」

「セレスは貴様を守りたいと言っていた。とすると、魔王クレブスクルムの魂は、貴様が死ぬか、魔族に連れ去られるかすると解放されてしまうと考えるのが妥当だな。しかも、今は取り出す手段がわかっていない。そんな手段があれば、世界中の戦力で囲んでおいて取り出して倒すだろう。そして、このことを知っているのはセレスくらいか。街の連中はもちろん、魔術師協会でも下っ端は知らないのだろう。あのヒステリックな針金男が、魔王クレブスクルムの魂を持つ者を〝様〟付けするとは思えんからな。連中はレムのことを優秀な召喚士くらいにしか思っていない。どうだ？　なにか間違っているか？」

　少女は目を丸くしていた。

「……あ、合ってます……魂の解放は、私の死ぬとき、です」

「一応、質問しておこう。お前の母親も、その魔王クレブスクルムの魂を抱えていたのか？」

「……」

　レムはうなずいた。

　つまり、魔王クレブスクルムの魂は世襲か。母から娘へ……

　これがＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの設定だとしたら、ディアヴロは運営に大ブーイングだった。

　ひとりの少女に世界の命運を背負わせるとは、あまりに残酷ではないか。

　しかも、彼女は冒険者としては、あまりに非力だ。

「ふんっ……〝神〟とやらも、存外たいしたことはない。こんな少女に何もかも押しつけて消えるとはな……いいだろう、魔王クレブスクルムの魂など俺が粉砕してくれる。まぁ、取り出す方法については、しばらく研究が必要だろうがな」

　魔術師協会の長が把握している以上、いろいろと調べてはいるはずだ。

　今度、そのあたりを聞いておくとしよう。

　秘密を探ったのは大当たりだった。

　これは、ゲームのエンディングに結びつくようなストーリークエストのキーとなる情報に違いない。

　下らないお涙頂戴のシナリオなど、誰が順番どおりにプレイしてやるものか。

「ん？　どうした、レム？」

「…………ッ!!」

　先ほどよりも勢いよく少女が涙をこぼしはじめる。

　わあわあ、と声をあげて泣く。

「……わたし……はじめ、て……離れ……ない……ッ……ああぁぁぁ……ッ!!」

　嗚お咽えつ混まじりで、よく聞き取れなかった。

　そういえば、秘密を打ち明けたことでディアヴロが離れていくことを心配していたのだったか。

「ふんっ……貴様は、俺を見くびりすぎだ。この異世界の魔王ディアヴロをな……俺は、その程度のことで離れていくような弱い存在ではない」

　レムは泣きじゃくって、なにを言っているのか、よくわからなかった。

　やがて、子供のように泣き疲れて寝てしまう。

　ちょうどベッドのうえだったので、そのままブランケットをかけてやった。




　寝顔もかわいい。

　──いや、そうではなく。

　初めて見せる、安心した表情だった。いつもは気を張っている様子だったから。

　ディアヴロはため息をつく。

「しかし、すげえ悲鳴あげさせちゃったな。しかも、泣き叫んでたし……あれだけ大声だったら、他の部屋にも聞こえちゃっただろうなあ。俺、どう思われたやら。はぁ……魔王ロープレしてるから、いいんだけどさ」

　シェラに終わったことを教えてやらないと。

　あと、騒がしくしたことを一応、看板娘に謝っておくか。世界の命運がかかっていたとは言えないけれども。
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　ディアヴロは細こま々ごまと用事を済ませてから、宿屋を出た。

　外に出たのは、体がほてっていて夜風を浴びたかったからだ。夜は危ないと看板娘が忠告してくれたが……

　正直、この街の誰が自分を傷つけられるのか？　という気分だった。




　夜の街──

　目的地はない。

　西門まで行って帰ってこようか。

　空には月と星が輝いていた。ものすごい数の星が煌きらめいている。そして、月が大きい。そのせいか、月光だけでも明るいのだった。

　全ての店が閉まっている。いや、酒場だけは、まだ明るくて、わいわいと話し声や笑い声が聞こえていた。

　人通りは、あまりない。

　石造りの家や地面が、昼間とは違って冷たく見えた。

　前方から、どこかで見たローブを着た一団が歩いてくる。

　全部で十五人か。

　ディアヴロは複数の相手を、ちょっと見ただけで正確に数と位置を把握できる。これはゲームに実装されているスキルではなく、鍛え抜いたプレイヤースキルのほうだった。

　彼らのローブは、先ほど来たセレスの護衛たちと同じものだ。つまり、連中は魔術師協会の魔術師なのだろう。

　──こんな時間に集団で歩いてるなんて、何かあったのか？

　気にしつつも、避ける理由はなかった。

　ディアヴロはゆっくり歩いていき、その集団とすれ違う。




「おい、そこの混魔族デイーマン」




　挑発的な声に呼び止められた。嘲るような響きを含んでいる。

「む？」

　そういえば、設定だと人間ヒユーマンたちから亜人は差別されているのだったか。とくに侮蔑されているのが混魔族だったはず。

　プレイヤーたちの間では、まったくそんな行為がないので気にしたことがなかった。

　関わりたくないので無視して通り過ぎようとしたが、相手から近付いてくる。

「おい!?　混魔族ごときが、僕を無視する気か!?　貴様なんぞ、我らとセレス様の温情で生かされてるだけの寄生虫のくせに！」

　──寄生虫!?

　街を護る結界はセレスの魔力によるものだが、そこまで酷く言われる謂れはないんじゃないか!?

　罵倒してきた男には、見覚えがあった。

　たしか、セレスの後ろで文句ばかり言っていた針金男だ。名前は覚えていない。

　ディアヴロは返事をしてやる。




「なんだ、小物？」




「ぐっ!?　貴様は、本当に無礼なやつだな！　僕の名はガラクだ！　たかが混魔族の分際で、魔術師協会の長の護衛を務めているこの僕を〝小物〟呼ばわりとは、無礼だろう！　なあ、みんな!?」

　そうだ、そうだ！　と野次の声があがった。

　微妙に酒臭い。

　──うへえ。ただでさえ面倒くさいうえに、酔っ払いかよ。

　げんなりとした。

「何用だ？　俺は小物に呼び止められる覚えはない」

「ふ、ふん！　そんなこと言っていられるのも今のうちだ。そう、貴様は一目見たときから気に入らなかったのだ！　セレス様に対する態度も！　レム様に対する態度も！　なにもかもが無礼だ！」

　──俺に絡んできた理由は、亜人差別だけではなさそうだ。

　レムも豹ひよう人じん族ぞくで亜人だが、〝様〟付けで呼んでいる。

　あと、細かいことだったが、セレスのことは、彼女の前では苗字で〝ボードレール卿きよう〟と呼んでいたはずだ。レムのことも〝レム・ガレウ様〟と。

　裏表のあるヤツだなあ。

　いずれにしても、ディアヴロのなにかが癪しやくに障ってしまったらしく、そのストレスを集団の利と酒の勢いで発散している。

　こういう手合いは、相手にしないのが一番だろう。

「騒ぐなら俺のいないところでやれ。小物の戯言に傾ける耳は持っておらんのだ」

「この……この…………許さんぞ！　くふっ！」

　針金男が笑う。

　嫌な感じの笑みだった。

　ディアヴロは悪い予感がして、相手を見据える。

「許さない、だと？」

「ああ、そうだ！　僕に……いや、僕たちに、そんな口を利いたことを後悔するがいい！」

　──数の利を頼るわけか。

　改めて、相手の人数をカウントする。

　やっぱり、十五人だ。

　各々の実力次第ではあるが、全員と戦うのは、少々面倒くさい数だった。

　しかし、レムとシェラから魔王であってほしいと期待されている立場なので、ここで引き下がるわけにはいかない。

「さて、後悔するのは、俺ではなく、貴様らのほうではないか？」

「ふふん……このあと貴様は、僕に命乞いをするんだ！　見るがいい！」

　ガラクが、ローブの中から何かを取り出した。

　野球ボールくらいのクリスタルだ。

　そのグラフィックに、ディアヴロは見覚えがあった。

「召喚獣か」

「そうだ！　魔術師協会で長に近い地位にいる僕は、召喚士としても優れている！　貴様などひと捻りで潰せるほどの召喚獣を、僕は持っているんだ！　さあ、痛い目に遭いたくなかったら……跪ひざまずけ！　僕に働いた無礼の数々を謝罪してもらおうか！」

　わあわあ、と取り巻きたちが盛り上がる。

　ディアヴロは首をかしげた。

「無礼の数々だと？　なんのことだ？」

　自覚はないが、自分は何かしたのだろうか。したのだろう。

　コミュニケーションが苦手だと、こういうトラブルが多くて困る。敵意も悪気もないのに、いつの間にか敵が増えているのだ。

　──やっぱり、人間関係とか、無理ゲーすぎるな。

　異世界に来てディアヴロとして魔王ロールプレイを続け、なんとか対話できていると思っていたが……

　こんなふうに理由も教えられず攻撃的に来られると、ふつふつとヒキコモリ欲が湧きあがってくる。

　いや、この男が特殊なのかもしれない。希望は捨てないでおこう。

　ガラクが顔を真っ赤にして怒鳴る。

　かなり頭にきている様子だった。

「混魔族デイーマンめが！　四肢をもいで地面に転がしてやる！　そうすれば、レム様も真にお側に侍るべきは誰なのか、本当に役立つのが誰なのか、きっと気付くだろう！」

「俺の四肢をもぐ、だと？」




「ふははははは！　来い、《サラマンダー》ッ!!」




　ガラクがクリスタルを地面に叩たたきつける。

　粉々に砕けて現れたのは──ゆらめく炎に包まれた、トカゲだった。

　大きい。

　動物園で見た象とまではいかないまでも、ディアヴロが見上げるくらいには大きかった。

　炎の形の鱗うろこをまとい、首をもたげ、チロチロと舌を出している。爬は虫ちゆう類るい特有の無機質な瞳は、見る者を恐怖させた。

　普通なら、蛇に睨にらまれた蛙かえるのように硬直してしまうのだろうか。

　──見た目は、強そうだけどな。

　ゲームでは火属性の召喚獣として、四番目くらいに召喚できるようになるものだった。

　パラメーターとしてはレベル20の戦士と同じくらいか。

　モンスターに殺されても召喚士にはダメージが来ないので、そのあたりは利点と言えるが……

　特殊能力は《ヒートブレス》という火属性の範囲攻撃だ。《火傷》のバッドステータスがある。

　しかし、ディアヴロは《暗あん雲うんの帷とばり》というマントを装備していた。これには、バッドステータス防止が付いていた。

　つまり、敵としては恐い相手ではない。それよりも──

「……街中で召喚獣とは」

　それが可能なことが、ディアヴロにとって驚きだった。

　ゲームだと、街中では戦闘系の魔術が使えない。攻撃魔術や召喚獣は、街の外でしか使えなかった。戦士だと剣も振れなかった。

　考えてみれば、当然か。

　街と外を隔てるのは結界だけであり、あれは魔族と魔獣を防ぐ以外の機能はない。

　ルール違反したら警備兵が駆けつけてくるのはゲームだけ。今は深夜とあって、警備兵の姿もなかった。

　このディアヴロの驚きを、ガラクは勘違いしたらしい。

　召喚獣を自慢して悦に入る。

「どうだ！　レベル30の召喚獣、サラマンダーだぞ！　鉄を溶かす吐息！　刃を通さない鱗うろこ！　巨体に秘められた破壊力！　鍛え抜かれた戦士はおろか、鎧よろいを着こんだ騎士すら焼き殺す、最強の召喚獣だ！」

　ガラクが哄こう笑しようした。

　ディアヴロは絶句してしまう。

　──この世界のレベルは、そこまで低いのか。

　辺境都市ファルトラ周辺はゲームにおいて、適正レベル60のエリアだ。

　その街の冒険者が、たかがレベル30のサラマンダーで軽々とあしらわれてしまう程度の者しかいないとは。

　理由がわからなかった。

　こんなことなら、外でモンスターと戦っておくんだった。本当に、このエリアにはレベル60の敵が出現するのだろうか。

　ディアヴロの思案を恐怖している、と受け取ったのか、ガラクが調子づいて命令してくる。

「さあ、謝れよ！　今なら、ちょっとした火傷だけで済ませてやるぞ！」

　──こいつは、何を言っているんだ？

　夜道で集団で絡んできて、〝鎧を着こんだ騎士すら焼き殺す〟ような召喚獣をけしかけて、理由も言わずに〝謝れ〟と連呼する。

　酔っているからで済ませられる言動ではなかった。あまりにも腹立たしい。

「いい加減にしておけ、小物。俺を怒らせるな」

「くっ……貴様！　脅しだけだと思ってるんじゃないだろうな!?」

　ガラクの剣幕に、周りの連中が忠告する。

「お、おい、街中で戦闘はやばいんじゃないか？」「このへんで、やめとこうぜ」「見つかったら大事だぞ？」

　しかし、ガラクは止まらなかった。

　ニタァ、と嗤わらう。

「戦闘？　何を言っているんだ。僕たちがするのは、制裁だ！　我らがセレス様に無礼を働き、レム様を不当に隷従させている！　この卑しい混魔族デイーマンに対する、制裁だ！」

　ガラクの意気に反応して、サラマンダーが吠ほえる。

「シャアアアアア───!!」

　蛇のような声だが、大音量だった。

　同時に、《ヒートブレス》が口から吐き出される。

　──攻撃してきた!?

　ディアヴロの視界が炎で真っ赤に埋め尽くされる。

　正面から、まともに浴びてしまった。

　ガラクが狂気と歓喜の声をあげる。

「ふはははは！　どうだ、思い知ったか、混魔族めが！　燃えろ！　燃えてしまえ！」

　魔術師協会の仲間たちは、青ざめた顔をしていた。

　しかし、見ていて止めなかったのだから同罪である──と思うが、いかがだろうか？

　ディアヴロを包んでいた炎が消えた。




　傷ひとつない。




　足元にある石畳は溶けて液状化している。

　それほどの温度にもかかわらず、こちらは服すら燃えていなかった。

　普通の服ではないのだから、当然ではあるが。

「こんなものか」

　ディアヴロはため息をついた。

　──やっぱり、レベル差は大きいなあ。

　古いゲーム系の格言に『レベルを上げて物理で殴れ』というものがある。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいても、レベル差というのは絶大なものだった。レベル１５０とレベル30では、戦車と子供くらいの差がある。

　ディアヴロからすれば、ダメージがないのは当たり前だった。

　いや、当たり前ではないか。まともに攻撃を受けたのは初めてだったから、魔術防御力がゲームと同じように高いことを確かめられて、充分に意味があったといえる。

　──でも、普通の人だったら死ぬような攻撃をしたんだよな。

　もしも、ディアヴロが魔王の力を持っていなければ、死んでいた。

　この男は、自分が気に入らない相手だから、と殺すような攻撃をしたのだ。少しばかり〝お仕置き〟が必要だろう。

　ガラクが驚きよう愕がくしていた。

「ど、どういうことだ？　なぜ生きてる？」

　彼にとって、サラマンダーは心から信頼できる最強の召喚獣だったようだ。その攻撃で死んでいないことが不思議らしい。

　レベル30程度の召喚獣で、最強と言いだすなんて、ゲーム内だったら何かのギャグかネタだと思われてしまうところだ。

　つまり、そんな悲しい勘違いをしてしまうくらい、周りのレベルが低いということか。同情はしないが。

　ガラクがうわずった声で叫ぶ。

「もう一発だ！」

　またも、ヒートブレスが放たれた。

　魔術防御力は間違いなく上回っており、はっきりわかるダメージを受けることはない。

　ゲームによっては、どれほどレベル差があっても、けっこうな確率で最カ小スダメージが入るものもあるが、クロスレヴェリでは完全防御シヤツトアウトの演出エフエクトが表示されるだけだった。

　ガラクが周りの連中を怒鳴りつける。

「お、おい、お前らも！　召喚獣を出せ！」

　そこまでディアヴロに怒りも因縁も感じていない周りの連中は、及び腰だった。

「ううぅ……!?　し、しかし、街中でそんなことしたら、処罰されるんじゃ──？」

「いいから！　責任は僕がとる！　早く、早く！　早くしろよッ！」

　半狂乱。

　その熱気にあてられて、ガラクの仲間たちもクリスタルを地面に叩たたきつけた。いくつもクリスタルの割れる音が響く。

　現れたのは各属性の精たちだった。

《火の精》《水の精》《土の精》《風の精》──

　精たちは、鳥のようなシルエットの召喚獣である。目や口などはなく、火なら赤、水なら青、土なら黄色、風なら緑。その色紙を鳥の形に切り抜いたような平べったい存在だった。

　それでも、大きさは一体一体が大おお鷲わしほどもある。

　触れただけでダメージを与えるという魔術的な存在でなければ、人が背中に乗ることもできそうなほど大きかった。

　主な攻撃は高速飛行からの体当たりだが、召喚獣を構成する魔力を千切って飛ばすこともできる。

　そんなのが、十四体も現れた。

　サラマンダーも健在だ。

　ガラクが笑みを取り戻す。

「ふっふっふっ……理由はわからないが、どうやらサラマンダーの吐息には強いようだな。しかし、これだけ多くの召喚獣に囲まれたことはあるまい？　まぁ、これだけの包囲網を布くなんて、人ひと喰くいの森から魔獣が現れたときくらいか。もはや〝大災害〟と呼んでもいいような事態が起きた場合くらいだ。魔術師協会に楯たて突いたことを後悔するんだな！」

　驚きよう愕がくだった。

　いつの間にかディアヴロは、ガラクではなく魔術師協会を相手にしていたらしい。そのうち彼は「俺が魔術師協会だ」とか言いだしそうで、別の意味で恐かった。

　それと、ガラクの言動からすると、この召喚獣たちはそれなりの戦力だと考えているようだ。

　釈然としなかった。《～の精》なんか最初に召喚できるようになる召喚獣だ。

　人喰の森から現れる魔獣はレベル60前後のはずだから、それらを相手にしたときは盾にもならない。

　不思議だ。

　──どうして、ゲームに比べて、この世界のレベルは低いのか？

　あとで調べる必要がある。

　いずれにしても、今は、こちらのほうが問題だった。

　ガラクたちは私怨だけで召喚獣をけしかけてきている。

　魔術師協会というのは、もうすこし理性的で中立な組織かと思っていたが……そんな甘いものではなかったらしい。

　ここまで自分勝手な者がいるというのは、信じがたいことだった。

「貴様ら、本気なのか？」

　周りの連中は無言だったが、引く様子はなかった。

　ガラクが笑う。

「ふ、ふ、ふふふ……臆したか？　だがなあ！　この事態は、全て貴様が招いたものなんだぞ!?　最初から身の程をわきまえていれば、死なずに済んだのにな！」

　残念だが、本気らしい。

　相手が殺す気で来るならば、降りかかる火の粉を払うのに容赦はしない。

　殺意があるのなら、人間ヒユーマンもモンスターも等しく危険な存在であり、手加減などという油断はできなかった。

「俺に慈悲を期待するなよ？」

「死ね、混魔族デイーマン！　さあ、やってしまえ、召喚獣たちよ！」

　ガラクの号令に従い、召喚獣たちが動いた。

　サラマンダーのヒートブレスと、属性の精たちの遠距離攻撃が迫る。

　四色の光の奔流。

　しかし、ディアヴロは避ける必要を感じなかった。

　どの攻撃も、こちらの魔術防御力を下回るのは確実だ。それに、複数種類の属性攻撃を同時に仕掛けると、相反することがある。例えば、火の攻撃を水の攻撃が打ち消してしまう、といった具合だった。

　──こいつらは、多重攻撃の練習もしていないのか。

　魔術で蹴散らしてもいいが……

　いい機会だ、いろいろと試させてもらうとしよう。

　まずは、物理攻撃力を知りたい。

　混魔族デイーマンの魔術師であるディアヴロは、物理的な攻撃力が低い。しかし、魔術が効かないモンスターもいるので、直接の攻撃が必要な場合もあった。

　──今の俺に、どれほどのことができるんだ？

　ディアヴロはサラマンダーに近づく。

　召喚獣たちが攻撃してくるが、目がチカチカするくらいの効果しかなかった。

　サラマンダーの前に立つ。

　見上げるほど大きい。

　願わずにはいられなかった。

　──どうか、一撃で終わらないでくれよ。

　せめて物理攻撃力を試せるくらいには丈夫であってほしい。

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を横よこ薙なぎに振るう。サラマンダーの首筋に叩たたきつけた。

　手応えは、まるで霧を払ったかのようだ。

　そして、鋭い刀で斬ったように、あっさりと巨大な召喚獣の首が、胴体から離れてしまった。

　赤色の燐りん光こうを舞わせながら、サラマンダーが消滅する。

　倒された召喚獣は黒く濁ったクリスタルと化して、しばらくは使えなくなる。地面に、それが転がった。

　ディアヴロはため息をつく。

「あまりに、弱すぎる」

　魔術特化の混魔族の一撃くらいは耐えてほしかった。レベル30の火トカゲなんぞに期待したのが間違いだったか。

　ガラクが目を見開いてうめく。

「な…………？　あ、い、いや！　ひるむな！　ま、まだ一体やられただけだ！　な、なにをしているみんな！　今がチャンスだ！　こいつを、こいつを倒すんだ！　殺せ！」

「逃げるなら、追うつもりはなかったが……仕方がない。次は攻撃魔術の属性補正を確かめるか」

　攻撃した側の属性が、受けた側と同じか有利な属性だと、攻撃の威力が減衰する──というのがゲームの仕様だった。

　火は風に強く、風は土に強く、土は水に強く、水は火に強い。

　つまり、火の元素魔術で、水属性の召喚獣を攻撃した場合、かなり威力が低下するはずだ。それを確かめる。

　ディアヴロは《水の精》に杖つえを向けた。

「爆はぜろ、《エクスプロージョン》！」

　魔術による爆発を、あえて水の精にぶつける。

　結論としては──属性補正を確認するには、あまりに相手が弱すぎた。

　ディアヴロの放った《エクスプロージョン》は、標的にした水の精だけでなく、周囲にいた他の召喚獣たちも巻きこんだ。

　そのうえ、爆発の余波で地面が抉えぐれて、石畳みが砕け、周りに飛び散ってしまう。

　通りに面した建物の外壁を傷つけただけでなく、ガラクや他のローブ姿の集団にまで当たった。

　幸い死者は出なかったが……

　召喚獣は全滅だった。

　──失敗したな。もう少し弱い魔術で試すべきだったか。

　ガラクが腰を抜かしてへたりこんでいた。

「ぜ……ぜんめつ……いちげきで、ぜんめつ……？」

　彼だけではない。ローブ姿の連中は惨さん憺たんたる有様だ。泣き出す者、奇声を発する者、ガラクに八つ当たりする者、呆ぼう然ぜんとする者……

　どうやら、最低級の召喚獣にもかかわらず、彼らにとっては誇るべき強大な力だったらしい。

　──ゲームだと一週間くらいあれば、通過するレベルなんだけどな？

　実験にもならないということだけがわかった。

　これだけ蹴散らしておけば、もう二度と絡んでこないだろう。面倒事がひとつ片付いたと前向きに考えておく。

　ディアヴロが立ち去ろうとしたら、意外にもガラクが声を投げてきた。

「お、お前は……何者なんだ!?　ありえない……こんなことは……ありえない……」

　何者なのか？

　召喚はされたが召喚獣ではなく、この異世界の人族でもない。

　冒険者になる予定はあるが、今は違う。

　ディアヴロは、彼らを睥へい睨げいする。

　満まん身しん創そう痍いで茫ぼう然ぜん自じ失しつの魔術師協会の下っ端たち。ローブ姿の集団に怯おびえが走った。

　それらに悪魔の笑みを向ける。




「我が名は《ディアヴロ》。異世界より来た魔王だ」





第二章　冒険者をやってみる







　翌朝──

　小窓から差しこむ光でディアヴロは目覚めた。

　見慣れない天井、見慣れない壁。

　全てが古びた木製であり、ピカピカに磨かれていた。

　ブランケットは蹴飛ばしてしまったのか、身体にかかっていない。

　藁わらにシーツをかけたベッドは、想像していたよりもやわらかだったけれど、やっぱり固かった。高レベルの身体のおかげか、それを苦にすることはなかったが。

　やたら草の匂いがするのと、わずかに堆肥が臭うのが気になった。

　シーツは綿だか麻だか、現実世界のすべすべでやわらかい繊維とはぜんぜん違っていた。ざらざらごわごわしている。

　ここは、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリというゲームによく似た異世界。

　目が覚めてみたら全ては夢で、リアルでの一日が始まる──というようなことはなかった。

　──俺は、やっぱり異世界に来てるんだ。

　ぼんやりした頭で考えながら、朝日のまぶしさに目を細める。

　顔も出せないような小さな穴から差しこむ光だが、蠟ろう燭そくの灯火が消えて真っ暗だった部屋には、充分すぎるほどの明かりだ。

　それにしても、いつ眠ったのか定かではない。

　魔術師協会の連中と対たい峙じしたのは、夢ではなかったはず。

　しかし、その帰り道の記憶からして曖昧だ。部屋に戻ってきて、ベッドに倒れこんだことは覚えているのだが……

　不思議なほど眠くなっていた。

　──昨日は、いろいろあったからなあ。

　昨日は空腹や疲労や眠気をあまり感じていなかったが──どうやら、それらは異世界に来てしまったという興奮や緊張のせいだったらしい。実際のところ、横になったらすぐに眠ってしまうほど疲労していた。

　とくに、夜に魔術を使ってからは疲れていた。

　ダメージではない。

　精神的な消耗が原因だ。

　おそらく、魔術によるＭＰ精神力消費であろう、とディアヴロは考えた。

　ゲームと違って数字で確認できるわけではないが、魔術により、わずかに疲労が蓄積する感覚はあった。

　もしも、使い切ったら、どうなるのだろうか。

　ゲームだと魔術が使えないだけだが、名前のとおり精神力がなくなったら、とうてい無事では済まない気がする。

　使い切るのは危険だ。

　これからは、ゲームをしていたとき以上に、ＭＰ管理に気を配らなければならない。

　ディアヴロは《エクスプロージョン》くらいなら百発近く撃てるＭＰを持っている──とはいえ、それはゲームでの話。

　──今の自分は、どれくらいＭＰがあるんだ？

　数発で疲れを自覚するようでは、百発近くは無理そうだ。

　いずれ、調べておく必要があった。

　あと、うかつにＭＰ消費の大きい上級魔術を使わないほうがいいだろう。レベル１００より上の魔術は、どれも桁違いの威力と消費がある。

　──まぁ、昨夜の調子だと、そんな魔術が必要になる状況は、そうそう訪れそうにないけどな。




　この世界の冒険者たちのレベルが、ゲームより低いのは、どうしてだろうか？




　ガラクとの一件で、ディアヴロは疑問を持った。

　これも、調べておいたほうがいいだろう。

　──まだまだ、情報が足りないな。

　まず、レムとシェラに詳しく状況を聞いてみるか。

　そういえば、女の子二人と相部屋で、しかもベッドは一つ──などという、リアルではありえない状況だったが、熟睡していた。

　眠気が強すぎてベッドを占有してしまったが、考えてみると、申し訳ないことをした。昨夜、彼女たちはどこで寝たのだろうか？

　──あ、そういや、俺が死ねば隷従は解除されるんだよな。

　ちょっと迂う闊かつだったか？　いや、二人ともディアヴロを必要としている様子だった。とくにレムは、信用できるだけの理由を抱えている。そして、シェラのほうは、そもそも寝首をかくような性格ではないだろう。

「ひとまず、あの子たちを探すかな……」

　ディアヴロは息を吐く。そして、身体を起こそうと左右に手をついた。




　むに

　もにゅん




　やわらかい感触があった。

　現実世界のベッドでもここまでのクッションはついていないだろうという触り心地に、ディアヴロはビクリと身をすくめる。

　というか、生物っぽい感触だ。温かいし。

　──まさか。

　ありえない展開が頭の中をよぎった。

「……よし、落ち着け俺。そんな、アニメや漫画じゃあるまいし、女の子二人と相部屋で、二人の姿が見えないからって、そんなことを考えるのは早計だ」

　確認してみよう。

　ディアヴロは、視線を向けてみる。




　むに、のほう──黒色の薄い衣服だけを身にまとった豹ひよう人じん族ぞくの少女レム。

　もにゅん、のほう──豊満な身体をゆるめのローブだけで隠した、エルフの少女シェラ。




　服のうえからではあるが、ディアヴロの右手はレムの胸を、左手はシェラの胸を触ってしまっている。

　呼吸が止まった。

　──うろたえるな！　うろたえるんじゃない！　魔王はうろたえない！

　ぶわっ、と汗が噴き出した。

　ぐるぐるする思考で、なんとか次の行動を考える。

　魔王らしく、堂々とした振る舞いで！

　──よし！　そっと抜け出そう。

　あまりに情けない。いや、仕方ないだろう、魔王といってもロールプレイなんだから、起きたらＣＧみたいに綺き麗れいな女の子に挟まれてるとか。その胸に触っちゃってるとか。対処不能だ。

　ディアヴロは魔術師としてはレベル１５０だが、対人スキル──とくに女の子相手の経験値は０だった。

　そっと抜け出すため、まず二人の胸から手をどかそうとする。

　離れなかった。

　まるで、吸いついているかのよう。

　なにこれ、接着剤？

　──俺の精神ココロが、手をどかすことを拒んでいるだと!?

　接した女の子の体温とやわらかさ、甘い香りは、こちらの意志をくじくに充分すぎるほど魅惑的だった。

　指が勝手に動く。

　二人の胸をもみしだいてしまう。

　レムは見た目どおり控えめで、仰向けということもあり、ふくらみ。あるいは、ふくらみかけ。もしくは、ふくらみつつあり？　という感じだった。

　シェラのほうは、すごい。指が沈む。

　沈みこむのに、ほどよい弾力が押し返してくる。

　とんでもない張りと、ディアヴロの大きな手に収まりきらないボリュームに、くらくらしてしまう。

　──この世界、ひょっとして下着がないのだろうか？　寝ているときは外すのか？

　感触がやけにダイレクトで、やわらかさには際限がなかった。

　布一枚。

　おそらく、この感触は、布一枚だけ。

　ヤバイ。このまま、ずっと触っていたい。

　寝ているシェラが吐息をこぼす。

「ん……ふ、う……」

　もぞ、と身体をよじった。

　シェラが目を開ける。

「ん……あれ、ディアヴロ……？」

　サッ、と手を離そうとする。

　しかし、やっぱり手は離れなかった。この状況でも!?　魔術による罠わなでもかかってたのか!?

　シェラが目をこすりながら首をかしげる。

「んぁ……んん？　なんだろ、なんか、もぞもぞする……」

　視線を向けた。

　右胸をわしづかみしている、ディアヴロの左手。

　シェラが目を丸くして、こちらを見た。

　ディアヴロは胸をつかんだまま、口を開く。

「………………あー」

　寝ている女の子の胸をもみしだいたうえ、その相手が起きちゃったとき──魔王がなんと言うのか、わからなかった。

　シェラはしばらく混乱していたが、状況を理解したらしい。

　みるみる顔を真っ赤にしていく。

　それから。

「こ、こういうの、よくないと思うの！」

　恥ずかしげに、上目遣いでディアヴロを睨にらんでくる。

「あ……う……」

　魔王ロールプレイがなければ、素の自分は会話もろくにできない。まして、こんな状況では。

「こ、こういうのは、その、なんていうか……もっと仲良くなってからっていうか……えっと……あ、あたしのこと、主に選ばないうちは、絶対ダメなんだからね!?」

「う……？」

　それは〝主に選んだら許される〟というように聞こえてしまったが。

「とにかく、ダメ！　ダメダメだよ!?　ダメだから！　ダメなの！」

「……あ、ああ」

「も、もうやったらダメだからね？」

　シェラのほうから身を引いて、やっとディアヴロの手は名残惜しそうにしつつも、甘美な感触から離れた。

　シェラが許してくれたことに内心で感謝する。

　相変わらず魔王ロールプレイに戻ることができず、ろくに言葉が出てこなかった。

　ディアヴロの右側で、レムが目をこすった。

「……にゃ……ん？　なんですか、騒がしい」

「うっ」

「……ん？　なにやら、胸のあたりが重いような……気が？」

　忘れていた。

　左手はシェラの胸をもみしだいていて、彼女から離れたところだが──

　右手は、まだレムの胸にあった。

　ディアヴロは硬直している。最上級魔術を使っても、ここまでは硬直しないというくらい硬直していた。

　レムが自分の胸へと視線を向けた。

「……」

　手を見つけ、腕を伝って、ディアヴロの顔を見る。

　戻って、もう一度、繰り返した。

　信じられない、という表情をしている。

　なにか言わなければならない。

　魔王らしく、威厳を持って、堂々と！　そう、堂々と！

　ディアヴロは口を開く。




「レム、堂々と胸を張るがいい。ふくらみかけも、至宝だぞ」




　なに言ってんだ、俺？

　朝の宿屋に、レムの甲高い叫び声が響き渡った。
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　宿屋一階にある酒場──

　昨日、セレスと食事をとった場所だ。

　いぶされたような光沢のある木材で構成されたその場所は、夜こそ酒場をやっているが、朝昼は普通に食事を取ることもできる。

　昨夜はセレスによる人払いがなされており、誰もいなかったが、今朝は人でごった返していた。

　ディアヴロ、レム、シェラはどうにか確保できたテーブルで朝食を取る。

　店内には四人掛けのテーブルが七組と、カウンターがあるが、すでに満席だった。

　立ち話をする人もいて、かなり騒がしくなっている。

　──亜人ばっかりだ。

　ディアヴロは首をかしげた。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、最初に選べる種族が六種類ある。

《エルフ》《豹ひよう人じん族ぞく》《ドワーフ》《グラスウォーカー》《混魔族デイーマン》《人間ヒユーマン》だ。

　このうち、人間ヒユーマン以外の人族を《亜人》と呼んでいる。

　クロスレヴェリの設定だと、一部の人間ヒユーマンは亜人を差別しているらしい。とくに貴族とか。それが原因で起きるトラブルを題材としたシナリオも複数あった。

　亜人のほうが種類は多いけれども、人族の半数近くは人間ヒユーマンという設定もあった。

　そういえば、プレイヤーも人間ヒユーマンを選ぶ者が多かった。初期ステータスが恵まれているからだ。

　──この店の客も従業員も亜人ばかりというのは妙だな。偶然か？

　隣から、シェラが顔を寄せてきて、ひそひそ声で言う。

「……レムが、すごく怖いんだけど」

　レムは黙々とジャガイモに恨みでもあるのかという勢いで、木のフォークを突き刺していた。何度も何度も。

　今朝のことをまだ怒っているようだ。

　さすがのディアヴロも謝ろうと口を開く。

「レム、今朝は……」

「……怒っていません」

　完全に怒っている声だった。

「しかしだな……」

「怒っていません。怒っていないので、違う話題をお願いします」

　グサッグサッ。

　哀れなジャガイモが、レムのフォークによりマッシュポテトにされていく。

　静かに深く怒るタイプのようだった。

　仕方がない。言われたとおり、話題を変えることにする。

「この宿には亜人ばかりで、人間ヒユーマンがいないようだが、なぜだ？」

「……亜人の宿に人間ヒユーマンは泊まりません」

　まだジャガイモを惨殺中なので怒っているのだろうが、いつもクールな口調なので、わかりにくかった。

「ふむ、亜人の宿というのが、この世界にはあるのか」

　ゲームでは〝差別されている〟とか〝嫌われ者が多い〟という設定でも、実際に差別されたことはなかった。

　シナリオとして、差別的な言動をするＮＰＣはいたが……

　プレイヤーは全員が人間だから、当然といえば当然か。亜人差別なんてロールプレイでも見たことがない。

　この世界では、ゲーム以上に人間ヒユーマンと亜人に溝があるようだった。

　──人間ヒユーマンには、注意したほうがよさそうだな。

　理由もなく害されるのが差別というものだ。

　レムのように、人間ヒユーマンか亜人かなどどうでもよくなるほど特別な事情があれば、話は違うのだろうが。

　──魔王クレブスクルムの魂が封じられている、か。

　ディアヴロは彼女を見つめる。

　彼女は気づいて、そそっと胸を手で隠した。

　そこを見てたわけじゃないぞ!?　いや、まぁ、今朝のことがあった後では説得力がないか。警戒されても仕方ない。

　それより、ガラクの言動で、ひとつ気になったことを思い出す。彼は『レベル』という単語を使った。

「おい、貴様ら。この世界では、レベルという概念で強さを測っているのか？」

　シェラが言いにくそうに口を開く。

「レベル……あたしは……ない、かな」

「……わたしは、レベル40の召喚士です」

　レムが少しだけ機嫌を直したのか、得意げに言った。

　やはり人の強さを表す指標のようだ。

　しかし、ステータスウィンドウも、経験値が入る演出も、レベルアップのファンファーレもない世界だ。

「貴様らのレベルは、なにを基準に決まるのだ？」

「……魔術師であれば、魔術師協会が定める基準があります。レベルを判定する方法があるのですよ。他の職業には詳しく知りませんが、冒険者協会にいる試験官が決めるのだとか」

「そうそう！　だから、あたしがレベルないのは、まだ冒険者登録してないからで、レベルを測ったら、きっと40とか50とかだよ！」

　ひょこひょことエルフ耳が動いた。動くんだ。

　レムが黒色の尻尾を左右に振る。まるで手でナイナイと否定するかのように。

「……どう考えても、あなたのレベルは10かそこらです……基準より10は低いでしょう」

　つまり、このあたりの平均レベルは20前後ということらしい。

　シェラが頰ほおをふくらませる。

「そんなことないもん！　エルフの国の協会では、40だったんだから！」

「……エルフの国で、魔術師の判定が？」

「えっと……その……射手として」

「……レベル判定をしたなら、冒険者登録をしているのでは？　登録はどこかの街で済ませれば、他の街では必要ありません」

「冒険者になれない歳だったけど、判定だけしてくれたの。腕試しみたいな感じで。まだ子供だったから」

「……子供でレベル40ですか。射手としての才能には疑いありませんね……なぜあなたは召喚士になりたいのですか？」

「射手は独りっきりなんだよ!?　召喚士だったらカワイイ召喚獣がいっぱいいるじゃん！　暗い夜の森とかも寂しくないよ！」

「……あなたは可愛い召喚獣が欲しかったのですか……そうですか、そうですか。それでは、ディアヴロは要りませんね。そもそも召喚獣ではないですし」

「強さも重要なの！」

　ケンカが始まりそうな雰囲気だった。

　ディアヴロは仲裁の代わりに、命令のように言う。

「食事を取ったあとは冒険者協会に行くぞ」

　シェラが身を乗り出した。

「やった！　あたし、冒険者登録して稼がないといけないの！　ディアヴロが一緒なら安心だよ！」

「……バカエルフは置いておいて、わたしも冒険者協会にディアヴロを連れて行きたいと思っていたところです。レベルが気になります」

　レベル１５０は、あくまでもゲームでの話だ。

　この世界での自分は、どうなのか？

　弱くはない。それは実感しているが、この世界の基準で、どれくらいのレベルなのか詳しく知りたいと思った。

　そうと決まれば、早く朝食を済ませよう。

　ディアヴロはマッシュポテトにされていないジャガイモにフォークを伸ばした。
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　冒険者協会はファルトラ市西部に位置していた。宿屋からは、そう離れていない。

　石造りの建物で屋根は三角形。扉は木製──と、ここまでは街に並ぶ建物に共通する特徴だが、冒険者協会は一目でそれとわかる。

　建物の大きさが他の三倍から四倍ほどあるのだ。

　扉や屋根、窓の造りも大きくて、まるで周辺住民よりワンサイズ大きい何かが住んでいるかのようだった。

　ディアヴロたちは大きな扉を通って冒険者協会へと入る。




　中は酒場のようになっていた。

　宿屋のそれと似ている。やはり、いぶしたような光沢を放つ木材が使われたカウンターと、テーブルが並び、外から見た印象そのままにだだっ広い。

　ただし、宿屋のほうは清潔感があった。こちらは汚れが目立ち、壊れた椅子もある。

　壁にこびりついた血のような赤黒い染みや、カウンターに刻まれた刀傷に妙な威圧感があった。

　中にいる者たちの雰囲気も、街を行き交う多くの市民たちとは違っている。そして、背格好はゲームと同じなのに、妙に迫力を感じてしまう。

　こちらを一いち瞥べつした鋭い目つきの人間ヒユーマンの男。

　露出が多い踊り子みたいな衣装に身を包んだ豹ひよう人じん族ぞくの女。

　大きな剣を背負った子供みたいに小柄なグラスウォーカーの少年。

　白いローブを身に纏まとった穏やかそうな混魔族デイーマンの青年。

　頑強な鎧よろいを装備したドワーフの男。

　──ゲームでは、そんなに危なそうな連中には見えなかったんだけどな？

　なにやら揉もめ事ごとが起きる。

　エルフの女と、ドワーフの男が言い争っていたが、やがて手が出た。

　周囲の者たちが椅子から立ったので、ケンカを止とめるのかと思ったら、テーブルをどかしてスペースを作って囃はやしたてる。

　殴り合いが始まった。

　どうやら、ひとつのクエストを巡って、どっちが先に取ったかでケンカになったらしい。

　──なんだ、この野蛮な空間は!?

　ディアヴロは衝撃を受けた。

　ゲームにも冒険者協会はあったが、そこはチャットウィンドウが飛び交っているだけで、ケンカとも酒臭さとも獣じみた叫び声とも無縁だった。

　クエストの取り合いだって存在しない。誰でも同じクエストを受けることができた。

　しかし、これが《冒険者》だ。

　ゲームにおいてはプレイヤーたちの総称で……

　この世界においては、様々な事情により命懸けの仕事をする、戦う者たちの総称だった。

　一人だったら、怖じ気づいて帰っていたかもしれない。

　弓使いとしては優秀なはずのシェラが、一人で冒険者登録していなかった理由がわかった。

　どうやら、こちらに気付いた者たちがいる。

　彼らは、首をかしげた。




「……なんだ、あの混魔族デイーマン？」

「角が生えている者など、混魔族でも見たことがねえな。まさか魔族じゃないだろうな？」

「一緒にいるのはレムさんと、あの姓を持つエルフのお嬢ちゃんだよな？　レムさんも、エルフの子もかなりの腕前のはずだが……？」

「あれは、隷従の首輪だよな？」

「あの混魔族、何者だ？」




　どうやら、《歪ゆがんだ王冠》の効果を本物の角だと思われているようだ。

　性能で選んだ装備であり、『悪魔のような角が生えて見える』などという外見変化の効果は全く気に掛けていなかったのだが……

　まさか異世界で、奇異な目を向けられる原因になるとは思わなかった。

　しかし、今さら外せない。魔王がいきなり角を外したら、きっと興ざめだろう。

　レムが騒動を無視して、階段のほうを指差す。

「……行きましょう。少々騒がしいですが……いつものことです。冒険者登録は二階のカウンターですから」

「うむ」

　内心の動揺を隠して、ディアヴロはうなずいた。

　シェラが露骨にケンカしている者たちを怖がっている。

「う、うん」

　三人は階段へと向かった。
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「待て、角の生えた混魔族！」

　呼び止めたのは、人間ヒユーマンの青年だった。

　眉が濃く、意志が強そうな顔立ちをしている。

　身長が高くて細身で、後ろ髪は短いのに前髪の一部が長く垂れている。煌きらめく黄金の全身鎧よろいを身にまとい、腰には長剣ロングソードを提げていた。

　レムが顔をしかめる。

「……エミール」

「げげ」

　シェラも眉をひそめて嫌そうな顔をした。

　エミールと呼ばれた青年が、ずかずか近付いてくる。こちらの前を塞ぐ形で立った。

　ディアヴロの顔をまじまじと見て、フッと笑う。

「悪そうな面ツラをしているな」

　レムに尋ねる。

「なんだ、こいつは？」

「……この人は冒険者協会で一番強いと言われている戦士です。戦士系職業の試験官も務めているはずです」

　淡々と説明文でも読みあげるように教えてくれた。

　エミールが長い前髪をかきあげる。

「その通り！　俺様の名はエミール・ビュシェルベルジェール！　レベル50を誇る協会一の《怪力戦士》である！」

　不自然に芝居がかったキザったらしい名乗り方だった。

　ディアヴロは自然と杖つえを構えてしまう。

　ゲームをしていた頃は、こんな名乗りをあげた相手から、何度も挑戦を受け、全てを蹴散らしてきた。

　──いや、落ち着け。これはゲームではないし、俺のダンジョンでもない。挑戦者とは限らないはずだ。

　下手にへりくだるのは、レムやシェラに対して威厳を損なってしまうが、ガラクの件もある。無意味に恨みを買うような言動はしないほうがいいだろう。

　挑発しないよう普段どおりの対応を心がける。




「誰の許しを得て、我が前で名乗りをあげた、小僧？」




　レムとシェラだけでなく、他の冒険者たちまで、驚いて固まった。

　エミールが不敵な笑みを浮かべる。

「許し？　フッ、そっちこそ、誰の許しを得ている!?　いいか混魔族デイーマン、お前は知らないだろうが、俺は女性が大好きなのだ！」

「は？」

「レムちゃんとシェラちゃんに首輪をつけて引き回す貴様を、俺様は許せんのだ！　その二人を奴隷にするなど、お前は余程あくどいことをしたに違いない！」

　冒険者たちから、「そうだ！　そうだ！」とエミールに同調する声があがった。いつの間にか、あちらのケンカは決着したらしい。

　勘違いされている。

　魔王ロールプレイなんてしているせいで誤解されがちだが、ディアヴロは平和主義者だ。無用なトラブルは好まないし、他人と衝突したくなかった。

　なにより、こういう〝自分は正義だと信じて疑わない〟やつは苦手だ。

　穏便に話して、見逃してもらうことにしよう。

　ディアヴロは口を開く。




「女たちに首輪をつけた程度のことでいちいち騒ぐな、雑魚が」




　エミールが片眉を上げた。

「ふふん……二人を解放したかったら力尽くで来い、って言いたいわけか！」

　ぜんぜん違う！

　そういえば、魔王ロールプレイは挑戦者に対して使っていたので、いつも会話のあとは戦闘だった。

　もしかすると、トラブル回避には向いていないのか？

　──でも、魔王ロールプレイじゃないと、言葉が出てこなくて、「あー……うー……」なんて返事になるんだよな。

　そして、ケンカに自信があるヤツは「ビビッてんのか？」なんて勘違いしてニヤニヤ笑うのだ。

　仕方がない。説得は諦めよう。

　ディアヴロは、エミールを避けて二階に向かおうとする。自分は魔術師になるのだから、戦士の試験官に用はない。

　ところが、エミールは通してくれなかった。

「待て！　貴様が彼女たちを解放するまで、ここから逃がさんぞ！」

　レムが苦しげな顔をする。

　シェラも何か迷っている様子だった。

　彼女たちの立場だと、魔術の失敗で隷従の首輪が自分に嵌はまってしまっただとか、それを解除する方法がわからない、などと打ち明けるのは恥ずかしいことだろう。

　魔術師協会のセレスには、解除方法を探る協力を頼むために、話す必要があった。

　しかし、他の冒険者たちに話す必要はない。

　エミールが絡んでさえこなければ！

　この青年が声をかけてきたとき、レムとシェラが嫌そうな顔をした理由がよくわかった。要するに、こいつはお節介で、しつこいのだ。

　レムが口を開いた。

「……エミール、この首輪は、実は」

　ディアヴロは彼女の言葉を遮る。

　恥をかかせたくない。

　魔術の失敗で、得体の知れぬ混魔族デイーマンの奴隷になってしまった──などという失敗談を、他の冒険者たちの前で言わせたくない、と思った。

　ディアヴロは杖つえを構える。

「邪魔をするなら、何者であろうと蹴散らすだけのこと」

　エミールが剣を抜き放った。

「レムちゃんとシェラちゃんに無理矢理つけた首輪！　外してもらうぞ！　このエミール・ビュシェルベルジェールは全ての女性の守護者である！　女性の前で、俺様が倒れることはないと知れ！」

　挑戦を受ける感覚は、むしろ懐かしいほどだ。

　剣に対して、ディアヴロは無意識のうちに間合いを取っていた。戦闘時に自分の有利な距離で対たい峙じするのは、息を吸うように自然なこととなっている。

　──相手には、怖がって後ずさったように見えたかもしれないが。

　レベル50なら、それなりの《武技》が使えるはず。

　武技とは、戦士系や射手系が使う特殊技のことだ。剣による攻撃だけでなく、斧おのでも槍やりでも弓でも素手でも。

　Ｓ気Ｐ力を消費して放つ攻撃。あるいは、防御や移動の技の総称だった。

　ちなみに、ＳＰはＨＰ生命力やＭＰ精神力と違って自動回復する。しかも、かなり早い。

　ディアヴロは戦士系の能力は持っていない。

　しかし、相手の能力を把握するのは、立ち回りの基本だった。

　予備動作を見れば、どんな攻撃が来るのかわかる。

　──《ソードスマイト》か。

　腰を落とした体勢から、一瞬で敵の目の前まで接近し、強力な横よこ薙なぎを繰り出す、剣を使った武技だ。

　戦士系は敵に接近しなければ話にならないから、多くのプレイヤーが攻撃の初手に使ってくる。

　ただし、モンスター戦ならともかく、プレイヤー相手に予定どおりの〝横薙ぎ〟なんか当たるものではない。

　慣れたプレイヤーは《ソードスマイト》の突進部分だけを使い、横薙ぎはキャンセルして次の攻撃へと繫つなげてくる。

　格闘ゲームみたいな近距離での読み合いに持ちこまれたら、戦士系のペースだ。

　いつもなら、魔術による弾幕で、まず突進を防ぐのだが……

　──冒険者協会の建物を破壊したら、マズイよな？

「ふんっ……面倒な……」

「いくぞ、混魔族デイーマン！　二人を解放してもらうッ!!」

　エミールが突撃してくる。

　そして──

　ディアヴロは驚きよう愕がくした。




　──横薙ぎを、キャンセルしない、だと!?




《天てん魔まの杖つえ》で受けた。

　エミールが驚いた顔をする。

「ほう、これを受け止めるか！　魔術師が！」

「俺を甘く見たのか？」

「馬鹿にするな！　俺は全ての女性のため、常に全力を尽くす！」

　そう言いながら、エミールが大きく振りかぶった。

　次に発動した武技は、威力は高いが発生までの時間が長い《アルプスフォール》だ。

　ディアヴロはうめいた。

「なんということだ……」

　この世界の者たちは、レベルが低いだけでなく、プレイヤースキルも拙つたない！

　至近距離で《アルプスフォール》を使ったら、〝どうぞ殴ってください〟と言っているようなものだ。操作ミスによる暴発くらいでしかお目にかからない。

　まったく研究が足りていなかった。

　剣を振りかぶって隙だらけになったエミールを、ディアヴロは杖つえを棍こんのように使って突き飛ばす。

　武技は習得していないので、杖による通常攻撃だ。ただし、レベル１５０の筋力による。

「せいッ!!」

「がッ!?」

　エミールが吹き飛んだ。

　壁板を砕いて、肺から空気を吐き出す。崩れ落ちて、二階への階段の横で、膝をついた。

　周りで見ていた冒険者たちが、しん、と静まりかえる。

　──強すぎたか!?

　しかし、エミールは立ち上がった。

「ぐおおおおッ!!　この俺様が！　女性の前で倒れるなど！　ありえんッ!!」

　意外と根性の男だった。

　──いや、レベル50の戦士なら、当然か。

　魔術師の通常攻撃くらいでは、行動不能になるほどのダメージは与えられないようだ。

　相手が大技を使わずに隙の少ない連続攻撃をしてきたら、さすがに建物を気遣って魔術を使わずに勝つのは、不可能だろう。

　──もう引いてくれないかな？

　ディアヴロは嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべた。

「ククク……次は手加減できんぞ？」

「それは俺も同じこと！　俺様は協会一の《怪力戦士》エミール・ビュシェルベルジェール！　全ての虐げられる女性のため！　この命尽きるまで、俺様は剣を振るう！」

「……エミール」

　レムが静かに呼びかけた。

「安心しろ、レムちゃん！　今、この悪逆無道の混魔族デイーマンから解放してやるからな！」

「……もう止めて下さい。はっきり申しましょう。この隷従の首輪が嵌はまってしまったのは、わたしの失敗が原因なのです」

「え？　……そ、それは……どういうことだい？」

「……詳しくは言いたくありませんが、わたしとシェラは失敗して……召喚獣に与えるべき首輪を自らにつけてしまったのです」

　レムが唇を嚙かむ。

　シェラが泣きそうな顔をして、頰ほおを赤くしていた。

　──言わせてしまったか。

　彼女はディアヴロとエミールの戦いが、これ以上激化するのを見過ごせなかったようだ。

「……この隷従の首輪を外すことに、彼は協力を約束してくれています」

「な、なんだって!?」

「……今は、解除方法がわからないので、セレスティーヌさんに調べてもらっているところですが」

　エミールが弱々しい声をあげる。

「もしかして、俺は……」

「……早とちりです。剣を納めてください」

　寒々とした空気が流れた。

　しばしエミールが沈黙してから──笑う。

「ふ、ふふふ……よかった！　隷従の首輪を無理矢理つけられている女性は、いなかったんだな！」

　美談のようにまとめやがった。

　さわやかな笑顔だ。

「なあ、混魔族デイーマンよ、名前はなんという？」

「ディアヴロだ」

「我が名はエミール・ビュシェルベルジェール！　全ての女性と、女性の味方の味方だ。つまり、ディアヴロがレムちゃんとシェラちゃんの首輪を外すことに協力しているならば、お前の味方でもある！」

「そうか」

「いきなり斬りかかって済まなかった！　戦士の力が必要なときは、いつでも俺様を頼るがいい！　まあ、お前もなかなかのものだがな！」

「フッ……」

　ディアヴロは笑った。

　──まぁ、悪いヤツではなさそうだ。

　それに、サラマンダーを一撃で倒したディアヴロの物理攻撃を受けて、ピンピンしている。レベル50の戦士というのは、偽りではないだろう。

　エミールが階段の前からどいた。

「邪魔をしてすまなかった。冒険者登録に行くのだろう？　戦士系を選ぶなら、さっきの一撃で判定しよう……ふむ……戦士としてはレベル40といったところだな！」

　周囲がざわつく。

　どうやら、レベル40の戦士というのが相当な評価を受けているのだとわかった。

　──おいおい、こいつら全員が、それ以下なのか？　スタート地点にある街じゃないんだぞ？

　ディアヴロは首を左右に振った。

「俺は魔術師だ」

「なに!?　それは残念だな……まぁ、仕方ないか……ディアヴロよ、冒険者として初任務を終えたら俺様を訪ねてこい！　祝いに、なんでも奢おごってやろう！」

「ふんっ、気が向いたらな」

　送り出されて、ディアヴロたちは二階への階段を上っていく。

　隣に並んだレムが言う。

「……エミールは悪い人ではないですし、実力は確かなのですけれど」

「でもあの人、バカっぽいよね！」

「……そうですね」

　レムが物言いたげだった。

　思わぬアクシデントはあったが、いよいよ冒険者登録だ。

　──初任務を終えれば祝ってもらえるらしいし、がんばろう。

　クロスレヴェリを始めたときを思い出し、わくわくした高揚感を覚えるのだった。
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　広く浅い木製の階段をのぼると、ゲームで見覚えのある二階に辿たどり着く。

　建物の造りとしては、ロフトのようになっていた。二階から一階の酒場が見下ろせる。

　そして、冒険者協会のカウンターがあった。

　初めて目にするのに懐かしい。

　構造は銀行や役所に似ているだろうか。木製のカウンターと、そこにいる受付嬢の少女たち三人。

　ゲームのままならば、右から順番にそれぞれが《初級クエスト》《上級クエスト》《ストーリークエスト》を紹介してくれるはずだった。

　受付嬢三人は、同じ顔をしている。

　服の色が違わなければ、見分けがつかない。ちなみに、右から青、黄、赤。まるで信号のようだ。

　たしか、ゲームでは三つ子という設定だったか。

　彼女たちはドワーフだった。

　ドワーフの女性は成長しても背が低い。しかし、子供みたいなグラスウォーカーと違って、どーんと胸が大きくて、いわゆるトランジスターグラマーというやつだ。

　そして、犬みたいな耳と尻尾がついている。受付嬢の三人は、みんなラブラドールみたいな垂れ耳だった。

　ディアヴロは自然と中央にいる、黄色い服の受付嬢の前に立つ。

　レムに袖を引っ張られた。

「……そちらは、冒険者として実績のある者に向けた依頼を扱っています。登録は右の青色の服の方ですよ」

「そうか、つい癖でな」

　ストーリークエストは、そう追加されるものではないし、初級クエストなんて最後に受けたのは二年以上前だろうか。

　──懐かしいなあ、〝青い子〟に話しかけるのって、すごく久しぶりだ。

　右の受付嬢はプレイヤーたちから〝青い子〟と呼ばれていた。初級クエストを全て終わらせたら「青い子を卒業！」などと言ったものだ。

　ここまで来ると、ゲームの二周目を始めるような、わくわくした気持ちになってくる。

　ディアヴロは青服の受付嬢の前に立った。

　ゲーム内では、こちらが話しかけるまで微動だにしない。

　しかし、この世界では彼女たちも生きている。

　青い子は慌てたらしく、机の上に広げていた書類を片付けようとして、床へと落としてしまった。

「あわ、あわわわわわ……」

「冒険者登録をしに来たのだが？」

「あ、ひゃ、ふ、ふぁい！　冒険者登録ですね！　いらっしゃいませ！　が、がんばりますよー」

　レムが横から口添えする。

「……この人は、わたしの知り合いなのです」

「ああ、レムさんのお知り合いなんですか？　ほっ……それじゃあ、大丈夫そうですね。よかった。恐い人だったらどうしようかと思っちゃいました」

「……恐ろしい人ではありますが」

　レムが指先で耳をなでた。

　少し頰ほおが赤い。

　ディアヴロは咳せき払ばらいをした。

「早くしろ」

　ゲームだと、名前入力、性別と種族を選択、職業を選択、初期パラメーターの調整といった具合に進んでいったが、もう名前も性別も種族も職業も決まっている。

　ゲームでも現在のレベルを測るというイベントは一応ある。

　プレイヤー全員が『まだレベルは１みたいですね……で、でも、あなたならすぐに強くなれますから！』と言われるというのが通過儀礼だった。

　青い子が書類を片付けながら説明する。

「えっと、それでは、お名前を──」

　シェラが、ディアヴロの横から顔を出した。

「とうとう冒険者登録だね！　ねえ、ねえ、あたしが先にやっていい？」

　すごく嬉うれしそうだ。

　瞳がキラキラしている。

　ディアヴロとしても、ゲームの知識だけでは不安があった。どうせなら、レベル判定は高いほうがいい。シェラの様子を見てからにするか──と考えた。

　鷹おう揚ようにうなずく。

「かまわん。先に登録するがいい」

「やった！」

　シェラが嬉しそうに両手を挙げた。

　この屈託のない笑みを見てしまうと、打算抜きに譲ってやりたくなってしまう。

　マズイな。

　──俺、意外と貢みつぐタイプだったのか？　まさかな。





†






　ディアヴロはレムと一緒に、シェラの後ろに立って成り行きを見守る。

　初級クエストの受付嬢──通称〝青い子〟が散乱してしまった書類から、一枚を引っ張り出した。

「それでは、お名前と出身国をお願いします」

　羽根ペンとインク壺つぼを差し出した。

　シェラは受け取って、文字を書いていく。

　──そういえば、言葉は通じるけど、文字は読めないな。

　自分のぶんもシェラにやってもらおう、とディアヴロは密かに決めた。

　シェラが声に出しながら必要事項を記入していく。

「はーい。えっと……シェラ・Ｌ・グリーンウッド……出身は、グリーンウッド王国……」

　受付嬢が妙な顔をした。

「……グリーンウッド王国の、グリーンウッド様ですか？」

「そうだよ？」

　不思議そうにシェラが首をかしげた。

　──こいつ、やっぱり、そういう立場なのか？

　ディアヴロは思わずレムと顔を見合わせた。

　青い子が書類を確認する。

「えーっと…………あ、はい、問題ないですね。それでは、職業適性を測ります。希望があれば教えてください。なければ《戦士》《射手》《魔術師》全て受けていただきます」

「《召喚士》！」

「はい、それでは魔術師ですね。あとは、こちらの契約書にある説明事項をご確認されましたら、右下にサインと血判をお願いします」

「血判なんて必要なんだ!?」

「は、はい。なんせ、死んでも冒険者協会を訴えないという契約ですし……」

　小ぶりのナイフがカウンターのうえに置かれた。

　ディアヴロは動揺してしまう。

　しかし、シェラはなんでもなさそうに受け取った。

「痛いんだよねえ、血判」

　親指をわずかに切る。

　傷口から出た血が玉のようになったあと、親指を紙の右下に押し当てた。

　シェラが、切った親指をくわえながら振り返る。

「あとは適性検査だけだねー。レム！　絶対にあんたより上のレベルになってみせるからね！」

「……無理に決まってます」

「あ、親指の傷を治してちょうだい！　なんか治癒系の召喚獣がいるでしょ？」

「……唾でもつけておきなさい」

「ひどいよ！」

　二人が仲良く騒ぎ出す。

　──なるほど、人の話を聞かないのは、バカなのかと思っていたが……その生おい立たちゆえのことだったか？

　青い子がディアヴロに話しかけてくる。

「あ、あの……そちらのかたも、よろしければ先に書類のご記入を……レ、レムさんやシェラ様とお知り合いでしたら、適性検査は一緒に行おこなったほうが、手間が、あの……さ、差し出がましいことを言いました！」

「いや……貴様は間違ったことは言っていない」

　シェラが羽根ペンを差し出してきた。

「はい、次はディアヴロの番ね！」

「ふんっ、そのような細かい作業は好かぬ。貴様がやれ」

「えっ!?　いいの!?　やった！　なんか、あたしが主っぽいよね！」

　レムが睨にらんだが、代筆を奪い合ったりはしなかった。

　青い子が用紙を指さす。

「あ、あの……サインと血判は代理では、ダメですから」

「わかっている」

　──痛いのは嫌だけどなあ。

　死んだとしても訴えたりしないから、血判は免除してほしかった。

　シェラが新しい用紙に、さらさら書きこんでいく。

「名前は、ディアヴロ……で、苗字は？」

「そんなものはない。俺は……唯一絶対の存在だ。それとも、苗字がなければならんのか？」

「どうなの？」

　シェラの問いに、青い子がハッとした表情になる。

「い、いえ！　その……混魔族デイーマンの方は、お辛いことも多いですしね……あ、あの、出身国も、空欄でもかまいませんので！」

　なにかを勘違いされている。

　しかし、都合がいいのでこのまま進めることにした。

　希望の職業は、当然《魔術師》だ。

　シェラがカウンターの前からどいた。

「あとはサインと血判ね！」

「うむ」

　その前に、一応は説明事項を読みあげさせる。

　アカウントを作るとき、いちいち利用規約を読むタイプではないが……隷従の首輪なんてものがある世界だ。油断はできなかった。

　死亡や怪我に一切の責任を負わないとか、冒険者協会の規則よりも国の法律と街の条例が優先だとか、犯罪者は資格停止だとか、そのようなことが書いてあるらしい。

　──ふむふむ、理不尽なものはなさそうだな。

　納得して、羽根ペンでサインを書く。

　サインは文字というよりは記号なので、アルファベットを筆記体で書いておいた。

　密かにキャラ名の筆記体を練習した黒歴史が、こんなところで役立つとは！

　見慣れない形のサインに、レムもシェラも興味深そうに見入った。

「さて……」

　ディアヴロはカウンターに置かれたナイフを手に取る。

　こういうのは注射と同じで、躊ちゆう躇ちよするから怖いのだ。痛くない。痛くない。シェラだってなんでもない顔していたではないか。

　きゅっ、と目を閉じて、切っ先を親指に当てた。

　けっこう痛い！

　赤い血が指先から流れ出す。

　どぼどぼ、と。

　深く切りすぎた！

　──どうやら、自分で自分を傷つけるときは、装備している《漆しつ黒こくの虚うろ》による物理防御や、魔術による防御障壁は発動しないみたいだな。

　なんて、悠長に考えている場合ではなかった！

　カウンターに血が落ちる。

　レムたちが目を白黒させていた。

　血判で切りすぎたなんて恥ずかしい。当然って顔して、血を垂らしつつ、サインの横に親指を押しつけた。血判というより血染めだ。

　じぐじぐとした痛みがあった。

　しかし、治まってくる。

　早々に出血は止まり、血判にしては深すぎる切り傷が、だんだん塞がりつつあった。

　おそらく、《歪ゆがんだ王冠》によるＨＰ生命力自動回復の効果だろう。

　思わぬところで装備の性能を確認できてしまった。

「これでいいのか？」

　青い子が顔まで青くして、ディアヴロの登録用紙をチェックした。

「……は、はい。問題ありません……たぶん……あ、あの、それでは、魔術師だけのようですので、こちらで適性検査とレベル判定をしますね」

　ディアヴロたちは、カウンターの横にある鏡の前に立つよう案内される。

　姿見だ。

　ゲームでは、こんなところに鏡などあっただろうか。

　もう覚えていない。

　少なくとも、このような演出はなかったはずだ。

　黄金で縁取りされた宝飾品のような鏡だった。

　ただし、表面は磨かれていないのか曇りきっており、顔も姿もほとんど映らない。

　シェラが目をぱちくりさせる。

「これ、なに？」

「……魔力の強さを測る鏡です。こう使います」

　レムが正面に立ち、鏡へと手を伸ばした。指先で触れる。

　ぼう、と表面が光った。

　鏡面の曇りが晴れて、レムの姿が映りこむ。上半身だけではあるが、鮮明だった。

「……このように、魔力を強く淀よどみなく流しこむことで、曇っている板が鏡へと変わるのです」

　ぱちぱち、と青い子が手を叩たたく。

「さすがです、レムさん。間違いなくレベル40以上！　前よりも魔力が強くなってますね！」

「……どうも」

　レムが手を離すと、元の曇りきった鏡に戻った。

　シェラが両手を挙げる。

「わかった！　ようし、がんばるよ！」

　鏡に手を突いた。

　そのまま、むずかしい顔でうなりはじめる。

　しばらくして──

　曇っていた鏡が、くっきりとシェラの顔を映す。

　受付嬢が驚いた。

「わぁ、すごいですね！　こんなに綺き麗れいに……え、えっと、『睫まつ毛げが数えられるほど綺麗に映る』のが、『胸元まで』だから、レベルは……30ですね！」

「30!?　そんなあ……」

　シェラが残念そうな声を出した。

　これまでの情報からして、レベル30というのは、かなりの高評価だろう。

　──でも、シェラの目標は、レムより上だったもんな。

　レムが薄い胸を張る。

「……わたしを超えようなどと、愚かなことだったのです」

「でも！　まだ一回も冒険に出てなくてこれだから、レムなんかすぐに追い抜くからね！」

「……ありえません……あなたは一生、わたしを見上げ続けるのです」

　そっとレムが安あん堵どの吐息をついた。

　顔には出していなかったが、内心ではシェラに判定で上を行かれるのではないかと、不安がっていたらしい。
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　ディアヴロの番となった。

　──〝魔力をこめる〟ってどうすればいいんだ？

　魔術を使うことはできた。

　しかし、魔力をこめるという感覚はわからない。

　すでにレムとシェラには実力を示しているものの、やっぱりレベルでも上回っておきたい気持ちはあった。

　──レベル１とか言われたらどうするか？　協会では評価されませんからね、フッ……とでも言っておくか？

　平静を装いつつ、ドキドキしながら鏡に手を伸ばす。

　固い板に、触れた。

　曇っていた鏡が、どろり、と真っ黒な板に変わる。

　まるで奈落へと続く穴が空いているかのように真っ暗で何も映らなかった。

　しかも、鏡から黒いオーラが立ち上る。空気中へとその版図を広げようとした。

　──んん？　なんか、様子が違う、ような？

　レムが驚きよう愕がくの声をあげる。

「……なんですか!?」

「なに、なに、なにこれ!?　なんか怖い！」

　シェラまでが、ゾッとした声を出した。

　青い子だけでなく、書類整理をしていた隣の黄色い子や、赤い子までが、悲鳴を漏らす。

　──なんかヤバそうだな。

　ディアヴロは早々に鏡から手を離す。途端に、黒いオーラは消え、鏡は元に戻った。

　青い子に尋ねる。

「これは、どういう判定だ？」

「……え、えっと、えっと……こんなの、初めてで……ううぅ～？」

　知識がないらしく、おろおろするばかりだった。




「今の波動、なに!?」




　カウンターの奥にある扉を押し開いて、一人の少女が飛び出してきた。

　ウサギのような耳と尻尾の生えたグラスウォーカーだ。子供にしか見えないが、この種族は何歳になっても外見が変わらないという。

　やたら布の少ない格好をしていた。

　胸に布を巻いているだけで、肩やヘソが露出している。

　腰にはスカートとすら呼べない薄布を前後に垂らしているだけで、肉付きの薄い脚の大部分が露あらわになっていた。

　髪は短く、赤い。

　いたいけな大きい瞳がディアヴロを捉えた。

　青い子がしどろもどろに説明する。

「ギ、ギルマス！　えっと、こ、この方のレベル判定をしてたら、鏡が……」

　ギルマス──協会会長ギルドマスターということは、冒険者協会で一番偉い人のようだ。

　少女が鏡とディアヴロを見比べる。

　笑みを浮かべた。

「こんにちは。さっきのは、あなたが？」

「そのようだな」

「ちょっと奥でお話ししたいんだけど、いいかな？」

　笑顔の子供を前にすると、ついつい油断してしまいそうだが……

　相手はグラスウォーカーであり、この辺境都市ファルトラの冒険者協会会長だ。気を引き締めてかからないと。

　ディアヴロはうなずいた。

「よかろう」

「……わたしも行きます」

　レムが右隣に立った。

　シェラも慌てて左隣に立つ。

「あ、あたしだって行くからね！　ディアヴロに話があるなら、あたしを通してもらわないとね！」

「うん、じゃあ、二人にもお願いするね。こっち来てくれるかな？」

　ギルマスが踵きびすを返した。

　青い子が、ぺこりとお辞儀をする。

「え、えっと、それじゃあ、奥へどうぞ……あ、ここから、どうぞ……!!」

　カウンターの一部を上に持ち上げ、外した。

　さほど驚くような仕掛けではないが、またひとつゲームでは語られなかった要素を目にして、ディアヴロは内心で状況を楽しんでいる自分に気づく。

　カウンターの内側へと、ディアヴロは入った。

　──ギルマスの部屋に入るシナリオはゲームにはなかったから、ちょっと楽しみだな。

　書類の積まれた机の間を歩いて、奥へ向かった。
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　冒険者協会会長の部屋は、六畳ほどの空間だった。

　他の場所にたがわず内装の全てが木製だ。

　来客があるのか綺き麗れいに片付けられている。

　応接用の低い机があり、ディアヴロはその近くの木製の椅子に腰掛けている。

　レムとシェラが両隣にいた。

　ギルマスが座っているのは重厚な木製の執務机で、ディアヴロたちが座っている場所からはやや離れている。

　彼女には椅子がやや高いらしく、ひょいと飛び乗っていた。

「どうも、ご足労いただいてありがとうね。ボクはファルトラ市冒険者協会会長ギルドマスターをやってるシルヴィ。そちらは、召喚士のレムさんに……？」

　シェラが身を乗り出す。

「あたしは、シェラです！　そんで、こっちがあたしの召喚獣の、ディアヴロ！」

　レムの尻尾が、シェラのお尻を叩たたいた。

　ぽすっ、と音がする。

「……ディアヴロは召喚獣ではないと言っているでしょう……それに、あなたが召喚したわけでもありません。人の話を聞かないバカエルフですね」

「何度も言うけど！　ディアヴロは天才のあたしが呼び出した、すっごい召喚獣なの！」

「ふっ……レベル30が天才……」

　レムが片手で口元を隠す。

　シェラが顔を真っ赤にした。

「あの鏡には、あたしの才能が評価されてないだけだよッ!!」

「……その自信だけは、尊敬に値します」

「やった！　尊敬された！」

　ギルマスのシルヴィがなだめる。

「複雑な事情がありそうだね？」

「あまりこいつらのことは気にするな。そんなことより、俺に話があるのだろう？」

　ディアヴロは本題に入るよう、うながした。

　レムとシェラが口を閉じて、シルヴィのほうを見る。

「単刀直入に言うと、ウチじゃあキミを扱えないと思うんだよね」

　どこか楽しげな様子だ。

　ディアヴロは首をかしげる。

「理由くらいは聞けるのだろうな？」

「納得してもらえるかは、わからないけどね。ウチに限らないけど、冒険者協会ってのは、登録された冒険者にレベル付けをして、そのレベルに応じて依頼を任すんだけど……キミの場合、レベルがわからないんだ」

「わからないだと？」

「鏡があんなふうになったのは初めてだからね。高レベルなのは間違いないと思うけど、どれほど高いのかわからない。どんな依頼を任せていいのか判断できないんだよ」
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「公開されているクエストなら、全てクリアできると思うがな」

「すごい自信だね。なおさら、評価規格外だ。ギルマスとしては難しいかな」

「評価規格外だと？」

　この世界での自分のレベルを知りたかったディアヴロとしては、残念な話だ。

　しかし、考えてみると当然か。

　ファルトラの街は〝序盤の終わり〟であり、ここから西に広がる魔族の領地に入ってからがＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの本番だ。

　点在する人族の拠点を足がかりに、魔族の拠点を制圧していき、魔王の復活を阻止する。

　そのために必要な強さは、人族の限界に近いレベル80以上。

　さらに、冒険者たちは〝種族の限界を超える〟というシナリオを経て、未到のレベル１００に至る。

　──確定ではないが、俺はレベル制限を超えているせいで計測できなかった、と考えるのが妥当か。

　しかし、レベルが高いのはいいが、そのせいで仕事を得られないとなると困る。金銭を稼ぐ手段がない。

　──ポーションでも作って売るか？

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには、サブクラスというものがある。

　パン職人やら鍛冶師やら様々な種類があり、さすがのディアヴロといえど全てのサブクラスの詳細データまでは覚えていなかった。それほど多い。攻略サイトには判明している情報が載っているが、隠し要素も膨大だ。

　ディアヴロは《調合師》という物作りクラフト系のサブクラスを選択していた。素材さえあれば、回復系ポーションなどを作ることができる。

《魔王の指輪》の効果により、治癒をアイテムに頼らざるを得ないので選択した。

　最上級の回復アイテムは、プレイヤーが作るしかない。そのため、トレードで買うと高いし、いつも売っているとは限らないのだった。

　この世界で、《調合師》の技術スキルを活かして、ポーションでも作れば商売になるかもしれない。しかし……




　昨夜、魔王クレブスクルムの魂を粉砕することをレムと約束してしまった。




　今のところ判明している最強の敵だ。

　ポーション職人には荷が重い。戦闘の勘というやつは、戦っていないと衰えるものなのだ。

　それに、冒険者という職業に思い入れがあるのも事実だった。

　ディアヴロは尋ねる。

「貴様は……俺を冒険者として認めるつもりはないわけか？」

　シルヴィが首を左右に振った。

「ファルトラの冒険者協会としては、ありがたいよ？　ボクのほうじゃなく、キミに不満があるんじゃないかと思ってね」

「クエストがあり、報酬が支払われるなら、不満はない」

「そうかい？　たぶんボクはキミより弱いよ。そのボクに命令されて納得できるかな？　それとも、ボクに替わって協会会長ギルドマスターになりたいと思うかい？」

　考えもしなかった。

　ゲームにおける冒険者協会というのは『冒険者にクエストを斡あつ旋せんするシステム』だ。

　ギルマスが弱いからといって、クエストを拒否するということはありえなかった。

　しかし、実際の冒険者協会においては、その会長に最強であることが求められるものらしい。

　──アウトローな連中が多かったもんな。

　ディアヴロは一階の酒場のケンカを思い出した。ああいう者たちを纏まとめあげるには、強さが重要なのだろう。

「俺は組織などに興味はない。面倒なことは、貴様がやるがいい」

「あはは、面白い人だね。それじゃあ、もうひとつだけ。キミの実力に見合った任務は、そうそうないよ？」

　ファルトラでは仕方ない。

《上級クエスト》は数えるほどで、最後の《初級クエスト》が与えられるような街だ。

　魔族領に入ると、《初級クエスト》はなくなり、代わりに《超級クエスト》が現れる。

　そして、《ストーリークエスト》は物語が進むものの、金銭的な報酬は苦労に見合わないものが大半だった。先のエリアに行けるようになるとか、レベル制限が外れるとか、そういう見返りはあったが……

　ディアヴロはレムのことを見た。

　──今も、ストーリークエストを受けてるようなものか。

「任務のレベルは気にしなくてよい。そもそも、もう俺に見合ったクエストなど、このエリアにはないだろうからな」

「そう？　じゃあ……これからよろしくね！」

　シルヴィが駆け寄ってきて、右手を差し出した。

　その小さな手をつまむ。

「うむ」

　ディアヴロは傲慢な態度を取りながら、内心で安あん堵どした。

　──鏡が真っ黒になったときはどうなることかと思ったけど、話がまとまってよかった。

　これで冒険者だ！
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「ねえ、早速クエスト行こうよ！」

　シェラが息巻いている。

　ディアヴロも同じ気持ちだった。

　──このあたりのモンスターはどの程度の強さなんだろう？

　興味が尽きない。

　ディアヴロたちは、クエスト受注のためにカウンターへと戻ってきた。

　ふと、一階を見下ろすと、見知った者を見かける。

　──あれは、小物か？

　昨夜、絡んできた魔術師協会のガラクだった。

　彼は周囲の冒険者たちに侮蔑の視線を投げつけつつ、冒険者協会から出て行く。

　ガラクは冒険者ではないから、クエストを受けることはないだろう。

　だとすると、依頼しに来たのか。

　ゲームの魔術師協会は、頻繁に冒険者たちにクエストを依頼していた。

　主に素材集めだ。例えば『魔術の実験に使うから、《デモニックライガー》を狩って、その牙《ダークファング》を三本取ってくるように』といったものが大半だった。

　──まぁ、気にすることもないか。

　レムとシェラが、受付嬢の青い子と話している。

「今、依頼が出てるクエストは、このへんです」

「……あなたは初めて受けるのだから、初級クエストがいいでしょう」

「いいけど、これ安くない!?」

　赤色の服の受付嬢が、シルヴィになにやら相談していた。話がまとまったのか、シルヴィが声をかけてくる。

「やあ、ディアヴロさん、早速やってほしいクエストがあるんだけど？」

　カウンターのうえに、一枚の紙を差し出す。

　読めない。

　ディアヴロはレムに読むよううながした。

「……これは《人ひと喰くいの森》のモンスター《マダラスネイク》討伐のクエストですね。こんな依頼をする者がいるのですか」

　ディアヴロは首をかしげる。

「モンスター狩りは、クエストとしては普通だろう？」

「……あの辺りのモンスターは、冒険者が数人で行って倒せる相手ではありません。普通はウルグ橋きよう砦さいとか、星ほし降ふりの塔の周りにいるモンスターを狩るものです」

「そんなことをやっているから、レベルが上がらないのだ」

　ディアヴロは肩をすくめた。

　レムが淡々と言う。彼女は感情を表に出したがらない。

「……仕方ありません。誰もが、あなたのように強いわけではありませんから。強力なモンスターに挑んで、死んでしまったら、なにも残りません」

「ふむ」

「……普通、このようなクエストを出しても誰も受けません……それでも依頼したということは、よほどの理由があるのでしょうけれど」

「うぅ……人ひと喰くいの森って、すっごい強い魔獣が出るんだよね？」

　シェラの声が震えていた。

　シルヴィが言う。

「どうやら、依頼主は魔術師協会だね。実験のために、どうしても人喰の森の《マダラスネイク》の目玉が必要みたいだ。期日が短いから、強い人を集めている時間もないし、どうだい？　無理にとは言わないけど……ディアヴロさん、やってみる？」

　ディアヴロは考える。

　人喰の森は、適正レベル60くらいだ。その程度のモンスターが出現するはず。

　自分がレベル１５０だとすれば、準備運動にもならないほどマージンがある。

　──問題は、ＭＰ精神力だな。

　魔術の連続使用によって、どういう影響があるのかは、注意しておく必要があった。

　それを試すのにも、手頃か。

　レベル60程度のモンスターであれば、素手でも対処できるはず。

　なにより、ここでクエストを拒否しては、魔王ロールプレイに支障があった。怖がっていると思われるのは不本意だ。

「よかろう。この俺が出向いてやる」

「ありがとう！　でも、気をつけてね？　なーんかこのクエスト、くさいから」

「……くさい？」

「たまにあるんだよねえ。なんらかの理由で冒険者を罠わなに嵌はめようとクエストをしかけることが。もちろん、怪しい依頼は受けないようにしてるし、今回の依頼者は魔術師協会だから信用できるとは思うけど……なんか気になるっていうか」

「案ずるな。虫ケラが何を画策しようと、我に痛つう痒ようを与えることさえないだろう」

「あはは……頼もしいね」

　魔王ロールプレイはいいとして──

　たしかに妙な依頼だ。注意する必要がある。

　彼女の言葉からディアヴロの脳裏を過ぎったのは、先ほど協会を出て行ったガラクだった。彼には恨まれているだろう、それが逆恨みだとしても。

　──まぁ、昨夜、あれだけの目に遭わせたから、もう絡んでこないかも？

　レムが小さく片手を挙げた。

「……わたしも行きます。まだディアヴロはこの土地に不慣れですから、案内役くらいは必要でしょう」

　そうなると、シェラが黙っているはずがない。

「あたしだって行くよ！　だってあたしが召喚主──」

　いつものパターンになりそうなところをシルヴィが遮った。

「パーティー編成はディアヴロさんに任せるよ！　金額は書いてあるとおり、何人で行っても同じ。達成してくれれば報酬は前払いで預かってるから、すぐ払えるよ！　それじゃ、初仕事、いってらっしゃい！」

　彼女も忙しいのだろう。

「任せておけ」

　ディアヴロはマントをひるがえして歩き出した。

　レムとシェラが小走りでついてくる。

　──初めてのクエストか！

　心の中には、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリを始めた当初の高揚感が蘇よみがえっていた。
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　冒険者協会の建物を出て、ファルトラ市の西にある門へと向かう。

　相変わらず、レムとシェラは首元を気にしているようだ。

　ディアヴロとしても、また何時間も歩くのは、いくら疲労感が少ないとはいえ面倒な気がした。

「人ひと喰くいの森まで《転移》が使えたら便利なのだがな……森の近くに、ポータルはなかったか？」

　レムとシェラが、ぽかんとする。

　──あれ？　なにかマズイことを言っただろうか。

「……あ、あの、転移とはなんでしょうか？」

「ディアヴロ、それも魔術なの？」

「なんだと？　最後に訪れた街への帰還魔術は基本だろう？　帰還アイテムなら序盤でも簡単に手に入るはずだ」

　やや頭の回転が遅めのシェラだけでなく、聡そう明めいなはずのレムまでが不思議そうな顔をしている。

　ディアヴロは、ひとつの考えに至った。

「まさか、この異世界には転移がないのか？　おい、貴様ら、名前は違うかもしれないが、別の場所へ一瞬で移動できる魔術やアイテムを知らないか？」

「……神話によると、神族は拠点から拠点へと瞬時に移動したと言われています。それと、王都の魔術師協会には、そのような儀式魔術が伝わっているという噂うわさは……聞いたことがあります」

「噂でしょ？　そんな便利なものがあったら、みんな使ってるよね！　あたしだって恐い思いして夜の森を歩かなくて済んだよ！」

「……エルフが森を怖がるのは、どうなんですか？」

「夜の森は別なの！」

　これも、ゲームとの差異か。

　神話で語られていたり、王都の魔術師協会に伝わっているのなら、この世界に存在する可能性は高いが……

　一般には普及していないのか。

　少なくとも冒険者が気軽に使えるものではないらしい。

　考えてみると、転移があったら、物流は全く違った形になっているだろう。

　軍隊や物資は瞬時に送れるし、命令の伝達も電話やネットがある現代社会と遜色ないか、それ以上だ。

　そういえば、ゲームでは徒歩三分で到着したウルグ橋きよう砦さいが、この世界では三時間かかった。

　移動関係は差異が大きいのかもしれない。

　──試してみるか？

　また好奇心が沸きあがった。

　しかし、自制する。

　無意味に危険な実験をする必要はない。

　攻撃系の魔術だって、使うときには大きな集中力を要求された。漫然とマウスをクリックすればいい、という気軽さではなかった。

　転移魔術が高度な制御を要求されるものだったら？　失敗して『いしのなかにいる』なんてことになったら大変だ。

　──まぁ、焦ることはないか。

　ここは異世界であって、学校や会社の合間に寸暇を惜しんでプレイしているゲームではない。

　半日かかる場所にあるなら、それだけ時間をかけて行けばいいだけのこと。

　さほど疲労感はないのだから問題ない。

　ディアヴロは転移についての思索を打ち切り、西の門へと向かった。
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　物珍しさで、あれこれ見ていた前回と違って、今回は二時間半でウルグ橋砦を通過し、街を出てから五時間ほどで森へと到着できた。

　初クエストということで、シェラが興奮気味だったせいもある。

　内心では、ディアヴロも高揚していたが。

　依頼によると、《マダラスネイク》が棲せい息そくするとされているのは、森の入口にある沼の周囲だ。

　濁った水が、わずかに腐臭を放つ沼へとやってきた。

　ゲームだったら、森の全景を映して魔獣との遭遇を予感させる動画ムービーが流れるところだ。




　人ひと喰くいの森──




　三人は足を止めて森を眺める。

　木々が視界を阻み、中に立ち入れば数メートル先も見通せない。

　鬱うつ蒼そうと生い茂った葉が空を隠し、冒険者から方向感覚を奪い取る。

　人の手が入ったことのない原始の森には、無数の野獣が棲せい息そくしており、隙あらば襲いかかってくる。

　ここは人喰の森。踏み入れたが最後、人の帰らぬ森だ。

　──まぁ、ゲームだと右上にマップが表示されてたし、ちょっと探せば道もあったから、通り抜けるのに苦労しなかったけどな。

　こと移動に関して、ゲームはずいぶんとユーザーフレンドリーにぬるく作ってあったらしい。

　シェラが沼へと近づく。草むらを足の先でつついた。

「ねー？　《マダラスネイク》ってどこかな？」

「……言っておきますが、《マダラスネイク》は草むらにはいません」

「あ、そうなの？」

「……体長二〇メートルの蛇が、草むらから出てくるわけがないでしょう？　頭はあなたの肩幅より大きいのですよ。おそらく、沼の中にいます」

「ひえッ!?」

　シェラが沼から飛び退いた。

　そういえば、それくらい巨大な蛇だったな──とディアヴロは思い出す。

　レベル60のモンスターなんて、細かいところは忘れてしまった。

　緊張した面持ちでレムが周囲を見回している。

「……詳しいことはわかっていませんが、普段は沼に棲息し、近くに獲物が来ると出てくるはずです」

「そ、そうなんだ？」

「……丸吞のみにされたくなければ、あまり沼に近づかないことです。わたしが召喚獣で様子を窺いますから」

　なるほど、囮おとり役としては召喚獣は打ってつけだ。襲われても解除すればクリスタルに戻るし。

　シェラが首をかしげた。

「ねえ？　このクエストって、あたしたちだけでやるんだよね？」

「……当然です」

「じゃあ、人ひと喰くいの森って、意外と出入りしてる人が多かったりするのかな？」

「……なにを言っているのです？　ファルトラ市の近くでは一番の危険地帯です。命が惜しい者なら、わざわざ近づきません」

「そうなの？　でもクエストが依頼されることはあるんでしょ？　《マダラスネイク》退治じゃなくても」

「……たとえ木の実を拾うだけでも、人喰の森に入るのは、あまりに危険です。誰も受けないクエストなど、依頼する者はいません……今回は、ディアヴロだったから受けただけのことで」

「そうなんだ？」

「……あなたは先ほどから、なにが言いたいのですか？」

「ん？　いや、だって、気配があるでしょ？　森に何人かいるっぽい」

「えっ!?」

　レムが森を見た。

　ディアヴロも同じように視線を向ける。

　森は静かなものだ。

　ほとんど風がないので、木々はまったく揺れることなく、写真のように動かなかった。

　──気配なんか、あるか？

　レムが目をすがめる。

「……本当なのですか？」

「十人くらいいるよ。枝の上にいる。あれってモンスターを待ち伏せしてるんだよね？」

「……あなたは、バカなのか大バカなのかわかりませんね」

「なんでよ!?」

　シェラが不満そうに言う。

　ディアヴロにも話が見えてきた。

　森の中にいる連中が待ち伏せているのは、モンスターではない。

「俺たちを待ち伏せしているということだな」

「えっ、なんで!?」

　シェラが目を丸くした。

　──感覚は鋭いんだけどなあ。

　レムが小声で尋ねてくる。

「……ディアヴロ、どうしますか？　このまま帰ってもいいとは思います……明らかに罠わなです」

　このまま帰って〝待ち伏せされていた〟と訴えるのも間違ってはいないだろう。

　しかし、ここで対応しなければ、今後も狙われる可能性が高い。

　待ち伏せを察知できたのは幸いだ。対処しておこう。

「シェラ、そいつらの場所は？」

「あそこと、あそこと……」

　彼女が指差す場所を覚えておき、やや外して狙う。

　相手が人族なら、いきなり命を奪うようなことはしたくなかった。

　話し合いが大切だ。

　ディアヴロは杖つえを掲げた。

「《バーストレイン》！」

　空に現れた火球が、轟ごう音おんとともに爆ぜる。レベル70の範囲攻撃だ。拳くらいの大きさの炎の塊が、狙った場所へと降り注ぐ。

「うわあッ!?」

「なんだこれは!?」

　男たちの叫び声が聞こえてきた。

　何本かの木から、何者かが飛び降りてきた。

　緑色の軽装鎧よろいを身にまとい、弓を持った者たちが、次々と。

「あっ、エルフ！」

　シェラが声をあげた。

　立木の上で待ち伏せしていたのは、どうやら全員がエルフだったらしい。

　──どういうことだ？

　エルフに罠わなをかけられる理由が思いつかない。

　今、ディアヴロに恨みを持っていそうな人物は、せいぜいガラクくらいだ。彼の逆恨みを晴らすために十人以上ものエルフが手を貸すとは思えなかった。

「くっ、怪しげな術を！」

　エルフの一人が、ディアヴロに向かって弓を構える。

　見目麗しい青年だった。

　細身で、手足がすらりと長く、身長が高い。髪はきらびやかな金色で、腰まで伸ばしていた。

　胸当てだけの軽装鎧を身にまとい、その下には緑色の貫頭衣を着ている。ズボンも緑色で森に溶けこむような装備となっていた。

　一見して女性と見まがうような美貌の持ち主だ。喉仏のわずかなふくらみが、彼が男性であることを示していた。

　──見覚えがない相手だがな？

　シェラが叫んだ。

「セルシオ!?　なんでこんなところにいるの!?」

「シェラ様、我々は貴女が奴隷商人に捕まったと聞き、お助けするために馳はせ参さんじたのです！」

　他のエルフたちも次々と弓をつがえる。

　──なるほど、シェラの知り合いだったのか。

　ディアヴロは納得した。

　相手は十名ほど。シェラの見立てどおりの人数だった。

「おい、シェラ、連中は何者だ？」

「それは、そのぉ……」

　言いにくそうだった。

　セルシオと呼ばれた青年が叫ぶ。

「お前が奴隷商人か！　シェラ様を返してもらうぞ！」

「……誰に何を言われた？　俺は奴隷商人などではない」

「黙れ！　それなら、シェラ様の首についているものはなんだ!?　貴様が、世間を知らない純じゆん真しん無む垢くなシェラ様を騙だまして奴隷にしたのだろう!?」

「話にならんな」

「シェラ様は貴様ごときが……いや、誰であろうとも、隷従の首輪などを嵌はめていい御方ではないのだ！」

　セルシオが弓弦を引き絞った。

　どうやら、彼にとってシェラは大切な人物らしい。なんと〝シェラ様〟だ。

　それが隷従の首輪をつけられていたら、冷静な判断力を失うのも無理からぬことか。

　もう予想はついているが、念のために確かめておく。

「シェラは何者なのだ？」

「無礼者め！　シェラ・Ｌ・グリーンウッド様は、エルフ族の宗主国であるグリーンウッド王国の、高貴なる姫君であらせられるぞ！」
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　グリーンウッド王国──

　ゲームの設定によれば、エルフ族が自治する森深い国だ。いくつもあるエルフの国のなかで、最も古くて偉くて大きいらしい。

　設定上は鎖国気味だった。

　実際、その森の中の国を訪ねるシナリオもあるが、エルフのＮＰＣたちの態度は冷たいものが多かった。

　エルフは最も神族に近いとされており、そのプライドが排他的な雰囲気を作っている。

　ストーリークエストのなかに、グリーンウッド王家からの依頼もあった。

　代表的なものは、『エルフの王女を救出せよ！』というクエストだ。

　あれは奴隷商人ではなく、魔族に攫さらわれたという設定だったが……

　──なるほど、このエルフたちは俺から王女を救出するクエストの真っ最中ってことかな？

　すっかり悪役だ。

　ディアヴロは笑った。

　魔王ロールプレイをして、幾多の冒険者を葬ってきただけあって、悪役は燃える。

　それに、聞き出さなければならないこともある。

　今回のクエストは魔術師協会からの依頼だ。

　セルシオたちが協会の名を騙かたってクエストを出したのか？　そんな回りくどいことをするだろうか？　街で見つけたなら、その場で取り返そうとしそうなものだ。冒険者協会で挑んできたエミールのように。

　わざわざ街から離れた人ひと喰くいの森まで呼び出して、待ち伏せしていた。

　それと、クエストの依頼主は、高難度のクエストがディアヴロに回されることを知っていた。

　情報を照らし合わせると、ひとつの結論が見えてくる。

　──何者かが、待ち伏せ作戦を立案して、クエストを依頼し、セルシオたちは話に乗っただけ、か。

　そして、その何者かは……

　──なんとなく、もうわかったかな。

　セルシオが声をあげる。

「シェラ様の首輪を外すがいい、奴隷商人！」

　相手の事情はわかった。直情的で愚かしいが、シェラの身を案じての行動なら、殺すのはやり過ぎになる。

　話し合いで穏便に解決できるといいのだが……

　そう思っているのに、何度も魔王ロールプレイのせいで挑発してきた。

　しかし、人は学習するのだ。

　今度こそ、穏便に解決する一言を！

　ディアヴロが言う前に、シェラが前に出てしまった。




「あたしには、王家なんて、どうでもいいよ！」




　セルシオが困った顔をした。

「姫様……王家の皆様は、貴女のことを心配しておいでです。どうか一度だけでも国へお戻りください」

「兄さんたちが心配してるのは、あたしじゃなくって世継ぎでしょ!?　あたしに子供を産ませたいだけなんだよ！」

「重要なお役目です」

「好きなこともできないで、望まない相手と結婚させられるなんて、あたしは嫌だからね！　絶対に国には戻らない！　あたしは、自分の力で生きていくんだから！」

「しかし、今は奴隷ではありませんか!?」

「違うの！　これは召喚獣のための首輪で！　事故で嵌はまっちゃっただけで！　あたしは誰の奴隷でもないの！　ディアヴロの奴隷でもないし、グリーンウッド王家の奴隷でもない！　あたしはあたしだよ！」

「事故？　なにやら、事情があるようだ……しかし、今の貴女の姿を見たら、王家の方々は納得しないでしょう」

「誰が納得しなくても、あたしの気持ちは変わらないよ！」

「貴女は一人で生きていくには、あまりに無力すぎます。我々は力尽くでも貴女を連れ戻します」

「そ、そんな……」

　シェラが怯おびえて後ずさった。

　豹ひよう人じん族ぞくの少女が、彼女の横に立つ。

「……よく言いました……あなたにしては、上出来です」

「あ、レム」

「……国を捨てて、一人で生きていくという決意。わたしは嫌いではありませんよ」

　彼女は召喚獣のクリスタルを摑つかんでいた。

　──シェラが、異世界の魔王を呼び出そうとした理由は、力が欲しかったからだと言っていた。

　一人で生きていく力。

　しがらみに縛られない力を求めていたのだろう。

　ディアヴロは考える──

　エルフたちのレベルはいくつだ？

《バーストレイン》に驚いたくらいだから魔術への知識はない。

　しかし、遠距離から高威力の攻撃を連射してくる弓使いは、魔術師の天敵だ。

　シェラは子供の頃ですら射手としてはレベル40と評価されたらしい。その彼女を力尽くで連れて行くことができるくらいの実力者か。

　レベル60以上は確実か？

　今後、エルフたちに狙われないためには、シェラを引き渡すのが得策だろう。

　むしろ、グリーンウッド王家に貸しが作れるかもしれない。

　この異世界で暮らしていくのに不自由しないだけの報酬を要求しても、おそらく彼らは支払うだろう。

　ディアヴロは笑った。

　──まぁ、そんな解決方法は、つまらないな！

「道化どもめ」

「な、なに!?　我らを道化だと!?　奴隷商人ごときが！」

「貴様らは、間違いを三つ犯した。一つ一つ正してやろう。まず、俺は奴隷商人ではなく、魔術師だ」

「む……!?　まさか、さっきの火の雨は……」

「次に、シェラは無力ではない。今は、この俺が……手を貸しているからな」

　シェラだけでなく、レムまでがディアヴロのことを見つめた。

「ディアヴロ！　あたしのものに!?」

「……そんな」

「勘違いするな。今は気が向いただけのことだ──前に言ったな？　貴様の目的によっては、手を貸してやる、と」

「うん！　言ってた！」

「この俺を前にして、〝力尽くで連れて行く〟などとほざいた小僧に、少しばかり実力を見せてやろう」

「あ、あり……がと……!!」

　シェラが今にも泣きそうな顔をした。

　気丈に言い返していたが、本当は不安だったのだろう。その肩にレムが手を置いた。

「……もう、大丈夫です」

「うん」

　涙声でうなずいた。

　ディアヴロは魔王のように傲慢で残酷な笑みを浮かべる。

「道化ども、三つ目の過ちは、この俺を敵に回したことだ……自分たちの無力さを知り、絶望するがいい！」

　実力差が大きいと知れば、何度も取り返しに来たりはしないだろう。

　殺さない程度に怖がらせるのは、なかなか難しいが……

　セルシオたちに向かって宣言する。

「殲せん滅めつしてくれる！」

「抵抗するならば、我が弓の餌食となるがいい！」

　エルフたち全員が弓を構えた。

「一斉射！」

　なかなかの練度だ。

　セルシオの号令と共に、十本の矢が、まったく同時にディアヴロへと迫ってきた。

　背後にシェラとレムがいるので、避けるわけにはいかない。

　──まぁ、避けないけどな。

　矢は当たる直前、急激に速度を落とした。

　魔術による防御障壁と、装備《漆しつ黒こくの虚うろ》の物理ダメージ半減効果だ。

　ほとんど、攻撃は届かなかった。

　セルシオたちが驚きよう愕がくする。

「なんだと!?」

「フッ……もう少し、マシかと思ったがな？」

　どうやら、この世界では〝最強〟や〝精鋭〟でもレベル50前後のようだ。

　セルシオが狼ろう狽ばいした声をあげる。

「バカな……我らの矢を受けて、本当に無傷なのか!?」

　──レベル差だけでもないのかな？

　装備の質も低いようだ。

　ゲームなら、弓使いたちは、魔術で強化された矢を持っている。魔術付与した矢なら、物理ダメージを半減させてもディアヴロまで届いただろう。

　地面に落ちた矢を見た。

　クロスレヴェリにおいて、矢は消費するアイテムだ。射手は遠距離から強力な攻撃を放てる代わりに、弾切れが起こりうる。店で買ったり、サブクラスの技術で作製する必要があった。

　そして、当然ながら、矢の質により、攻撃力は大幅に変わるのだ。

　鏃やじりは三角形で、長さは一メートルほどの木製。後端に風切り羽根がついている。

　──店売り品のグラフィックだな。

　魔王として君臨するためには、対戦相手が使ってくる矢の効果を、グラフィックを見て判別する必要があった。

　はっきり言って、これは普通の矢だ。

「貴様ら、いつも何と戦っているのだ？　こんな矢で、何が倒せる？」

「くっ……我らを愚弄するか……!?」

「質問しているのだ。こんなものでは森の獣を狩るくらいだな？　魔族や魔獣と戦ってはいないわけだな？」

「そ、それは……当然だろう……」

　セルシオたちが鼻白む。

　なるほど、とディアヴロはうなずいた。




　──だから、この世界の者たちはレベルが低いわけか。




　前にレムが言っていた言葉を思い出した。

〝強力なモンスターに挑んで、死んでしまったら、なにも残りません〟

　その通りだ。

　この世界では、死んだら終わり。

　ゲームのように、レベルダウンのペナルティを受けただけで、最後に訪れた街からやり直し──などという救済措置はないのだ。

　例えば、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリが『死んだらプレイヤーも死亡』などというデスゲームだったら、誰が人ひと喰くいの森に挑むだろうか。

　適度な狩り場まで、片道で半日もかかるとしたら、誰が毎日のように訓練に行くだろう。

　しかも、帰りも徒歩だ。帰還呪文はない。

　運営のつぶやきによるヒントもなく、攻略サイトでの情報交換もない。

　生きていくだけなら、強力なモンスターを避け、森の獣を狩っているだけでいいのだ。

　普通の弓矢で生きていける。

　魔術についても同じだ。

　威力はあるが、ひとつ間違えたら殺されてしまう元素魔術より、盾になってくれる召喚獣のほうが安全だ。

　たった一つしかない自分の命が懸かっていたら、人は安全で安心で安易な選択をする。

　当然のことだった。




　セルシオが丁寧に一本の矢をつがえる。

「くっ……化け物め……樫かしの矢が通じないとあらば！」

　全体的に緑がかった矢だった。

　特徴的なのは鏃やじりの部分で、ドリルのような円えん錐すい形けいになっている。鏃部分から緑色の気流が発生しており、セルシオの髪をなびかせた。

　ディアヴロは感嘆の声をげる。

「ほう、《突風の矢》か」

「なぜ知っている!?」

　ゲームで魔王をしていたときに、何度も使われたからだ。

　あれは物理ダメージ減少の効果を無効にできる。よく《漆しつ黒こくの虚うろ》対策に挑戦者が持っていた。

　魔術でしかダメージが与えられないモンスターにも有効なので、レベル50前後の弓使いにとっては定番中の定番だ。

「悪くないぞ、《突風の矢》であれば俺にダメージを与えることができるだろう」

「当然だ！　この矢は陛下より賜りし秘宝！　全てを穿うがつ至高の矢だ！　どのような魔術を使っているか知らないが、貴様の邪悪な性根ごと貫いてくれる！」

　弓弦が引き絞られた。

　──正直、受けたくないけどな。

　セルシオはレベル50くらいか。

　放つまでに時間をかけているから、おそらく武技《チャージシュート》で威力を上乗せ。

《突風の矢》なら、確実にダメージを受ける。

　痛いだろうな。

　しかし、それだけやっても大ダメージを与えられないとなれば、実力差を思い知ることだろう。

　ディアヴロは不敵に笑う。

　内心は注射を待つ気分だった。

　セルシオが叫ぶ。

「貫けッ!!」

《突風の矢》は緑の軌跡を残しながら、先ほどの矢の数倍の速さで迫った。

　他のエルフたちが、行け！　貫け！　と念をこめる。

　レムとシェラが、ディアヴロの名を呼んだ。

　ディアヴロは回避しない。

《漆しつ黒こくの虚うろ》のダメージ減少効果は無効にされ、矢の速度はわずかにも落ちなかった。

　──こんなん、生身で受けたら、背中まで抜けるだろうな。

　腹部に痛みが走る。

　予想していた刺すような痛みではなく、拳で突かれたような、響く痛みだった。

「ぐっ……」

　乾いた音が地面であがる。

　緑色の矢はディアヴロに突き刺さらなかった。地面に転がっている。

　エルフの連中から、悲鳴にも似た声があがった。

　レムとシェラが抱き合うようにして喜ぶ。

「……さすがです」

「よかったー!!」

　そして、セルシオは目を見開いて震えていた。

「……どうしてだ……陛下から賜りし矢が、効かない、だと？」

「フッ……矢は悪くないが、貴様の腕が悪いのだ」

　セルシオの顔が、歪ゆがむ。

　人は追い詰められると笑うのだな、とディアヴロは思った。

「な、なんなんだ、お前は……本当に魔術師なのか？　奴隷商人という話は……なんだったんだ？」

「誰に吹きこまれたのか知らんが、俺は奴隷商人ではないし、ただの魔術師でもない」

「……やはり……お前は、なんだ？」




「恐怖とともに心に刻むがいい。我が名は、ディアヴロ。異世界の魔王だ」




　セルシオたちの背後──森に向けて《フリージア》を放つ。

　ごうごうと風が鳴った。

　氷のエフェクトが舞い散る。

　魔術の冷気で人ひと喰くいの森が凍りついていった。

　美しい氷の花が開く。

　近くにいたモンスターたちが、慌てて逃げ出した。森から飛び出してくる野獣もいる。

　沼に逃げこんだのは《マダラスネイク》か。クエストは罠わなだったようだから、もう必要ないが。

　他にも、何十メートルもある野獣が、悲鳴をあげながら逃げていく。

　人族よりも野獣のほうが危険に対しては敏感らしい。ディアヴロに向かってくるものはいなかった。

　セルシオたちが、その光景を見つめながら、地面にへたりこんだ。彼らの様子から戦意が失われているのを確認する。

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を下ろした。
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　凍りついた森から、野獣以外の者が転がるように出てきた。

　ローブを着た男だ。

　針金のように手足の細い、神経質そうな顔立ちのそいつは、ガラクだった。

　彼は戦意喪失しているセルシオを怒鳴りつける。

「おい！　お前たちはエルフ族の精鋭部隊じゃなかったのか!?　矢の一本も当てられないとはどういうことだ!?　これだから亜人はッ!!」

　──やっぱりか。

　冒険者協会でガラクの姿を見たときから、気にはなっていたが……

　なにが彼を突き動かしているのか、まったく理解できなかった。

　いずれにしても、〝お仕置き〟が足りなかったらしい。対人コミュニケーションは難しいものだ。

　ディアヴロは不機嫌そうな声色を作る。

「おい、小物……貴様が、こいつらをけしかけたようだな」

　ガラクが後ずさる。

　実力差は理解しているようだ。

「ううぅ……いや、その、僕は……ただ、こいつらが探してるエルフの王女が、ここに来ると教えてやっただけで……」

「俺のことを奴隷商人だと思いこんでいたようだが？」

「か、勝手に勘違いしたんだ！　亜人は頭が悪いからな！」

　ここにいるのは、ガラク以外の全員が亜人なのだが。

　こいつは、正常な思考を失っているのか？

「ふんっ……まあいい、小物よ。二度と俺に関わろうとするな。次に刃向かえば、容赦なく消し飛ばすぞ！」

　強めに脅した。

　ガラクが震えあがる。

　──これで大人しくなってくれるといいけどなあ。

「わ、悪いのは、貴様じゃないのか!?」

　意外にも、ガラクが反論してきた。

「ほう？」

「だ、だいたい、レム様だって悪いのです！　貴女は特別な人なのに、どうして混魔族デイーマンやエルフごときと一緒にいるのですか!?」

　レムが嫌そうな顔をした。

「……わたしも、豹ひよう人じん族ぞくです。人間ヒユーマンの亜人差別には辟へき易えきしています」

「いや、貴女のことはセレス様も認めている！　いわば、人間ヒユーマンのようなものです！」

「……迷惑な話ですね……なんにしても、あなたなんかに、わたしの交友関係を責められる謂いわれはありません」

「貴女は魔術師協会にとって！　いや、世界にとって大切な方なのですよ!?　それが、こんな！　自覚と自制を持つべきだ！　もっと家柄がしっかりしており、将来を嘱望された人物とだけ付き合うべきだ！　僕のような！」

「……はっきり言って、迷惑だし気持ち悪いです」

「があッ!?」

　ガラクがうめく。

　レムが相手を睨にらみつけた。

「……あなたの行動は、さすがに目に余ります……魔術師協会の名前を使ったからには、セレスは知っているのでしょうね？」

「う、ううぅ……違う……僕は……僕は間違っていないッ!!」

　ガラクが走り出した。

　これで人ひと喰くいの森にでも突っこんでいったら、少し面倒なことになるところだったが、しっかり街へ向かっているあたり、たいしたものだった。

　レムがディアヴロたちに謝罪する。

「……どうやら、わたしの事情に巻きこんでしまったようです。すみません」

「気にするな」

　恨みを大きくしたのは自分だ、とディアヴロは思う。ああも面倒な奴だとは思っていなかった。

　損得を考えれば、もう関わらないのが一番だし、当然、そうするだろうと考えて、あれこれやってきたのだ。

　──対人コミュニケーションって、本当に難しいな。

　シェラが、へたりこんでいるセルシオの前に立つ。手を伸ばせば届くほどの距離だったが、もう相手には彼女を〝力尽くで連れ戻そう〟などという気力はないようだった。

「大丈夫？　帰れるわね？　この森は危ないトコらしいから、気をつけて」

「あ、ううぅ……」

「それで、兄さんに伝えてくれる？　あたしは絶対に戻らないって。あたしは、兄さんのものじゃなくて──今は、ディアヴロとレムの仲間だから！」

　返事を待たずに、シェラが踵きびすを返した。

　頰ほおを上気させている。

　そして、「帰ろ！　帰ろ！　お腹、減っちゃった！」と笑った。

　レムがため息まじりに。

「……いつ仲間になったのですか？」

「あたしのこと気に入ったって言ったじゃん？」

「……言ってません。その決意は嫌いではないというだけの意味ですから」

「あれ、照れてる？　頰、赤くない？」

「くっ……このバカシェラ！」

「なんなの急に!?」




　──俺が、仲間？




　ディアヴロは固まっていた。





†






　宿屋に戻って来た。

　冒険者協会へ報告して夕飯を取ってと、あれこれ済ませていたら、すっかり夜だ。

　蠟ろう燭そくの灯りだけが揺れる部屋で、ディアヴロは座りこんでいた。

　本当はベッドで横になりたいくらい疲れていたが……

　ベッドは一つきりなので床に座っている。

　部屋にいるのはシェラだけだ。

　彼女はベッドに腰掛けて、ときどき、ちらちらと、こちらを見ていた。

　──なんだこれ？

　女の子と二人きりなんて間が持たない。

　困った。

　こんなときに頼りになるレムは、魔術師協会からの使者に呼ばれて、セレスのところへ行っている。

　おそらく、ガラクの件だろう。

　ディアヴロたちは報告で彼の名前を出さなかったのだが……そもそも、クエストを依頼したのがガラクだということは、受付嬢が知っていた。

　魔術師協会に無断で組織の名前を使ったら、重大な問題になるのは当然だ。それらについて、セレスから謝罪があるのだろう。

　レムだけが向かったのは、こちら側の配慮だった。

　ディアヴロが行くと、不必要に相手を怖がらせてしまう。戦士エミールを突き飛ばし、冒険者協会会長ギルドマスターのシルヴィから評価規格外と判定されたことは、もう知れ渡っていた。

　そのうえ、この外見と言動だ。

　ものすごく申し訳なさそうな顔をしたレムに──

「あの……ディアヴロが行くと、セレスが必要以上に深く謝ってしまいそうなので……わたし一人で行ってきます」

　などと言われてしまった。

　──まぁ、コミュニケーションは苦手だから、助かるけど。

　しかし、シェラの様子がおかしい。早く帰ってきてくれないかな、レム。

　また、こちらを見ている。

　ディアヴロは耐えきれずに、声をかけた。

「なにか用か？」

「ひゃっ!?　あ、あの……ヘビ、大きかったね！」

「ん？」

　少し考えて、思い至った。

「ああ、《マダラスネイク》か」

「クエストが罠わなじゃなかったら、あれと戦ったのかな？」

「レムの召喚獣で誘き寄せて、俺の魔術で仕留めるというのは、なかなか悪くない段取りだったな。まぁ、あの周辺を凍らせてしまうという手もあったが」

　ゲームのフリージアは、あそこまで広い範囲に影響を与えなかった。

　魔術を使うときに、科学知識を使ってイメージしているせいか。あるいは、ゲームのほうが控えめに表現していたのか。

　気がつくと、ベッドから降りて、シェラが近付いてきた。

「うんうん、ディアヴロの魔術、すごかったね！」

「まぁ、当然だな……レベルについて、少しわかったことがある。この世界の連中は、死なないように暮らしてるんだ。無駄な苦労をせず、なるべく安全にな」

「普通はそうじゃない？」

「俺は、死ぬことがあっても早くレベルアップできるよう、効率を最優先にしてきた。そういう世界にいたんだ」

「ディアヴロのいた異世界の話？」

「うむ。だから、レベル差が開いている。人族だけが弱いのか、モンスターも弱いのかは、まだわからんが……フリージアを使ってみた印象だと」

「あ、昼間の氷の魔術だよね？」

「そうだ。あのときの野獣たちの反応からすると、俺の知っているものよりは弱そうだ。あれらも、また命が惜しいのだろう」

　シェラが不思議そうな顔をした。

「ディアヴロは命が大切じゃないの？」

「無為に捨てようとは思わない」

「ねえ、お腹、痛くない？」

「なに？　べつに変な物は食べてないが……ああ、もしかして、昼間に矢を受けたことを気にしているのか？」

「だって、セルシオの矢は、グリーンウッド王家の宝だもん。すごい矢だって聞いてたし、ディアヴロだって、少し痛そうな顔したでしょ？」

　他の者たちは、矢が刺さらなかったことに驚くばかりだった。

　彼女は顔色まで気にしていたらしい。

「俺の装備にはＨＰ生命力……あ、いや……傷を治癒する効果があるのだ。もう問題ない」

「そうなんだ!?　すごいね！」

　たしかに、充分に強い。召喚されたばかりのときに感じていた不安は、ほとんど解消された。

「この世界で生きていくだけなら、まぁ、野獣でも狩っていればいいだろうな。しかし、それだと魔王クレブスクルムは倒せない」

　シェラが息を吞のんだ。

　やはり、魔王の名前は、この世界の住人にとって恐ろしいものなのか──と思ったが、少し違ったようだ。

　シェラの表情は沈んでいた。

「やっぱり、ディアヴロは……レムを選ぶの？」

「どういうことだ？」

「だって、昨日の夜から、ディアヴロは、レムのことばかり見てるよ？」

「……そんなつもりはなかったが」

「レムは魔王クレブスクルムに、すごく拘こだわってるでしょ？　いつ、どこで復活するのか、ぜんぜんわからないのに」

「あ、ああ」

　たしかに、普通の人からしたら、まだ復活さえしていない魔王に執心しているのは、奇妙に感じられるのだろう。

　シェラはレムの中に魔王の魂があることを知らない。

「ディアヴロも、魔王を倒すことを考えてる！　やっぱり、レムを選ぶの!?」

「お、おい!?」

　彼女がすがりついてきた。

　押し倒されるような格好になる。

　逃げようにも、すぐ後ろは壁だった。扉も窓も遠い。

　シェラが真剣な顔をしている。

「あたしには、ディアヴロが必要なの！」

「う、うむ……」

「ずっと黙ってたけど……あ、あたし……エルフの国の姫なんだ」

　──知ってるよ！　そういう話を昼間にしてただろ！　実は会話についてきてなかったのか!?

　行く末が心配になるほど、回転の悪い子だった。

「セルシオが言っていたな」

「あ、うん……そうだっけ？　そうだったかな？　そうだね！　そのせいかわからないけど、エルフなのに、胸がね」

　恥ずかしそうに、シェラが胸のふくらみを両手で寄せる。

　強調された双球が、衣服を押し上げて、布の合わせ目からは、やわらかそうな谷間が見えた。

「うお……そ、それは、王族の特徴だったのか？」

「どうだろ？　お母さんは違ったけど。なんか珍しいんだって」

「そうか……すごいな」

　なにを言っているか、自分でも、よくわからなくなってきた。

「エルフなのに、こんなだから、変な目で見られるし……兄さんは、子作りのことばかり言うし……」

「待て。おい、世継ぎというのは、兄と作るものなのか!?」

「そう言ってたよ。王族は王族と結婚して、より濃い血を残すんだって」

「神族に近いとかいう？」

「うん、よくわかんないけど……でも、だからって、兄さんてば〝シェラは子供を育ててくれればいい〟とか〝子供は三人は欲しい〟とか、そんなことばかり言うんだよ!?」

「実の妹にか……」

　──現代日本だったら、事案発生だな。

「ひどくない!?」

「それが嫌で、貴様は国を出たのか」

「半分はね。あとの半分は、自分になにができるのか、どこまで行けるのか、知りたくなったから」

「まだ途中だな」

　シェラがうなずいた。

「うん、だけど……ディアヴロがいなかったら、連れ戻されてたよ」

　セルシオたちは、決して弱くはない。

　もしも、シェラ一人だったら、あっさり捕まっていただろう。

　彼女は怯おびえている。

「今日は、ありがとう」

「あ、ああ……」

　震えているのが、伝わってきた。

　子供が親に甘えるみたいに、抱きついてくる。

　ディアヴロは床に倒れこんだまま、胸に彼女のふくらみが押しつけられるのを感じていた。あたたかい。

「でも……ディアヴロがレムを選んじゃったら……あたしは……」

「仲間じゃなかったのか？　貴様、そう言っていただろう？」

「言ったけど……そしたら……」

「ん？」

「ディアヴロは恐い顔したまま……なにも言ってくれなかったから……レムは、笑ってくれたけど……」

　それは、仲間なんて言われたことがなかったから、思考が硬直していたわけで！

　──嬉うれしかった。

　なんて素直に言えたら、コミュニケーションで苦労していない。

　恥ずかしいし、魔王的にどうなんだ？　仲間と言われて喜んで、威厳は保てるのだろうか？

　しかし、このままシェラを不安にさせておくのは、よくない。

　まだレムを選んだつもりはないし、シェラから離れるつもりもなかった。それを伝えるには？

　──ひとまず、身体は離したほうがいいかな。

　ずっと、シェラのやわらかいふくらみが押しつけられて、柑かん橘きつ系けいの果実の香りに鼻び腔こうをくすぐられる。

　やわらかな髪が、ディアヴロの手をなでていた。

　──こんな状況で、まともに思考が働くか！

　彼女を離して床から起き上がろう、と手で押そうとする。

　タイミング悪く、シェラのほうが身体を起こした。

「あ、ごめんね、ずっと乗っ──」




　むにょん




　ディアヴロの手が、双球を押してしまう。

　違うんだ。

　これは、シェラを押して離そうと……いや、シェラを押してはいるのだが、肩を……

　そう、自分は肩を押そうとしたのであって。

　シェラが顔を真っ赤にした。

「あ……うぁ……!?」

「い、いいか、貴様！　聞け！」

「うん!?」

「俺は魔王だ！　だからして、仲間などというものは、持たない！」

　言っている間に、手を離せばいいのだが……

　今朝は寝ているところを上からだった。それでも、ものすごかったのに、今は下からだ。ふくらみを重力に逆らって持ち上げることにより、感触は二倍にも三倍にも威力を増して、圧倒的な存在感を誇っていた。

　つまり、お肉に、指がうまる！

　服のうえからでも！

「ふぁんっ」

　鼻にかかったシェラの声が、脳髄に響いた。

　──あ、いかん、いかん！　仲間について語っているのだった！

「い、いいか？　俺はレムを選んでいない！」

「ほんと!?」

「当然であろう！　魔王が、そう簡単に、貴様らの意のままになると思うな！」

　言いながらも、手のなかで、ふくらみを弄んでしまう。

　指を動かすと感触も変わるのだ。

　そして、シェラがビクッと反応した。

　今朝みたいに、ダメダメ！　と怒らない。

「あ……んっ……やぁ……」

「えっと……俺は魔王であるからして……」

「んくッ、ふぁんッ、や……そ、そこ、さわったら、変な気分に……なっちゃうから……ダメなのに……」

「へ、変な気分だと!?」

「うん……なんか……切なくなっちゃうの」

　ぐりぐり、と下腹部に刺激があった。

　鷲わしづかみしているふくらみから、ついっと視線を下ろすと、シェラが腰をゆすっていた。

　ディアヴロにこすりつけるように、ぐりぐりと。

「うおっ!?」

「ひゃうッ……つ、強くしたら……ッ……んくっ……だ、だめだよぉ……」

「し、しまった！　痛かったか？」

　かなり力を抜いているつもりだったが、今の自分はレベル１５０だ。敏感な部分に対しては、細心の注意を払わないと。

　──いや、違うんじゃねえの？　そもそも、敏感な部分を刺激しちゃマズイんじゃねえの？

　シェラが目尻に浮かんだ涙を、指先でぬぐった。

「ううん、痛かったんじゃないよ……なんか、ビクッてなっちゃっただけ……ね、ねえ、もしかして、ディアヴロも、おっぱいが好きなの？」

「は!?」

「だって、あたしのこと見るとき、いつも、おっぱいを見てるでしょ？」

「あ、いや……目立つからであるからして……」

　めちゃくちゃバレてた。

「最初はね、ちょっと困ったけど……ディアヴロなら……」

「なぬん!?」

「い、痛くしないなら……いいよ？」

「ッ!?」

　自分の喉が渇いて、そこを空気が通る音がした。

　シェラが見つめてくる。

「えへへ……レムのより、大きいでしょ？」

「そりゃ、まあ……」

「大きいのって、さわってみたくなるよね？　ディアヴロなら、さわってもいいよ！」

「いや……それは……」

「あっ、んっ……」

　──マズイんじゃねえの？

　などと思いながらも、全く理性は仕事をしない。しっかりと重量感のあるふくらみを、なでて、もんで、さわりまくってしまう。

　シェラの甘えた声を聞きながら。

　そのうち手のなかに、ツンと固い感触を得た。

「こ、これは……？」

　服のうえからだが、そっとつまむ。

　シェラが背筋を震わせた。

「んはあああああああ──────────ッ！」

　びくん、と彼女が跳ねる。

　彼女の体温が上がっていることが、腰のあたりに伝わってきた。

　シェラが瞳を潤ませて、見つめてくる。

「ねぇ……ディアヴロ……」

「な、なんだ？」




　ふと、凍りつくような視線を感じた。




　人ひと喰くいの森の野獣たちにも感じなかったほどの、恐ろしい気配だ。

　ゆっくりと、ディアヴロは眼球を動かす。

　視界の端には、開け放たれた扉。

「あ……う……」

　魔王ロールプレイなど不可能なほどの、威圧感だった。

　とろん、と惚ほうけた表情のままシェラも顔を向ける。

「あ、レムだぁ～」

　扉を開けたところには、なぜか両手に爪付きの手甲を装備したレムが立っていた。




「……どうせ……わたしは……小さいです！」




　──その会話から聞いてたのか。

　このあと、ディアヴロとシェラは二人して、ひたすらレムに謝った。





第三章　世界を救ってみる







　翌日──

　朝早くから、ディアヴロたちは冒険者協会へと呼ばれていた。

　カウンターの奥にある、協会会長ギルドマスターの執務室だ。

　ディアヴロは革のソファーに腰掛けている。シェラは隣に座っているが、レムだけは立っていた。

　大きな執務机に、小さなシルヴィがいる。

「連続で悪いんだけど、ディアヴロさんをご指名の依頼だよ」

「また罠わななのか？」

　昨日は初クエストを受けたはずが、エルフたちの待ち伏せを受けた。

　ディアヴロだから撃退できたが、普通ならシェラを奪われ、下手をすれば殺されていたかもしれない。

　今回も無傷で済むとはかぎらなかった。

　シルヴィが笑う。

「警戒するのは当然だけど、今度のは大丈夫だよ。なんせ魔術師協会の長が依頼主だからね。僕が本人から受けたから、確実だよ」

　どうやら、依頼主はセレスのようだ。

　ディアヴロは、レムへと視線を向けた。

「昨日は、どんな話をしたのだ？」

　気になっていたが、昨夜はあんなことがあったせいで聞けていなかった。

　レムは表面上は普段どおりだ。やや声が硬い気もするが。

「……昨日の件について謝罪されました。慰謝料を出したいと言われたので、それは断ったのですが」

「ふむ、だとすると、慰謝料の代わりの依頼か」

　シルヴィが依頼の概要について教えてくれる。たしかに、手間の割には報酬が高いように思えた。

「……まったく、セレスは」

　レムがため息をついた。

「そう無む下げにすることもあるまい？」

　シェラが声を弾ませる。

「割りのいいクエストなら、大歓迎だよ！」

　しかし、レムには違う考えがあるようだった。

「……わたしは、セレスに借りを作りたくありません。普通の依頼ならば受けますが、こんなに報酬が高すぎるクエストは、お断りです」

「でもさ、ディアヴロを指名した依頼なんでしょ？　だったら、レムが手伝っても借りを作ることにはならないんじゃないの？」

「……あなたにしては考えてからしゃべっていますね」

「すごいでしょ！」

「……そういう言い訳まで含めて用意してあるところが、セレスらしいのです……わたしは行きません。あなたたちは仲がいいようですし、二人で行ってくればいいでしょう」

　──仲がいい？

　シェラが顔を赤くする。

　レムが唇を尖とがらせた。

「ぺたんこのわたしよりも、胸に無駄肉のついたシェラのほうがいいんでしょ」

　──ああ、やっぱり、まだ怒ってるのか。

　レムは静かに深く、そして長く怒るタイプらしい。

　冷めるまでには、まだ時間がかかりそうだった。

　そのせいもあってシェラとしては一緒に行きたいようだが。

「そ、そんなこと言うなら、あたしとディアヴロだけで行っちゃうからね!?　本当に行っちゃうんだからね!?」

　──まぁ、この依頼で儲もうけた金を宿代としてレムに払えばいいか。

「ふんっ……来たくないのなら街にいるがいい」

「……そうします」

　レムが拗すねたようにつぶやいた。

　シルヴィが手を叩たたく。

「よし！　シェラちゃんとディアヴロさんで行くんだね？　じゃあ、そういうことで！　よろしくね！」

　はい、と依頼書を渡される。

　文字は読めない。

　ディアヴロはレムに渡しかけて、シェラへと差し出した。

　彼女は嬉うれしそうにクエスト内容を読みあげる。

「えっと、えっと……ウルグ橋きよう砦さいへ……差し入れの配達、だって」

「意味があるクエストとは思えんな」

　シルヴィが苦笑した。

「どうにかしてキミたちに慰謝料を渡したいっていうセレスさんの苦労が垣間見えるね」

　レムの抱える裏事情に気遣っているのか。

　あるいは、セレスが前に言っていた〝レムのことを妹のように思っている〟という気持ちの表れかもしれない。

　お姉さんというよりも、お小遣いを渡したがるお祖ば母あちゃんのようだけれども。

　そして、思春期の女の子は難しいのだ。

　レムが不機嫌そうな声で言う。

「……彼女は、こんな、あからさまに簡単すぎるクエストで、わたしが納得して報酬を受け取ると本気で思っているのでしょうか。安く見られたものです」

　ディアヴロとしても、いまいち気乗りしなかった。

「俺が出向く価値があるとは思えんな」

　シェラが慌てて。

「えー!?　一緒に行こうよ！　あたし、一人は嫌だからね!?」

「危険なモンスターが出るとも思えんのだが」

「一人が嫌なの！　行こうよー!!　いーこーうーよー!!」

　子供か。

「仕方のないヤツめ……まぁ、受けた以上は、行くとするかな」

「やった！　それじゃあ、すぐ行こう！　あたしたちの初クエストだね！」

「昨日のはなんだったのだ？」

「だって罠わなだったじゃん！　あんなのクエストじゃないよ！　これは、やり直し！」

「ふむ、まぁ、そういう考え方もあるか」

「……セレスは甘すぎます」

　レムがため息をつく。

　シルヴィが三人の様子を眺めて、楽しげに笑っていた。
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　周囲には見渡す限りの草原が広がっていた。

　轍わだちの残る土の道を、ディアヴロはシェラと二人で、ウルグ橋きよう砦さいを目指して歩いている。

　シェラの手には、差し入れの葡ぶ萄どう酒しゆがあった。

　彼女があれこれと話して、ディアヴロはたまに相づちを打つ。

　脱線しがちな話題が、レムのことになった。

「レムはさ、すごいよね！　あたしと同い年くらいなのに、ちゃんと冒険者を一人でやってるし、召喚士としてのレベルも高いし、自信あるし！」

「自信ならば貴様もあるのではないか？」

「あたしは天才だからね！　でも……自信は、ないよ？　天才っていうのは、そう言われてただけで……だから、あたしは本物の自信をつけたいんだ」

「ふむ」

「ディアヴロ、手伝ってね？　あたし、もっとおっきくなるから！　今のうちにあたしに恩を売っておくと、たぶんお得なんだからね！」

　胸を張る。

　それ以上大きくなるのか──と考えかけて、その思考を頭から追い払った。

　昨夜の感触を思い出しそうになり、視線をシェラの胸から引き剝はがす。

「努力するがいい」

　それだけ言うと、シェラが元気よくうなずいた。

　彼女には才能があるようだ。せっかくなら、自立心のある冒険者になってほしい。

　上級者にくっついて労せず報酬のおこぼれを貰もらうような者は、好ましくない。そういうヤツはゲームだと〝寄生プレイヤー〟と蔑まれる。

　シェラには、ディアヴロやレムに頼り切るのではなく、自分なりに考えて行動できる一人前の冒険者になってほしいと思った。

　そんなディアヴロの願いを知ってか知らずか、シェラは暢のん気きなものだ。

「天気いいね～、でも、ただの配達なんてつまんないね」

「たしかにな」

　これではクエストというより、ただのお使いだ。

　レベル１の冒険者なら、ちょうどいいかもしれないが、ディアヴロはレベル１５０ほど。シェラとてレベル30の魔術師だ。まだ魔術は覚えていないようだが。

　少々どころではなく退屈だった。

　──《乱入》でも起これば出番もあるかな？

　乱入というのは、低レベルクエストに高レベルモンスターが現れることを言う。そういうシナリオの場合もあるし、運悪く通りかかってしまうこともあった。

　プレイヤーたちからは歓迎されないアクシデントだ。

「あっ！　見えた！」

　シェラが指差す。

　ウルグ橋きよう砦さいだった。

　この異世界に召喚された日には、警備兵に呼び止められるという、あまりよくない思い出がある。

　昨日も通ったし、もう大丈夫だろうけど。

　頭の角を軽く触りながら思う──世間の様子を見ていると、この角がトラブルの原因になることが多いようだ。

　しかし、今さら〝実は飾りなんだよ〟と言って外すのは……タイミングを失っていた。

　小走りになったシェラを追いかけるうち、ようやくウルグ橋砦に辿たどり着く。

　地面が轍わだちの残る土の道から、整備された石畳へと変わった。

　ウルグ橋砦には、川の東西を結ぶ石橋がある。

　そして、街から向かうと、橋の前に警備兵たちの詰め所となる砦とりでがあった。

　西から来る敵は橋の上で迎え撃ち、東から来る旅人は橋を渡る前にチェックするというわけだ。

　その砦が、なにやら騒がしくなっていた。

　警備兵の数が、明らかに多い。

「なんだろ？　お祭りかな？」

「そうは見えないな」

　集まっている警備兵の様子は、穏やかではなかった。

　全員が武器を持っているだけでなく、鎧よろいまで身につけている。緊張感が漂っているのがわかった。

　ディアヴロたちが近付いていくと、殺気立った警備兵たちが武器を構えた。

「ま、魔族だ！」

「なんで街のほうから!?」

「お、おのれ！　やるぞ！　俺はやるぞ！　うぉぉぉおぉぉ──ッ!!」

　今にも剣で斬りかかってきそうだ。

「な、なに……？」

　シェラが怯おびえて身を固くする。

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を突き出した。

「なんだ、貴様らは？　俺は魔族などでは──」

「か、覚悟しろ！」

　警備兵の一人が、ハルバードを構える。突撃系の《武技》を使ってきそうだ。

　昨日は、魔族だなどと疑われはしなかった。今は魔族だと決めつけられて、攻撃までされそうな勢いだ。

　状況の不可解さに釈然としないまま、ディアヴロは迎撃の魔術を使おうとする。

　そのとき、警備兵の一人が走りこんできた。

「待て、待て！　違う！　この人は混魔族デイーマンで！　レムさんのお連れの方だ！」

　はねた短い茶髪と、幼げな顔立ちに見覚えがあった。

「貴様は、一昨日、俺を呼び止めた者か？」

　彼は緊張した面持ちでうなずく。

「は、はい。ボリスといいます。その節は失礼しました」

「この俺を魔族ごときと間違えるとは……ずいぶんと気が立っている様子だが、なにがあった？」

「実は、巡回からの報告を聞いて、みんなピリピリしてるんです」

「報告だと？」

「は、はい、その……なんと言ったらいいのか……こんなことを言っても、信じられないとは思いますが……」

　ボリスは口にしながらも、どこか自分の言葉を疑っている様子だった。

　彼が西を指差す。




「一〇〇体を超える魔族の大軍が、この橋きよう砦さいに向かっているらしいのです」




　ディアヴロにも、にわかに信じがたい報告だ。

　──一〇〇体を超える魔族だと？　大軍で攻めてくる？

　そんなイベントは聞いたこともない。

　魔族というのは、一体一体が人族の冒険者よりも数倍は強く設定されている。登場する場合は、どのシナリオでも中ボスか大ボスという扱いだ。

　少なくとも、ダンジョンを探索中に、ひょっこり遭遇するような相手ではない。

　パーティー六人がかり、あるいは複数パーティーが協力して総掛かりで一体の魔族に挑むのが、ゲームでは普通だった。

　このエリアの魔族ならレベル90くらいか？

　それほど強い敵が、一〇〇を超える軍団で向かってきているというのか。




　ゲームではありえない大規模な《乱入》が起ころうとしているらしかった。
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　ウルグ橋砦は二つの箱形の建物を、石のアーチで結んだような形をしている。ぱっと見は城門にも似ていた。

　その箱形の建物は広くて、警備兵たちの多くは、いつもそこで生活している。

　しかし、今は装備を整えて一階に降りてきているため、狭苦しい。

　兵たちは故郷を想ったり、自分を鼓舞したり、迫り来る死に涙したり……絶望的な相手を前に、様々な感情の発露を見せていた。

　シェラがボリスに差し入れの葡ぶ萄どう酒しゆを渡したので、もうクエストは達成している。

　街に引き返してもいいのだが……

　──放っておいたら、ここは全滅だろうな。

　そして、やがては街まで魔族は侵攻してくるだろう。

　妙な話だ。

　ファルトラ市には結界がある。たとえ魔族が攻めてきても、門を閉ざせば入ってこられないはずだった。

　無意味な遠征のために、魔族が一〇〇体も集まるものだろうか。

　隣で、シェラが震えていた。

「ディアヴロは、魔族って、見たことある？」

「当然だ」

「魔王だもんね！」

「まぁ、そうだな……」

「強いでしょ？」

「一対一なら、問題ないがな……一応、確認しておくが──この世界では、人族に害をなす存在をモンスターと呼ぶよな？」

「うん。人を襲う野獣とか、あとは魔族や魔獣をね」

「今は魔獣のことは置いておくとして、魔族というやつは、人族と姿形は似ていることもあるが、まったく別の生き物だ。合っているか？」

　このあたりは、さすがエルフの王族だけあって、シェラも詳しいらしい。

「そうだよ、魔族は魔王の眷けん属ぞくなんだ。そして、人族は神族の末まつ裔えいなの。だから、まったく別の生き物なんだって。今の魔族は魔王を復活させるために、あれこれ動いてるみたい」

「ふむ……」

　そのあたりは、ゲームと同じか。

　だとすると、魔族たちの狙いはレムの可能性が高い。

　どこからか秘密が漏れた？

　あるいは、魔力を感知した？

　レム個人を特定したわけではなく、ファルトラ市に魔王クレブスクルムの魂があると感じたとか、その程度かもしれない。

　迂う闊かつに情報を漏らさないよう注意しなくては。

　──しかし、一〇〇体か。いくらレベル１５０の自分でも、まともに戦ったら厳しいな。

　急いで街に戻るべきか？

　どうせ、魔族は街には入れないのだし。

　魔術師協会からの差し入れである葡ぶ萄どう酒しゆを持って行ったボリスが、なにやら手紙を持って戻ってきた。

「あの、これ！　感謝の返事です。受け取りの証明になるかと」

「貴様は正常か？　今にも、一〇〇体の魔族が来るというのに、葡萄酒の礼だと？」

「はは……そうですね。緊張感がないって言われちゃうかもしれませんけど……もしも、今日が最期の一日だとしたら、ちゃんと生きたいと思いまして」

「ふむ」

「ディアヴロさんたちは、早く街に戻って下さい」

「貴様らは撤退しないのか？　ファルトラであれば、結界があるのだから、魔族は入ってこれまい？」

「いや、俺たちが撤退したら、街の外で畑仕事をしている人たちや、足の遅い旅人が困るでしょうから……みんなが街に逃げこむ時間を稼ぐのが、俺たちの仕事です」

　あの警備兵たちは、そんな気持ちで戦いの準備をしていたのか。

　シェラが涙ぐんでいた。

「ディアヴロ……なんとかできない？」

　──仕方がないか。

《天てん魔まの杖つえ》で、カツン！　と石畳を突いた。




「小僧、残念だが、貴様の覚悟は無駄になるぞ。今日は最期の一日などではないからな！」




「えっ!?　な、なにを……ディアヴロさん？」

　そして、魔族が現れた。

　ウルグ橋きよう砦さいの警備兵たちが、悲鳴にも似た声をあげる。

　ディアヴロは石橋を渡った先へと視線を向けた。

　黒い集団がいた。

　ゆったりと近付いてくる。

　その連中は、どこかに獣のような特徴を持っている者たちだった。

　例えば、顔面が牛のようだったり。

　手の代わりに蹄ひづめが生えていたり。

　ありえないほど巨大だったり。

　肌の色が暗い青だったり。

　その集団は、みなバラバラな容姿にもかかわらず、異形という点で共通していた。

　先頭にいるのは、指揮官だろうか？

　全身を真っ黒な鎧よろいで固めた騎士のようだった。手には円えん錐すい形けいの大きな馬ば上じよう槍そうを持っている。

　一人だけ魔獣に乗っていた。馬くらいの大きさの竜に似た魔獣だ。

　──竜騎士ドラゴンナイトってところか。

　ゲームだとプレイヤーでも、飼い慣らした特殊な魔獣に乗ることができるらしい。

　ディアヴロは騎乗スキルを伸ばしていないので経験がないが、プレイヤーのなかには、ワイバーンに乗る者もいるという。

　一度でいいから乗ってみたいと思わなくもなかった。

　──さしあたって、今は、この状況を乗り切らないとな。

　つい、大きなことを言ってしまったから、今さら逃げるわけにはいかない。

　魔族は弓矢が届くほどの距離まで迫っていた。

　ウルグ橋砦の警備兵たちが、拙いながらも矢を射る。

　しかし、それらが魔族にダメージを与えている様子はなかった。

「グオォォォォォォ！」

　魔族が咆ほう吼こうをあげた。

　反撃とばかりに、火球を飛ばしてくる。

　爆発が起きた。

　敵の攻撃で、ウルグ橋砦の一部が崩れてしまう。

　弓矢を構えていた警備兵たちは、巻きこまれる前に逃げたようだが……

　ディアヴロはシェラに言う。

「貴様は、ここにいろ。近付かれると、魔術が使いにくくなる」

「わ、わかった！　あの……ッ！」

「なんだ？」

「ディアヴロ、気をつけてね」

　戦いに赴く前に、誰かに気遣われたことなど、初めてのことだった。

　不思議と胸が熱くなる。

　顔が熱くなって返事さえできなかった。

　背を向ける。




　今なら、魔王にも負けない気がした。
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　ディアヴロは石橋の上に立つ。

　たった一人で、ウルグ橋きよう砦さいから出てきたため、魔族たちの注目を集めていた。どこを見ているのかわかりにくい奴も多いが。

　背後からは、警備兵たちの期待とも不安ともつかない視線を感じる。

　素の自分だったら、緊張して一言もしゃべれない。そんな状況だった。

　こんなときこそ、魔王ロールプレイだ。

　堂々と立ち、傲慢な笑みを浮かべる。




「貴様ら！　誰の許しを得て、軍を進めてきた？　この地に俺がいることも知らぬとは、その無知を恥じるがよい！」




　人族が魔族を前にしたら、剣を抜くか、無駄な命乞いをするか、逃げ出すか。

　このように上から目線で説教されたのは初めてだろう。

　魔族たちが、動揺したのがわかった。

　ディアヴロとて初めてだ。普通のモンスターは無言で襲ってくるだけだし、特別なシナリオでも敵が一方的に殺意を宣言するだけで、プレイヤー側の口上など聞きはしない。

　魔族に魔王ロールプレイをかましたのは初めてのことだった。

「ダレだ、オマエ？」

　魔族の一体が進み出た。

　全長五メートルはあろうかという山のような巨漢だ。

　顔はイノシシに似ており、鼻が突き出て、下唇の端から上向きに二本の牙が伸びている。

　一歩ごとに、ズシン……ズシン……と地響きを立てながら、そいつはディアヴロの前へと来た。

　──でけえな！

　首を傾けなければ、相手の顔が見えないほどだ。

　イノシシ顔の巨大な魔族が、そいつの体格に見合った斧おのを振り上げた。

　地面に叩たたきつける。

　すさまじい音とともに、石橋に亀裂が走った。

　ウルグ橋きよう砦さいの警備兵たちから悲鳴があがる。

「やれやれだな……俺を知らぬか。ならば、その身に刻みつけるがいい」

　──まぁ、知らなくて当然なんだけど。

　一歩、踏みこんできて、再びイノシシ顔が戦斧を振り上げた。

　今度は当たる距離だ。

「オマエ、ちいさい。よわそう。コロス！」

　この攻撃を喰くらってやる理由はない。

　ディアヴロは杖つえを突き出す。




「《フレアバースト》ッ!!」




　いつも使っている《エクスプロージョン》の上位版。レベル限界を突破していない魔術師にとっては、上限となる魔術だった。

　イノシシ顔を吹き飛ばす。

　視界が閃せん光こうに包まれた。

　至近距離で攻撃魔術を放ったので、自分も爆発の範囲に巻きこまれてしまう。

　しかし、ディアヴロは《魔王の指輪》により、あらゆる魔術を反射できる。回復系の魔術すら反射するほど強力なアイテムだ。

　自分に爆発が届くことはなかった。

　閃光が収まる。

　イノシシ顔の巨大な魔族は、石橋の向こう──魔族たちが並んでいる場所まで、吹っ飛んでいた。

　ぐったりと倒れている。

　ゲームだと、倒した魔族や魔獣は黒い粒子になって消えてしまう。

　山野の獣のように死体が地面に残っていることはなかった。

　──倒したわけじゃないのか。

　しかし、起き上がらない。

　そういえば、最大ＨＰ生命力の半分以上を一撃で持っていかれるような大ダメージを受けると、昏こん倒とうすることがある。

　すると、あのデカブツは《フレアバースト》二発で確実に沈むということだ。希まれにクリティカルやファンブルがあるので断言はできないが……

　魔族の集団がざわつきはじめる。

　──これで帰ってくれると、楽なんだがな。

　そうもいかないらしい。

　数秒の昏こん倒とうから目を覚まして、イノシシ顔の魔族が、ゆっくりと起き上がった。

「コロス、コロス……ぐ、ふ……オ、オレを、焼きやがった。コ、コロス……」

　戦意は旺盛だった。さすがは魔族だ。

　──さて、連中の敵意ヘイトは俺に集まったな。

　これで、ウルグ橋きよう砦さいに攻撃が行くことはないだろう。

　退却させることはできなかったが、余計な心配がないのは戦いやすい。

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を掲げた。




「退かぬか！　よかろう！　ならば──殲せん滅めつしてくれる！」
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　ファルトラの街──

　レムは宿屋の食堂にいた。

　朝、ディアヴロとシェラと三人で食事をした場所だ。

　今はレムの向かい側に、もう一人の女性が座っていた。

　魔術師協会の長、セレスティーヌ・ボードレールだ。

　刺し繡しゆうの入ったマントと、身体のラインが出てしまうようなぴったりした長いローブを纏まとっている。

　あまり気にしたことはなかったが……

　人間ヒユーマンにしては大きい。

　少なくとも、レムよりは確実に。

　彼女の背後には、今日も護衛が二人ほど。当然ながら、ガラクとは違う人物だった。

　セレスが包容力を感じさせる笑みを浮かべた。

「昨夜に続き、付き合ってもらっちゃって、ごめんなさいね」

「……そんなに、わたしに気を遣う必要はありません。魔術師協会を敵に回す気はないですし」

「私としては、レムさんと、もっと仲良くしたいのよ」

「……わたしは魔術師協会に捕らわれるのも、監視をつけられるのも嫌です」

「そんなつもりじゃないのよ？」

「……言葉の違いでしかありません。魔術師協会の奥で守られるのも、護衛をつけられるのも」

　レムが冒険の途中で命を落としたら、魔王クレブスクルムの魂が解放されてしまうかもしれない。

　前例はないが、その危険があるのだから、彼女としてはレムを安全な場所に閉じこめておきたいと考えて当然だ。

　むしろ、秘密を知られたときには、捕らえられてしまうのを覚悟していた。

　レムとて一ひと廉かどの冒険者であるから無抵抗で捕らわれる気はないが。

　頑なな態度にセレスがため息をついた。

「ごめんなさいね。今日は、その話はやめておきましょう」

「……そうですね」

「昨夜、レムさんと話したあと、ガラクさんにも事情を聞いたのよ」

「食い違いはありましたか？」

　あの男のことだから、自分は悪くなかったと事実を歪わい曲きよくして伝えたのではないかと思ったが、そういうことはなかったらしい。

「違っていたとすれば認識かしらね？」

「……認識ですか？」

「ガラクさんは、自分は正しいことをしたと考えていたわ。レムさんを説得するために、いろいろ手を尽くしたけれど、聞き入れてもらえなかった──と嘆いてた」

「……理解できませんね」

「そうよね」

「……そもそも、わたしを説得するのにディアヴロやシェラを害そうという発想が、正常な思考とは思えません」

　セレスがうなずいた。さすがの彼女にも、理解できなかったらしい。

「ガラクさんは罷ひ免めんしたわ。市民に迷惑をかけたことも、協会の名前を独断で使ったことも事実だったから……責任を取ってもらわないと」

「……あなたにしては思い切りましたね」

「免職になったことで、自分の行いを見つめ直して、きっと立ち直ってくれると思うわ」

「……どうでしょう？」

　もっと早く判断してもよかったくらいだ。

　セレスは優しすぎる。

　もっとも、彼女の優しい性格のおかげで、レムは自由の身でいられるのだが。

「その話をしたとき、ガラクさんから気になることを聞いたの」

「なんですか？」

「あの、ディアヴロさんが〝魔王〟と名乗ったらしいのよ？」

　隠し通すのは無理か、とレムは判断する。

　ここでセレスを敵に回すのは得策ではなかった。

「……否定はしません……ディアヴロは異世界の魔王です。あの日、太陽と月が同時に天に現れる時刻、星ほし降ふりの塔で……シェラが言い出して、わたしがそのつもりで召喚しましたから」

　シェラも教本を片手に儀式魔術をやっていたが、レムはディアヴロを召喚したのは自分だと信じていた。

　セレスが真剣な顔をして尋ねる。

「本当に、異世界から来たの？」

「……どういう意味です？」

「レムさんが召喚士として有能なのはわかるけれど、異世界に魔王がいるだなんて話は聞いたこともないし、異世界を支配するような者を人族が呼び出せるとも思えないの。もしかして、ディアヴロさんは貴女の持つ魂に惹ひかれて現れた、この世界の魔族である可能性はないかしら？」

「……そんなはずは、ありません」

　ディアヴロが自分を殺す機会なら、いくらでもあった。

　魔族のはずはない。

　それどころか、彼は、あの夜に約束してくれたのだ。





いいだろう、魔王クレブスクルムの魂など、俺が粉砕してくれる。






　レムは彼を信じようと思った。

　しかし、そのことをセレスに言ったところで、根拠にはならないだろう。

「信用できる者に、彼が戦った跡を見に行ってもらったのよ」

「……人ひと喰くいの森ですか」

「報告書を見ただけでも、ゾッとしたわ。元素魔術で、あそこまでのことができるなんて、聞いたこともなかった」

「……それは、わたしも驚きました。しかし、強すぎるからといって魔族だと決めつけるのは、あなたらしくありませんね」

「レムさん、あなたは、ディアヴロさんを信頼できるのね？」

「……当然です」

「私は、正直、ちょっと恐いわ」

「……セレスは、ディアヴロをどうしたいのですか？」

「迷ってるの。レムさんのことを信じるように、彼のことも信じたい……けれど、魔術師協会の長としては放っておけない」

　自分が秘密を打ち明けて、そのうえでディアヴロが協力を申し出てくれたことを告げるべきか。

　ディアヴロの言動は尊大で危険に満ちている。

　しかし、レムは、彼が優しい人なのではないかと感じていた。

　どう言えば、セレスに納得してもらえるのだろうか。

　簡単に答えを出せずにいると──




「あ、お客さん、今は貸し切り中だよ☆」

「亜人ごときが僕に触るな！」

「痛いった!?」

　なにやら、揉もめている声が聞こえてきた。大きな音を立てて食堂の扉が開かれる。

　ガラクが現れた。
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　食堂に入って来たガラクは神経質そうな顔を歪いびつにゆがめ、目を血走らせている。

　息も荒い。

　着ているものは、まだ魔術師協会のローブだったが、ところどころが破れてボロボロで、その手には血が滲にじんでいた。

　震える声で言う。

「セ、セレス様！　セレス様……さ、昨夜のこと、考え直していただけませんか!?　おかしいではありませんか！　どうして正しいことをした僕が、魔術師協会を出て行かなければならないのです!?」

　護衛の二人が、杖つえを構えて前に出た。

　セレスが落ち着いた声で答える。

「何度も説明したとおり、貴方は間違ったことをしたのよ？」

「おかしい！　おかしいでしょう!?　有能な僕が、クビ!?　なにかの間違いです！　な、なにかの間違いだから……僕からローブをはぎとろうとした連中を、い、痛めつけて、本当のことを言わせてやろうとしたんです……でも、あいつら、ずっと、ぼ、僕がクビになったとかいう、噓うそばっかりついて……」

「痛めつけた？　魔術師協会のみんなは無事なの？」

　セレスが眉をひそめる。

　彼女にしては厳しい表情だ、とレムは思った。

　ガラクが叫ぶ。

「僕の心配をしてくださいよ！　あ、あの、頭のおかしい混魔族デイーマンに、二回も、ぶ、無礼なことをされて！　僕はレム様にふさわしくないあいつを遠ざけて差し上げようとしただけなのに！　なぜ僕は心配されず、僕より格下の雑魚どもの心配をするんですか!?」

　顔色がせわしなく変化している。

　視線も泳ぎっぱなしだ。

　精神の均衡を欠いていることは明らかだった。

　セレスが立ちあがる。

「まずは落ち着いてちょうだい。ゆっくりと冷静に話しましょう？」

「僕は冷静だ！　おかしいのはアンタだろ!?」

　一際、大きな声だった。

　さすがに看過できないと判断したのだろう、護衛の二人が距離を詰めていく。

「おい、ガラク！　おとなしくしろ！」

「国家騎士に突き出してやる！」

　ガラクが頭を抱えた。

「おかしい……おかしいッ！　みんな、おかしいんだ！　ああ、やっぱりアイツの言うことは正しかった！　僕の才能も僕の素晴らしさも、卑小な者どもには理解できないんだ！」

　ガラクが腰のあたりから、なにかを取り出す。

　召喚獣のクリスタルかと思った。

　宿屋の被害を考えると心苦しいが、応戦するためにレムは自分のクリスタルに手を伸ばす。

　しかし、ガラクが手にしたのは短剣だった。

　不気味な黒い刃の短剣だ。

　レムは胸の奥が、じんわりと熱くなるのを感じた。ガラクの持つ短剣に怪しげな気配を感じ取る。

　──なにか、わからないけど……あれは、危険！

　護衛の二人が警戒しつつ、ガラクへと近寄っていく。

「やめるんだ！」

「もう醜態を晒さらすな！」

　ガラクは元同僚を睨にらみつけた。

「雑魚のくせに、うるさいんだよッ！　僕に近付くなッ！」

　短剣を振り上げる。

　セレスが彼に歩み寄ろうとするのを、レムは片手で制して押しとどめた。

「……近寄ってはダメ……あれは、もう正気じゃない」

　ガラクが叫ぶ。

「正気じゃない!?　正気じゃないのは、僕じゃなく、オマエのほうだ！　おかしいのは、魔術師協会の連中や、この世界のほうだろ!?　どうして正しくて有能な僕が優遇されない!?　評価されない!?　心配されない!?　おかしい！　おかしい！　おかしい！　絶対に、おかしい！　だからッ!!」

　彼が手にしている短剣の黒色の刃には、まるで生きているかのような目玉がついていた。

　ありえないことに、その目玉が、ぎょろりと動く。

　こちらを見た。

　背筋に寒気が走る。

　レムはクリスタルを床に叩たたきつけた。

「《シャドースネイク》ッ！　ガラクの動きを止めて！」

　飛び出したのは、細長い影だ。

　黒色の蛇が床を走る。

　全長は五メートルほどで、特殊能力は《拘束》──標準的な人族が相手ならば、五秒くらいは動きを押さえこむことができる。

　しかし、召喚獣が届くよりも、ガラクの行動のほうが早かった。

「正さなきゃいけないんだ！　この世界を、僕が！」




　ガラクが自分自身の胸に短剣を突き立てる。




　──自害した!?

　レムは息を吞む。

　セレスが口元を押さえ、護衛の二人が鼻白んだ。

　いや、違う!?　レムは膨れあがる魔力の気配を感知して、警告を叫ぶ。

「そいつから離れて！」

　ガラクが口から黒色の液体を吐いた。

　胸の傷からも、ごぼごぼとヘドロのようなものが溢あふれ出す。

　彼の肌が、黒ずんで、まるで黒曜石のような光沢のあるものへと変わっていく。

　胴体も腕も歪いびつに太くなり、腰のあたりからは太い尻尾が生えた。

　顔の形も変化して、トカゲのような頭になる。

　あっという間に、ガラクの姿はすっかり変貌してしまった。

　レムは胸を押さえた。

　自分の中に封じられた魔王の魂が、それに反応しているように感じた。心臓が脈打つ。

　声が震えてしまう。

「……まさか……魔族!?」

「ッ!?」

　セレスが小さく悲鳴を漏らし、茫ぼう然ぜんとしていた護衛二人が彼女の盾となった。

　ガラクだったトカゲ頭が、濁った声を出す。




「あー……あー……ようやくグレゴール様の出番かァ。まったくよォ、ぐだぐだしゃべってんじゃねーよ、ヒューマンが！」




　グレゴールが軽く肩を回す。

　硬質な皮膚が、ごりごりと音を立てた。

　レムの放った召喚獣《シャドースネイク》が、相手の胴体に絡みつく。

　その動きを封じられるはずだった。

「あァ？　なんだコイツは？　邪魔すんじゃねェよ！」

　ありえないことに、太い指が召喚獣を摑つかむと、まるで紙か薄布で作った帯のように、無造作に引きちぎってしまった。

　──レベル20の召喚獣を、素手で!?

　レムは実力差を悟った。

　自分は冒険者だ！　セレスを守らなくては！

　護衛の二人が杖つえを構えた。

「ここは！」

「まかせろ！」

　レムはセレスの手を摑つかむと、窓へと走る。

　ガラスなどという高級品はなく、窓は木板を押し上げ、棒で支える方式になっていた。

　戸惑う彼女を、担ぎあげ、外へと放る。

「ちょ……レムさ……きゃあ!?」

「我慢してください！」

　一階なのだから死にはしないだろう。

　すぐに自分も続いた。

　相手は魔族だ。

　ガラクを唆そそのかして、街中で魔族に変化するという聞いたこともない方法で侵入してきた。

　おそらく、目的は結界の破壊だろう。魔術師協会の長を狙っているに違いない。

　──わたしが、セレスを守らなければ！

　宿屋の前で、地面に倒れているセレスを見て、道行く人々が怪け訝げんな顔をする。

　窓から逃げ出すような身分の人には見えないからだ。

　彼女を助け起こしながら、レムは叫ぶ。

「みんな、逃げなさい！　魔族です！」

　その直後──

　宿屋の食堂の壁が吹き飛んだ。

　野次馬根性で近寄ってきていた何人かが、飛び散った壁の破片を受けて、酷いことになる。

　半壊した宿屋から、トカゲ頭の巨漢が出てきた。グレゴールだ。

　その拳は、べったりと血で濡ぬれている。

　セレスの護衛の声はなかった。

「おいィ？　チビのほうに用事はねェ、どいてろ！　俺様ァ、そのオンナには用事があるんだ！　テメェがセレスティーヌ・ボードレールだよな？　結界がジャマだから、とりあえず死んどけやァ！」

　グレゴールが巨大な拳を振りかぶる。

　実戦経験のないセレスは怯おびえるばかりだ。そもそも、結界に魔力の大半を持っていかれている彼女には、戦闘力がなかった。

　レムはクリスタルを投げる。

　──今の、わたしが使える最も強力な召喚獣を!!

「来なさい《アスラウ》ッ!!」

　三本の角を持つ巨大な雄牛だった。

　特殊能力は《突撃》で、レベル40の戦士の《ソードスマイト》にも匹敵する攻撃力がある。それと、頑強だ。

　時間稼ぎにはなるはず。

　セレスを立たせて、背中を押す。

「走って！　冒険者協会か、魔術師協会へ！　軍隊の駐屯地でもいいから！」

「貴女も一緒でなければダメよ！」

「わかってます！」

　セレスを守るのと同じくらい、レムは自分も守らなくてはならない。

　召喚獣《アスラウ》が突進した。

　グレゴールが雄叫びをあげ、迎え撃つように拳を突き出してくる。

「どおォせいッ!!　《オーラパンチ》ッ!!」




　一撃で、召喚獣《アスラウ》が粉砕されてしまった。




　足下に黒く変色したクリスタルが転がる。

　レムは愕がく然ぜんとした。

「……そんな」

　レベル40の召喚獣が、足止めにもならない。

　恐怖に足がすくんでしまった。

　グレゴールが近付いてくる。

「おいおいィ？　俺様はどいてろって言ったぜ、チビ？　先に死んどくかァ？」
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　街の人々は、悲鳴をあげて逃げていく。

　騒ぎに気付いて向かってきた警備兵もいたが、頑強な召喚獣を一撃で粉砕するグレゴールが相手だ。意味もなく犠牲ばかりが増えていった。

　宿屋の前から、人の気配がなくなる。

　逃げ出すことすらできないで固まっているセレスと、彼女を背にかばいつつも、なんら対抗手段を持たないレムだけ。

　トカゲ頭に硬質な鱗うろこを持つ巨漢──グレゴールが近付いてくる。

　戦士系のなかでも、武器を使わず拳で戦う《拳士》タイプだ。

　その拳は、レムの呼べる最も強力な召喚獣すら、一撃で粉砕してしまった。

　──勝てない!!

　人の気配がなくなっていく大通りを、駆けてくる者がいた。

「へっ……間に合ったな！」

　足音に振り返る。

　黄金の鎧よろいが見えた。派手すぎる格好に見覚えがある。

　その人物が一房だけ長い前髪をかきあげた。

「無事かな、レムちゃん？　それと、セレス様？」

「……エ、エミール!?」

　冒険者の戦士エミールが、レムたちをかばうように、グレゴールの前に立った。

「やれやれだ……騒ぎを聞きつけ、駆けつけてみれば……どうやって入ったかは知らないが、まさか魔族が街中で暴れてるとは。なにより！　女性を狙うとは、許せんな！」

　妙に芝居がかった、キザったらしい話し方だった。

　背後で歓声があがる。

　彼と一緒に駆けつけてきたのは、他の冒険者たちだった。

　エミールは冒険者協会で一番強い戦士だ。

　人望も人気もある。

　グレゴールが拳を握った。

「なんだ、テメェはァ!?」

　エミールが長剣を身体の正面に構える。

「我が名は、エミール・ビュシェルベルジェール！　協会一の《怪力戦士》にして、全ての女性の味方である！」

「おもしれェな、ヒューマン！　このグレゴール様を楽しませてみせろやァ！」

「貴様にとって楽しい結果にはならんだろうがなッ!!」

　エミールが剣を振るう。

　刃から魔力の燐りん光こうがほとばしった。

　冒険者仲間から、剣に魔力付与の支援を受けているのだ。

　さらに、武技を重ねて、強烈な一撃を叩たたきこむ。

　グレゴールの首筋に当たった。

　生物を斬ったとは思えない、硬質な音が響き渡る。黒曜石のような鱗うろこを砕くことはできなかった。

　けれども、グレゴールが数歩ぶん後ずさりして、膝をつく。

「おいおいおいおいィ？　ヒューマンのクセに、つえェじゃねェか！」

「まだまだ！　こんなものじゃないぜ！」

　エミールが追い打ちをかける。目にも留まらぬ斬撃を連続で繰り出した。あれも武技のひとつだろうか。

　グレゴールが両腕で頭をかばう。

　腕に剣が当たるたびに、まるで鉄か岩に斬りつけたかのような、甲高い音が響いた。

　そして、わずかだが黒色の破片が飛び散る。

「魔術で強化されていなかったら、俺の剣といえど、折れていたかもしれんな！　しかし、今の俺の剣は、無敵だッ!!」

「ぐっ、くっ……!?」

　効いているかどうかは、わかりにくいが……

　エミールが圧おしている！

　グレゴールは防戦一方だった。

「うぜェ、うぜェ、最高だぜ！」

「ハッ！　一方的に攻撃を受けるのが好きなのか!?　ならば、もっと斬撃を喰くらわせてやる！　その自慢の鱗うろこが削れてなくなるまでな！」

「ククク……俺様が好きなのは……テメェみたいに自信満々なヒューマンを絶望させてやることだ。その瞬間の顔が、サイッコーにたまらねェ！」

　グレゴールがなにかをつぶやいた。

　魔力の輝きが広がる。

　攻撃を繰り返していたエミールが吹き飛ばされた。

　石畳のうえを転がって、周りを囲んでいた冒険者たちに受け止められて、ようやく止まった。

　グレゴールが偉そうに胸を張って立つ。

　レムには、あいつが魔術を使ったことだけはわかった。

　しかも、召喚魔術ではなく、ディアヴロが使うような元素魔術を？

　エミールが周りに支えられつつ、立ち上がる。

　仲間の魔術師が治癒魔術を唱えていた。そうした支援が、どうにか彼を戦いに復帰させる。

「くっ……お前、今、なにをしたんだ!?」

「魔術だよ、ヒューマン！　このグレゴール様はな、人ひと喰くいの森じゃ一番の《魔術師》なのさァ！」

「なんだと!?」

　拳士のような戦い方をしていたのは、フェイクだったのか。

　グレゴールが右手を広げた。

　その手に、魔力の燐りん光こうが集っていく。

「いいのかァ？　来ないなら、一方的に魔術の餌食だぜェ！」

「くそッ！　《ソードスマイト》ッ!!」

　ダメージを負った身体に鞭むち打うってエミールが武技を使う。一瞬で接近して横よこ薙なぎを放った。

　しかし、あっさりとグレゴールの左腕に受け止められてしまう。

「グフフ……俺様は拳士としても、ヒューマンより強いがな！」

「負けるかッ!!」

　エミールの追撃よりも、グレゴールの魔術が完成するほうが速かった。

　右拳の打撃と同時に、魔術を発動させる。

「オラァ！　《ダークバレット》ッ!!」

　グレゴールの拳を、かろうじて剣で受け止めたエミールに、容赦なく黒い光弾が撃ちこまれる。

　鈍い音をたてて、エミールの左肩の鎧よろいに穴が空いた。鮮血が舞う。

「ぐはあッ!?」

「オラァ！　次は右腕だッ!!」

　蹴りと同時に、またも魔術が放たれた。

　鎧がひしゃげて、その隙間から、真っ赤な血が噴き出した。

　周りで見ていた冒険者たちが悲鳴をあげる。

　彼らが薄情なわけではない。エミールの攻撃さえ有効打にならない敵への攻撃手段を持っていないのだ。

　せいぜい遠くから治癒魔術や支援魔術をかけるくらいしか、できることがなかった。

　近付けば、かえって邪魔をしてしまう。エミールは身を挺ていしてでも、仲間への攻撃を防ぐような性格だった。

　レムは叫ぶ。

「エミール、逃げてください！　相手が悪すぎます！」

　しかし、彼は膝を震わせつつ立ち上がった。

　いつものキザったらしい笑みを浮かべる。

「逃げる？　この俺様が女性を置いて？　おいおい、バカなこと言わないでくれよ、レムちゃん」

　エミールは一房だけ長い前髪をかきあげた。

「俺様は、女性の前で敵に背を向けるようなことは、絶対にしない！　我が名は、エミール・ビュシェルベルジェール！　協会一の《怪力戦士》にして──全ての女性の守護者である！」

　グレゴールが目を細めた。

「さァて、そろそろ、本気を出すか！　負けそうになると、ヒューマンは仲間を見捨てて逃げ出すからなァ？」

　爬は虫ちゆう類るいの目が、レムとセレスに向けられる。

　今、逃げ出したら──

　おそらく、グレゴールはエミールを無視して、レムたちに魔術を撃ちこんでくる。

　あいつは最初から、二人が逃げられそうになったら、いつでも遠距離から強力な魔術を撃ちこむことができたのだ。

　──遊ばれていた!?

　エミールが叫び、血まみれの手で剣を振り上げ、突撃する。

　グレゴールが拳士のような構えで、その拳に魔力の光を宿した。

「そろそろ、死ねや、ヒューマン！　《ダークプレス》ッ!!」

　強力な魔術が、エミールの身体を押しつぶす。

　それでも、彼は退かない。

　絶対に退かなかった。
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　ウルグ橋きよう砦さい──

　人ひと喰くいの森とファルトラの街とを隔てる川にかかった、大きな石橋の上だった。

　ディアヴロの前には倒れた魔族たちが転がっている。

　すでに何体も粒子となって消えていた。二〇体を超えたところで、倒した相手を数えるのは止やめている。

　他の魔族の連中を下がらせ、指揮官らしき竜騎士が前に出てきた。

　顔まで覆う漆黒の全身鎧よろいを身に纏まとっている。

　身体は人族と比べても小柄なくらいだったが、それで油断できるほどディアヴロは甘い戦いをしてきていなかった。

　──そろそろ、大ボスの登場か？

　竜騎士が、その騎竜から降りた。

　馬ば上じよう槍そうを持ったまま、ゆっくりとした足取りで石橋の上まで来る。

「なぜ魔獣から降りた？」

「動かない、から？」

　女性の声だった。

　声質は大人びているが、いじけたような口調のせいで幼くも聞こえる。

　指揮官が兜かぶとを脱いだ。

　銀色の髪が、ふわりと広がった。長さは腰までと、かなり長い。

　露出した顔は褐色の肌の美少女だった。目が大きいせいで、幼げな雰囲気さえ感じる。

　その黄金の瞳には、爬は虫ちゆう類るいのような縦に裂けた瞳孔があった。

　紫色の唇が開く。

「いつもはよく言うことを聞く、良い子……でもー、あなたを見てから、動かない。たぶん、あなたのせい？　だから、降りた」

「ふんっ、のこのこと近付いてくる貴様より、魔獣のほうがわかっているのではないか？　俺には勝てんということをな」

「それはやってみないとわからない？　エデルガルトはー魔族で一番強い、槍やり使い。混魔族デイーマンの魔術師なんかに、負けない」

　指揮官──エデルガルトが馬上槍を構えた。

　敵とは、八メートル五〇センチほどの距離があった。すでに近すぎる間合いだが、対話による情報収集を優先した結果だった。

　──ＭＰ精神力の消費は、できるだけ抑えているつもりだが、すでに妙な眠気がある。

　徹夜明けのような集中力が途切れる瞬間があった。
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　この相手には命取りになりかねない。

　しかし、指揮官を倒せば敵軍が撤退する可能性は高いだろう。ここが勝負所だった。

「貴様が本当に弱くないか、試してやろう！」

「やる？　やらない？　……やる！」

　馬ば上じよう槍そうを構えたまま。

　まるで降りたはずの魔獣に乗っているかのような速さで突撃してきた。放たれた矢のような速度で。

　──《ランスチャージ》か。

　剣を使った《ソードスマイト》と似たような突進系の武技だった。槍を使うときに一番よく使われる定番技だ。

　接近後、さらに二度の突きを放つ。それをキャンセルする必要があることも、同じだった。

　ディアヴロは攻撃を横移動でよける。

　石橋の上だが、それくらいの幅はあった。

　どんな攻撃に対しても、まず横に避けるのは戦闘での基本だ。

　エデルガルトは避けられたことを早めに見切って、突撃をキャンセルした。

　ほぼ同時に、横薙なぎの打撃がくる。

　──次に《スイングスパイク》とは、意外と基本に忠実だな？

　全身を回転させて、槍を振り回す技だった。発生に隙があるが、回しはじめると何回転でもできる。

　軌道がわかっているから、避けるのは難しくなかった。

「ふんっ……その程度の武技しか持っていないのか？　武器を使う魔族にしては、たいしたことないな？」

「まだある。じゃあ、使う！」

　エデルガルトが馬上槍を天に向けて突き上げた。

　槍から黒色の靄もやが立ちのぼる。やがて、槍を巨大化させたような黒色のオーラを纏まとった。

　──ほう！　《サクリファイスチャージ》を使うか！

　使用者のＨＰ生命力を消費して放つ大技だ。

　レベル80以上で覚える。

　桁違いの威力があるだけでなく、武器に纏ったオーラにも攻撃判定がある。不定形であり、回避は困難だ。

　技の動作としては、突進してきて、突き。ぐるりと振り回して横薙ぎ。そして、跳び上がって振り下ろす斬撃となっているが──そのまま使ってくるかはわからない。

　逃げ回りつつ魔術の弾幕を張るほうが、勝利には近づける。しかし、それでは敵の戦意を喪失させられない。

　まだ半数以上いる魔族を相手にするには、ＭＰ精神力が心許なかった。

　──これを耐えきれば！

　ディアヴロは足を止め、両腕を広げた。

「面白い！　その技、あえて受けてやろう！　俺にダメージを与えてみせるがいい！」

「うん、行く。《サクリファイス──」

　漆黒のオーラを纏まとった槍やりで、エデルガルトが突っこんできた。

「──チャージ》ッ！」

　ディアヴロの腹部に、重たい痛みが走る。

　突きを受けた。

　身構えるより前に、横薙なぎの一撃に側頭部を殴られる。

　──速いッ!?

　そして、エデルガルトが跳び上がった。大きく振りかぶった槍を、思い切り叩たたきつけてくる。

　迫り来る痛みに、後ずさりしそうになるが──

　ディアヴロは踏みとどまり、あえて肩口に技を受けた。

　ずん、と身体が重くなる。

　まるで鉛の重しでも背負わされたかのようだった。

　腹部には、鈍い痛みがある。装備の上からはわからないが、もしかすると出血しているのかもしれなかった。

「これが、ダメージか……！」

　この異世界に来て、初めて他者から無視できないダメージを受けた。

　普通に殴られたり斬られたりした場合とは違うのかもしれないが、《武技》によるダメージは外傷を受けたというより、体力を奪われた感覚のほうが強かった。

　痛みで動けなくなることはないが、動きたくないほど疲労させられる可能性がある。

　ゲームのようにＨＰ生命力ギリギリまで粘るのは危険だ。もっと余裕をもって行動したほうがいいだろう。

　ディアヴロは得られた情報に満足して、笑みさえ浮かべた。

　エデルガルトが荒い息をつく。

「……噓うそ、みたい。まともに入ったのに……立ってる、なんて、不可解」

《サクリファイスチャージ》はＨＰの15％を使用して放つ武技だった。

　ゲームでは、たった15％だが、体力を一瞬でごっそり持って行かれたとしたら、あれくらいの疲労感があるのかもしれない。

　ディアヴロとしては、もっと実験に付き合ってほしい気持ちになっていた。

　しかし──




「ディアヴロさーん！」




　突如、ウルグ橋きよう砦さいから走ってくる者がいた。

　いくら相手が動きを止めているとはいえ、無謀なことをする。

　ボリスだ。

　必死な形相をしていた。

　ディアヴロは声が聞こえる程度の距離で怒鳴りつける。

「近付くな！」

　ボリスは足を止め、大声で返してきた。

「さっき！　街から伝令が！　レムさんと、セレスティーヌ様が！　魔族に襲われてるそうです!!　街の中に！　魔族が！」

「なんだと？」

　ディアヴロは背筋が凍りつくのを感じた。

　エデルガルトが爬は虫ちゆう類るいじみた目を細め、笑う。

「グレゴールがうまくやった？　バカなのに、がんばった」

　ディアヴロは状況を察する。

　ファルトラの街には結界があり、通行に使用している門を閉ざしてしまえば、魔族は入りこめない。

　このまま魔族の集団が街まで侵攻したところで、籠城戦になるだけだろう。

　だから、魔族は先にグレゴールとかいう者を潜入させたのだ。

　敵がセレスを狙うのは当然だ。

　レムはどうしてだ？

　彼女の中に魔王の魂があることまで、魔族は気付いたのだろうか？　いや、知っていたら、人ひと喰くいの森の近くに行ったとき、襲ってきたはず。

　──いずれにしても、早く街に戻らなくては！

　ディアヴロは敵を見る。

　エデルガルトは呼吸を整えつつあった。

「グレゴールがうまくやった、からー……あなたを、仕留めたら、魔族の勝ち？　もうちょっと遊んであげる？」

「ボリス！」

　ディアヴロは低い声で怒鳴る。

「は、はい！」

「今すぐ見物してる連中に、頭を引っこめさせろ！　極大魔術を使う！　貴様も、死にたくなければ石壁の向こうで丸まっているがいい！」

「は、はひッ!!　今すぐに!!」

　ボリスが大声で呼びながら、戻っていく。

「頭、ひっこめろ！　デカイのくるぞ！　死にたくなければ、壁に隠れろ！　急げえ！」

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を掲げた。

　エデルガルトを睨にらみつける。

「悪いが……実験している時間はなくなった」

「実験？」

「魔族にかける情けはないが、俺に手傷を負わせたことを讃たたえ、ここで引き上げるなら、見逃してやるが？」

　ディアヴロの使える最強の魔術は、その発動までに三〇秒が必要だった。

　実は、ボリスの言葉を聞いたときから詠唱チヤージを開始しているが、まだ時間がかかる。

　エデルガルトが少し悩んでから言う。

「魔王様を救うのが、エデルガルトの使命？　だか、らー、がんばる。死んでも」

「ふんっ、魔王を救うだと？　貴様がか？」

　ディアヴロは笑う。

　エデルガルトが頰ほおをふくらませた。

「……笑われるのは、嫌い」

「貴様はなにもわかっていない。真の魔王は、この俺──魔王ディアヴロをおいて他にいない！　それがわからず偽の魔王に忠義を尽くすか！」

「真の、魔王……ディアヴロ？」

「その無知は、万死に値するぞ！」

　──間に合った。

　適当に話している間に魔術の準備が完了した。

「《ホワイトノヴァ》ッ!!」

　杖の先端に、ピンポン球くらいの大きさの真っ白い火球が、生まれる。それが、ゆったりした速度で地面に落ちた。

　火球が、石畳に触れた瞬間──

　真っ白に弾けた。

　轟ごう音おんに聴覚が塗りつぶされる。

　視界は真っ白になり、音は聞こえず、魔術の硬直で動くこともできなかった。そういう魔術なのか、《魔王の指輪》の効果なのか、自分にダメージは来なかったが──効果範囲では魔力による分解消滅が繰り返されているはずだった。

　ディアヴロがレベル１５０になったとき、最後に習得した火と光属性の魔術だ。

　ＭＰ精神力消費が大きいのと、発動までに時間がかかるのが欠点だが──威力は絶大。高レベルの大型モンスターすら一撃で落とせるほどだった。

　効果範囲は、術者の足元から前方二〇メートルほどの半円であり、ウルグ橋きよう砦さいは範囲外にあるが、魔術の威力が大きすぎるため、なにが起きるかわからなかった。

　一瞬、シェラのことを考える。

　──ちゃんと隠れててくれよ!?

　いまいち頭の回らない子なので、不安だった。

　白く染まった世界に、色が戻ってくる。

「うお……」

　ゲームの魔術は地形を変えたりしないが、この世界では明確に傷跡を刻む。

　ウルグ橋砦の前にある石橋が、消し飛んでいた。

　ディアヴロが立っている場所より先が、建設する前かと思うくらい、きれいさっぱりなくなってしまった。

　それどころか、足下が崩れはじめる。

　急いで砦とりでまで引きあげた。

　ゲームだと地面がえぐれたりするのは演出エフエクトだけで、魔術が終われば痕跡は残らないのだが、この世界ではそうはいかない。壊すつもりがなくても、当てれば壊れてしまう。

　砦は無事だった。

　最初は身動きしない警備兵たちに、ギョッとしたが、音と衝撃に震えているだけで、負傷者などはいないようだった。

　魔族の軍団は、大半が消滅している。

　驚いたことにＨＰ生命力15％を使った直後に《ホワイトノヴァ》を喰くらいながら、エデルガルトは立っていた。

　こいつは魔王領の奥地で登場するくらいの魔族ではないか？

　さすがは指揮官と褒めるべきか。人ひと喰くいの森なんかに出てくるなよバグキャラかよ、と罵倒すべきか。

　彼女は鎧よろいを失い、騎竜を失い、槍やりも失っていた。

「……あ……ありえない……なにもかも……消えてしまう、なんて」

「俺を仕留める？　遊んでやるだと？　図に乗るなよ、魔族ごときが。俺は魔王だと言ったはずだ」

「……魔王……ディアヴロ」

　動けるようだが、もう戦闘を続行する力はないだろう。

「まだ戦うというのならば、街まで来るがいい。また別の極大魔術で、今度こそ消滅させてやろう」

　念のために、脅しておいた。

　効果範囲の外にいたのか、まだ残ってる魔族もいるが、あとは橋きよう砦さいの警備兵たちに任せるしかない。

　街のほうが問題だ。

　ディアヴロはウルグ橋砦をくぐって、街の方角を睨にらむ。

　シェラが駆け寄ってきた。

「ディアヴロ！　大丈夫なの!?」

「俺の心配など無用だ」

「じゃあ、急ごう！　街が大変なんだよ！」




「うむ……帰還魔術を試す」




　驚いて固まるシェラの手を、しっかりと握りしめた。

　パーティー全員で、最後に訪れた街へと帰る、基本中の基本の魔術だ。

　科学的な根拠はない。

　──しかし、神族や王都の魔術師が使えるというのなら、俺に使えてもいいはず！

　ディアヴロは脳内で帰還魔術を使う手順を明確にイメージした。

　今まで、魔術を使うとき、これほど念じたことはない。

　──頼む、使えてくれ！

　発動しろ！

「《リターン》！」
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　ファルトラの街──

　西の広場の中央に、光の柱が立つ。

　ときならぬ戦闘の音に、戦々恐々としていた人々が、今度は何事かと慌てて逃げ出した。

　空気を震わせて、光の粒子が二人ぶんのシルエットを形作る。

　光の柱が消えたとき、そこには黒衣の混魔族デイーマンと、目を見開いて震えているエルフの少女がいた。




　ディアヴロは周囲を見渡す。

　来たことはないが、広場だった。

　見覚えのある石壁は、間違いなく辺境都市ファルトラのものだろう。

　転移魔術のうち、最も基本となる帰還魔術は──発動した。

　少し乗り物酔いのように気持ち悪くなっていたが、さしたる問題はない。

　ゲームでは転移のときに、景色の画像を高速で流す演出がある。実際の転移もまさにそんな様子だった。

　ものすごい速さで動く光の粒になって空を飛んで来る、という感覚だ。

　今まで歩いてきた草原が数秒で背後へと流れていく光景は、ゲームの転移にはなかった感動があり、貴重な体験だった。

　しかし、新たなる魔術の成功を喜んでいる暇はない。

　どこに出るかと案じたが、自分たちはゲームと同じように街の広場へと転送されたらしかった。

　シェラが腰を抜かして、ディアヴロにすがりついている。

「ファ、ファルトラ!?　なんで!?　なんで!?」

「あとで説明してやる！　今は、レムを助けるほうが先だ！」

「あ、そうだ！」

「チッ……あいつは、どこにいるんだ!?　宿屋か!?　冒険者協会か!?　魔術師協会か!?」

　ゲームならフレンド登録しているプレイヤーにはメッセージが送れるらしい。

　ディアヴロは相手がいないので使ったことがないが……

　パーティーメンバーとは、チャットもできるらしい。

　ディアヴロは……

　──そっちは、使えない可能性が高いな。

　転移は世界観に即した設定が提示されていた。

　しかし、メッセージやチャットの類は明確にシステムから提供されていたものだ。

　アイテムストレージとか、アイテムトレードも、そう。

　世界観上の設定がなかったものは、どれ一つとして使えていない。

　焦る。

　どこに行くべきか？

　シェラが大通りを指差した。宿屋や冒険者協会がある通りのはずだ。

「あっちに、嫌な気配があるよ、ディアヴロ！　人ひと喰くいの森の奥からしてたのと同じ！」

「その言葉を頼るぞ、シェラ！」

　ディアヴロは駆けだした。

　逃げてくる人々の声に、シェラの感覚が正しかったことを知る。

　そして、宿屋の前へと辿たどり着いた。

　大勢の死体を見つける。
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　宿屋は半壊していた。

　かろうじて崩れてはいないが、いつ二階が落ちてきても不思議はないほど、壁がなくなっていた。

　そして、周辺には壁や柱の破片が散らばり、大勢の人が血を流して倒れている。

　死体だった。

　兵士たちの死体もある。

　剣や矢による傷ではなく、ぐしゃりと潰されたものばかりだった。

　魔術師協会のローブを身につけた者の姿も。

　冒険者たちも何人も倒れていた。

　彼らは、命を懸けて街の人々を守ろうとしたのだろう。

「……ひどい」

　シェラの声は震えていた。

　たしかに、これほどの惨事はゲームでは起きたことがない。




「あいつが、やったのか……」




　ディアヴロは異形の魔族を見つけ、睨にらみつけた。

　壁際にレムとセレスが追い詰められている。

　レムは膝をついて、肩で息をしていた。

　額からは血が流れている。

　セレスは無傷のようだったが、彼女に魔族の手が届いていたなら、もう生きてはいなかっただろう。

　彼女たちの前には、血まみれの男が立っていた。

　黄金の甲かつ冑ちゆうだったものは、すでに穴だらけで役に立っていない。

　剣は折れ、もはや戦う力は残っていないように見えた。

　それでも彼は立っている。

「……お、俺様は、倒れない……女性の前では、絶対に」

　レムが叫ぶ。

「もう、やめて、エミール！　なぜそこまでして戦うのですか！　あなたが死んでしまいます！」

「……女性を守る……俺様は……絶対に……そう、誓ったんだ」

「ハッハァ！　オイオイまだ倒れねェのかよ!?　まったく、ヒューマンってのは、しつこいねェ！　いいかげん、死ねッ!!」

　トカゲのような頭を持つ、巨きよ軀くの魔族だった。

　下半身には破れたローブが巻きついている。白色だったものが、赤黒く染まっているようだった。おそらくは、人の血で。

　露出している皮膚は黒曜石のような光沢のある鱗うろこで覆われている。

　人の頭ほどもある拳を振りかぶった。

　瀕ひん死しのエミールに、容赦なく叩たたきつける。




「《エアシュート》」




　ディアヴロの魔術が、魔族を弾き飛ばした。

　拳が届かない距離まで、突風に吹かれたように、相手が離れる。

「とっとっとっ……!?」

　ひとまず、一〇メートルくらい離しておいた。

　ゆっくりと、ディアヴロはレムたちに近付いていく。

「ふんっ……間に合った、とは言い難いが……生きてはいるな、レム？」

　彼女が目を見開いた。

「ディアヴロ!?」

「ッ!?」

　セレスも信じられないような顔をする。

　シェラが駆け寄った。勢いよく、レムに抱きつく。

「うわん！　レム！　生きててよかったよお！」

「……あなたは、バカですか、シェラ！　どうして、魔族の前に出てくるのです!?」

「だ、だって、心配だったんだもん！」

「……そんなこと言って……あなたまで危険に飛びこむ必要はないでしょう!?」

　ディアヴロは、立っているだけでも奇跡のような酷い有様のエミールの肩に、そっと手を置いた。

「おい、小僧、生きているだろうな？」

「ううぅ……俺は……女性を守る」

「うむ、たしかに貴様は、レムとセレスを守ったぞ。その戦いは、俺が認めよう……戦士よ、しばし休むがいい。あとのことは、このディアヴロが引き受けた」

　その言葉が届いたのか、エミールが膝から崩れ落ちる。

　ディアヴロは腰のアイテムポーチから、ＨＰ生命力回復ポーションを取り出した。

　レムを見ると、まだシェラに抱きつかれていて動けないようだ。

　セレスに差し出した。

「使ってやれ。飲ませずとも、頭にかけるだけで効果があるはずだ」

「まさか、貴方は……魔族と戦うというのですか？　私たちを守るために？」

「……あ、いや、それは……我が拠点に攻めてきた無礼者に、相応の罰をくれてやるだけのこと。勘違いするな」

「貴方は、魔王だと名乗ったそうですね？」

「ん？　ふんっ、それがどうした？　この期に及んで魔王の力は頼りたくないか？」

「いいえ……善き魔王もいるのですね。貴方を疑っていた私を許してください。どうか、お願いします。レムさんを──世界を救ってください」

　セレスが深々と頭を下げた。

　こんなふうに頼み事をされたのは初めてだったので、内心で戸惑ってしまう。

　ディアヴロは彼女たちに背を向けた。

「貴様に言われずとも、この魔族は、俺を怒らせた」

　敵と対たい峙じする。
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「テメェ、ふざけた真似をしてくれたなァ？」

「貴様こそ、このディアヴロの拠点に攻めこんで、無事に帰れるなどと思っていないだろうな？」

「クハッ！　ヒューマンでも魔族でもねェ、ハンパヤロウが！」

　まさか魔族にまで、混魔族デイーマンへの差別があるとは。

　──たしか、エデルガルトは〝グレゴール〟と言っていたか。

　品のない話し方をしているが、エミールの身体に与えられていたのは、物理ダメージだけではなかった。

「……ふむ……拳士としての能力を伸ばした魔術師か。まさか、魔族に《殴り魔術師》なんぞがいるとはな」

「ああァ？　なにをブツブツ言ってやがる？　どう命乞いしたところで、テメェは殺す！　そろそろ遊んでる時間もないんでな！　とっとと結界をぶち壊すぜェ！」

　──時間？　そうか、予定どおりなら、魔族の集団が街に着いている頃か。

　ディアヴロは肩をすくめた。

「エデルガルトなら、おそらく来ないぞ」

「ぬッ!?」

「一〇〇体の魔族の半分くらいは倒したし、エデルガルトにもかなりダメージを与えたからな」

「ハッ……クハハッ！　なにを言ってやがる？　見え透いた噓うそを……」

「戦ってみればわかることだ。命乞いをするべきは、どちらなのか……まぁ、どう命乞いをしたところで、許しはしないがな」

　グレゴールが届くはずのない距離から拳を突きだした。

「死ィねェ！　《ダークバレット》ッ!!」

　闇属性の初歩的な魔術だ。

　本来は大した威力ではないはずだが、使用者のステータスが異常に高いのだろう、まるで別の魔術のようだった。

　漆黒の弾丸が、超高速で迫る。

　──やはり、《殴り魔術師》か。

　魔術師が本来は苦手とする接近戦では、拳で戦い、相手が遠かったり、火力が欲しいときには魔術を使う。

　まるで完璧なスタイルに思えるかもしれないが、たんなる器用貧乏だった。

　なにより、魔術を使ってきた。

　──結局は、このアイテムが一番凶悪なんだよな。

《魔王の指輪》の効果が発動した。

　漆黒の弾丸が跳ね返る。

　グレゴールの胸元をえぐった。

「ゴハァ!?」

　自分の放った魔術を、自分で受けたことはなかったのだろう。

　驚きよう愕がくして、なにが起きたかさえ理解していなかった。

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を構える。

「どうした？」

「クッ、な、なにしやがったァ!?」

「俺はなにもしていない。こちらの攻撃は、これからだ。そら《ダークバレット》！」

　空気が震える。

　闇属性の魔術は、威力が高いもののＭＰ精神力消費が激しいため、使うのを控えてきた。

　しかし、あえて同じ魔術を使うことで、レベルの差を明確に示してやる。敵の戦意を削ぐのは、最も効果的な戦い方だ。

　先ほどより、三倍は巨大な弾丸──いや、砲弾が飛んだ。

　速度こそ変わらないが。

　グレゴールが太い両腕で身体をかばう、その黒色の鱗うろこを粉砕し、ダメージを刻んだ。

「グアアアア────!?」

「わめくな。たいした魔術は使っていないぞ」

　鱗うろこの落ちた腕が震えていた。

　爬は虫ちゆう類るいの目玉が、ディアヴロを睨にらみつける。

「なんだ……この威力は……!?」

「魔族の魔術師ともあろう者が、《ダークバレット》を最強の魔術だと言うまいな？」

「グググ……ナメるなァ！　《ダークプレス》ッ!!」

　グレゴールが頭上に向けて手を掲げた。

　手に黒色の球体が生まれる。

　野球ボールくらいの大きさの黒色の球体を投げつけてきた。

　避けるだけなら、簡単にできる。しかし、これは五メートル半径に効果範囲を持つ魔術だった。

　つまり、あのボールを避けるだけでは逃のがれられない。

　重力を操って、効果範囲にいる敵を押し潰す──という設定だったはず。

　敵をしばらく動バけイなンいド状態にする特殊効果もあった。

　土属性にも似たような魔術があるが、これは闇属性だ。

　──しかし、魔術は魔術。

　またも、反射効果が発動して、《ダークプレス》は、グレゴールに戻っていく。

　トカゲ頭の魔族が、自分の魔術を受けて、その場に膝をついた。

「グアァ!?　テ、テメェ……さっきから……なにをしてやがるゥ!?」

「まだ理解できんのか。所詮は、頭がトカゲだな。しかし、思ったより魔力が弱いのではないか？　その魔術なら、これくらいの威力は出せるだろう？　《ダークプレス》！」

　ディアヴロの持つ《天てん魔まの杖つえ》の先端に、バスケットボールくらいの大きさの黒色の球体が生まれた。

　無造作に投げつける。

　グレゴールはバインド状態にもかかわらず、二歩は動いたが、効果範囲から出ることはできなかった。

　魔術が発動する。

　グレゴールの巨体が、地面に叩たたき伏せられて、石畳を砕いて沈みこんだ。

「グガアアアァァァ……ッ!!」

「ふむ、巨きよ軀くの魔族には、なかなか有効なようだな」

「ウグ……グ……わ、わかった！　もう、引き下がるッ！　街から出て行く！　お前が、エデルガルトを撃退したというのも、信じる！」

「そうか」

「あ、ああ……」

「しかし、最初に言ったな？　どう命乞いをしようと、許すことはない」

「ヒッ!?」

　グレゴールが震えた。表情のわからない爬は虫ちゆう類るいの顔だが、そこには恐怖の色が見える。

　ディアヴロは続けざまに魔術を放った。

「貴様は闇属性が得意なのだな？　どこまで耐えるか試してやろう。《ダークフレア》《ダークバースト》《ブラックランス》《ダークネスレイン》！」

　黒色の業火と、無音の爆発と、漆黒の槍やりと、黒い雨のように降り注ぐ矢と──

　グレゴールが絶叫した。

　──こいつは、あの一〇〇体の魔族たちとは格が違ったな。

　相手の得意な攻撃が魔術でなかったら、もっと苦戦した可能性があった。

　エデルガルトと同じくらいのレベルかもしれない。

　なんせ、これだけの魔術を浴びせても、まだ消滅しないのだから。

　グレゴールがうめく。

「……イ、イヤ、ダ……コロさないでく……れェ……」

　ディアヴロは自分でも驚くほど冷たい声で言う。

「貴様が殺した人々は、そのように命乞いをしなかったのか？」

「ウウゥ……」

「死を以て罪をあがなえ。貴様は殺しすぎたのだ」

　杖つえの先をグレゴールの身体に当てる。

「《ナラク》」

　レベル１３０で使えるようになる闇属性の魔術だった。

　効果範囲は接触──つまり、触れている相手にしか発生させられない。

　ただし、威力は高かった。

　触れた場所に、ぎゅうぎゅうとグレゴールの身体が吸いこまれはじめる。

「グア!?　ガアアアアア────ッ!?」

　極小のブラックホールだった。

　設定的には、『敵を強制的に暗黒空間に閉じこめてしまう魔術』となっている。

　効果は絶大だが……

　魔術師にとって、触れられる距離まで近寄るというのは、かなり危険を伴う行動だ。それなのに、５％もの確率で失敗する。

　今回はファンブルしなかったが。

　──やっぱり、闇属性の魔術は使いにくいよなあ。ちょっとロマン寄りだ。

　グレゴールが球体の中へと吸いこまれた。

　ほどなく黒色の球体は、役目を終えて消滅する。

　勝った。

　安あん堵どした瞬間、意識が途切れかけた。

　ディアヴロは杖つえを地面に突いて、身体を支える。

　──さすがに、これだけ魔術を連発すると、精神的な消耗が酷いな。

　疲れたというより、憂鬱だ。

　生きる気力が失われて、全てがどうでもよく思えてくる。

　計算だとＭＰ精神力を半分以上も消費していた。

　どうでもいい。

　いや、そうはいかない。

　思考がまとまらない。まとめる必要がないとさえ思えてくる。

　──ここまでＭＰを消費してしまうのは、問題があるな。これからは注意しよう。
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　ディアヴロのところへ駆けてくる足音があった。

　振り返ると、満面の笑みのシェラが抱きついてくる。

「やったー!!」

「お、と……!?」

　その後ろには、レムもいた。瞳を潤ませて涙ぐんでいる。

　エデルガルトの武技を受けたときよりも、ディアヴロは戸惑ってしまう。

「な、なぜ、泣いている？」

「……もう……助からないと、思っていました」

「うわぁああぁぁあん！　ディアヴロォ！」

　シェラまで泣きはじめた。さっきまで笑っていたはずなのに。

　ふと見れば──少し離れたところで、セレスが丁寧に頭を下げて謝意を示していた。

　その横では、寝起きみたいな顔をしてエミールが苦笑いしている。

　生きていたなら、良しとしよう。

　まだシェラは泣いていた。

　そして、レムが近くまで来て、そっと手を伸ばしてくる。彼女の白くて小さな手が、ディアヴロの杖を握る手に重ねられた。

　やわらかくて、少し冷たくて、あたたかい。

「……あなたなら、本当に、わたしを救ってくれるかもしれません」

「そう約束したからな」

「はい」

「勘違いするなよ？　あの魔族は、我が拠点に攻めてきたから、その罪に相応ふさわしい罰を与えただけのこと。貴様らのために戦ったわけではない。礼を言うべき相手は、他にいるであろう」

「……もちろん、エミールにも、他の方々にも感謝しています。けれど、ディアヴロ……今は、あなたにお礼を言わせてください……守ってくれて、ありがとうございました」

　じっと見つめられると、恥ずかしい。

　──こんなとき、魔王はなんて言うんだっけ？

　少女からお礼を言われている魔王なんて見たことがないから、わからなかった。魔王ロールプレイをしているときに、こんな状況になったこともないし。

　レムを見る。

　ふと首輪に目が留とまった。

「そう、首輪だ」

「……なんですか？」

「隷従の首輪がついているだろう。それは、つまり、今は、貴様は俺の所有物ということだな？」

「……え？　で、でも、これは事故なので」




「今の貴様は、俺の所有物だ！　だから、俺が守るのは当然のことで、貴様のために戦ったわけではない！　感謝など無用のことだ！」

　レムが赤面する。

「……あ、あなたの所有物ですか。そうですね……この隷従の首輪があるうちは」

　そうつぶやいて、彼女は久しぶりの笑顔を見せるのだった。

　──今のは、苦しかったか？

　恥ずかしいことを言ってしまったあとは、死にたくなる。これだから、対人コミュニケーションは嫌いだ。

　ずっと抱きついてきていたシェラが、無言になったディアヴロと、幸せそうな笑みを浮かべるレムを交互に見た。

　そして、狼ろう狽ばいした声をあげる。

「え？　ちょっと、ディアヴロ？　レムだけ？　あたしは!?　あたしも所有してるよね!?」

「ああ？　そうだな、貴様もかな」

「ひどくない!?　そんな、ついでみたいに！　ねえ、ディアヴロ！　こっち見てよ！」

　シェラが抱きついたまま、ぐいぐい迫ってくる。

「おい、よさんか」

　ディアヴロは迷惑そうな声をあげた。

　本音は『うわぁ、やめてください。その凶悪な胸のふくらみを押しつけられると、理性が壊れてしまいます！』だ。

　ディアヴロの苦悩は、まだ続きそうだった。





エピローグ







　精神的な疲労は、意外と尾を引いた。

　ゲームでは、一晩寝たらＨＰ生命力もＭＰ精神力も全快だったが……

　考えてみれば、瀕ひん死しの重傷が一晩で治るわけがないように、憂鬱な気分が朝になったら晴れるわけもなかった。

　結局、だらだらと日々を過ごしてしまう。

　宿屋は、これまた似たような大部屋だった。

　なんと『宿屋の看板娘アイドルメイちゃんだよ～♪　きゃは！』で有名な《安心亭》はチェーン店だったらしい。

　ディアヴロたちは、すぐ近くの二号店に一室を借りていた。

　ちなみに、メイちゃんは無事で、今は元気に二号店の受付をしている。

　事件の被害者たちは、あれから三日後に弔とむらわれた。

　冠婚葬祭は苦手なので、ディアヴロは葬儀に出なかったが……レムとシェラは黒一色の衣装を着て参列したようだ。

　自分が見送るべき人が死んだときには、ちゃんと出席しようと思う。




　堕落した日々が一〇日も続いた。




　今日もディアヴロはベッドに寝転んでいる。

　──ああ、ゲームもやらないで、死んだように生きていた頃を思い出すなあ。

　このままシーツのカビになるのかもしれない。

　がばっ、と上に乗ってきたのは、シェラだった。

　やわらかい。

「ディアヴロー、朝だよー、ヒマー、起きてー」

「ああ」

「どっか行こうよー。そろそろ、次のクエストを受けてもいいんじゃない？」

「考えているところだ」

「もーそればっか！　ほんとに考えてる!?」

　今のディアヴロの頭の中にあることといえば、腕に押しつけられているシェラの双球のやわらかさくらいだった。

　すごく、やわらかいです。

　──いや、いつもより、すごくないか!?

　頭を起こして視線を向ける。

　彼女は薄布一枚を胸と腰に巻いているだけの格好だった。

「なあッ!?」

「えへへ、ディアヴロ、元気になりそう？」

「ぬ!?」

「んとねー、シルヴィさんが、こうすると男の人は元気になるよ、って」

　──なに教えてんだ、不良ギルマス!?

　そういえば、この露出過多な衣装は、シルヴィの普段着に近かった。彼女はグラスウォーカーでお子様な外見だから、まだ無邪気な健康美という感じだったが……

　エルフとは思えない瘦身巨乳なシェラが同じ格好をすると、淫気な妖艶美という感じで、これがゲームならＲ18指定だった。

　ダメだ！　クロスレヴェリがエロゲーになってしまう。厳重に注意しておかねば！

　──まぁ、後でな。

　腕に押し当てられた感触に、すっかり流されっぱなしだ。

　そんなことをしていたら、朝早くから出かけていたレムが部屋に戻ってきた。

　彼女が目を丸くする。

「……ッ!?　なんて格好をしていますか、シェラ!?」

「え？　あはは……えっと……暑くて」

「……そんなふうに、べたべたくっついているから暑いのです。離れなさい！　ディアヴロから三〇メートルくらい！」

「宿屋から出ちゃうよ!?」

「……あなたにしては、いい案です。働かない者は野宿が分相応でしょう」

「ううぅ……クエストやったよ？」

「……一〇日前に、セレスの依頼した慰謝料代わりのお使いだけではありませんか。あんなのは、クエストとは呼べません。このままだと、冒険者の資格が取り消されますよ」

「ええっ!?」

　聞き捨てならない話だった。

「なんだ、それは？」

「……月に一〇万Ｆフリス以下の報酬しか得られていない冒険者には、注意が与えられます。三ヵ月連続で注意が与えられた冒険者は資格が剝はく奪だつされ、一年間は再登録もできないという制度があるのです」

「えー!?　なんで!?　お金の問題なの!?」

「……無職で、だらだら過ごしているだけの愚か者が、冒険者を名乗れないようにするための措置です」
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　たとえ異世界でも、ニートに救いはなかった。

　ディアヴロは身体を起こす。

「ふんっ……なるほどな、よくわかった」

「あ、もしかして、やる気になった？」

「……いい加減、働く気になりましたか、ディアヴロ？」

「うむ！　明日から本気出す！」

「まだ朝だよ!?」

「……もうすぐ昼です」

　レムがため息をついた。

　シェラが真剣な顔をする。

「お昼、なに食べる？」

「……働きなさい」

　セレスからクエストの報酬として受け取った備蓄は、まだ残っている。

　しかし、それを使い切る頃には、冒険者の資格は取り消されていそうだった。

　なにより、戦闘の勘が失われているだろう。

　──こんなふうに、頭が回るようになってきたということは、ＭＰ精神力が回復したということか。

　無気力寸前までＭＰを使って、回復には一〇日。

　ディアヴロは脳内の『異世界版クロスレヴェリ攻略メモ帳』に記録しておいた。

　思考する。

　──俺自身の魔術師としての力量は、だいたい把握した。

　他に調べる必要があるのは、戦闘以外の技術だ。

　ディアヴロは《調合師》のサブクラスを伸ばしていたが、どう活いかしたらいいのか、まったくわからない。

　ゲームでは素材となるアイテムをクリックすることで調合し、新しいポーションを作ることができた。

　しかし、この世界にはマウスカーソルがない。

　設定には、各種ポーションの作り方など書いていなかった。せいぜい、素材として必要なものが列挙されていた程度だ。

　とりあえず、それらの素材を集めて、試してみる必要があった。《魔王の指輪》を使うかぎり、回復系はポーション頼りなのだから。

　──そういえば、ＨＰ生命力回復ポーションをエミールに使ってやれと渡してしまったんだよな。

　そのことに後悔はないが、最上級ポーションでなくとも、とにかく補充はしておいたほうがいいだろう。

　可能なら、ＭＰ精神力回復ポーションも欲しい。

　半分ちょっとで一〇日もかかるなら、ほとんど使い切ったら、どうなることか。戦闘が続行できるかも怪しかった。

　それと、この世界特有の魔術についても調べなくては。

　ひとつは、隷従の首輪を外す方法だ。

　もうひとつは、魔王クレブスクルムの魂を取り出す方法だった。




　ふと気がつくと、シェラだけでなくレムまでがベッドに上がってきている。

「な、なんだ？」

「あはは、ようやくディアヴロらしい顔になった」

「……あのまま、シーツのカビになるのではないかと心配していました。もう大丈夫そうですね？」

「ふんっ、俺は最初から全く問題ない」

　強がったが、自分で考えていた以上に、彼女たちを不安にさせていたらしい。

　シェラに裸も同然の格好をさせてしまうくらい。

　そんな姿のまま、彼女は抱きついてくる。

「またクエスト行こうね！」

「う、うむ」

「……くっ……どうして、あなたは、いちいち胸を押しつけるのですか!?」

「だって、抱きつくと当たるんだよ？」

「……抱きつかなければいいでしょう!?　破廉恥な！」

「まぁ、レムは抱きつくと、肋ろつ骨こつが当たるのかもしれないけど」

「そ、そんなことはありません！　ほら！」

　涙目で胸を押しつけてきた。

　──あ、ほんとだ。ちょっとアバラが当たるかも。

　とはいえ、いくら小柄で細身で幼児体型のレムでも、抱きついてくれば、ふくらみかけの胸がやわらかかった。




　くすくす、と笑い声がする。




　視線を向けると、部屋の扉を開けて、冒険者協会会長ギルドマスターシルヴィが戸枠にもたれていた。

「おはよー、仲いいね！」

「きゃあッ!?」

　悲鳴をあげて、レムがディアヴロから離れた。

　シェラは堂々としたものだ。抱きついたまま挨拶する。

「あ、シルヴィさん、おはよー」

「やあ、シェラちゃん。ディアヴロさんは元気になったかい？」

「うん！」

　ぎゅうぎゅうと薄布一枚だけの胸を押しつけて、嬉うれしそうにシェラがうなずいた。

　──別の意味で元気になっただろ、逆にベッドから出られないぞ、どうしてくれる！　もっとやれ！

　仕方がないので、腰までをシーツで覆ったまま魔王ロールプレイをする。

「なに用だ、シルヴィ？」

「今日は、ディアヴロさんが興味ありそうな話を持ってきたんだ」

「ほう？　許す、語るがよい」

　シルヴィが珍しく真剣な表情になった。

「……エルフの王国から、ファルトラ市の領主に、シェラ・Ｌ・グリーンウッドの引き渡し要求が届いたよ。期日は一〇日後で、実行されなければ、開戦も辞さずってね」

「開戦だと!?」

「ッ!?」

　シェラが身を固くした。

　レムが目をすがめる。

「……正気ですか？　人族同士で争うなどと」

「どうだろう？　なんとか、穏便に解決できないかって、さっき領主に依頼されてね」

「つまり、貴様はシェラを引き渡すことをクエストとして受けているわけだな？」

　ディアヴロは視線を走らせる。

　内心で舌打ちした。

《天てん魔まの杖つえ》は遠く部屋の隅に転がっている。

　ここ最近は、寝ているときには黒衣《漆しつ黒こくの虚うろ》も、マント《暗あん雲うんの帷とばり》も、アイテムポーチも外してしまっていた。無気力とは恐ろしい。

　シェラはディアヴロの腕のなかで震えている。

　レムがベルトのポケットにある召喚獣のクリスタルを摑つかんだ。

　シルヴィが両手を挙げる。

　どんな魔術を使ってくるかと思ったら──降参だった。

「待った、待った……僕がディアヴロさんと戦うわけないでしょ？」

「領主からの依頼を受けたのではなかったのか？」

「そりゃあ、領主としてはエルフの王国と戦争なんかしたくないよね。でも、考えてみてよ。ディアヴロさんは、魔族の軍勢を撃退しちゃったような魔術師だよ？　力尽くでシェラさんを奪えると思うかい？」

「ふんっ、貴様は馬鹿ではないようだな」

　──正直、ふぬけているときに不意打ちされていたら、怪しかったけど！

　にっこりと、シルヴィが笑う。




「それじゃ、困っている領主と僕からのクエストだよ。エルフの王国との戦争を防いでね、ディアヴロさん！」





つづく　







あとがき







『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『むらさきゆきや』です。

　ゲーマーな主人公が異世界に召喚され、魔王（演技）を始めることに。召喚士の少女たちとの関係を深めたり（いろんな意味で）、街の人々と知り合ったり、ゲームにはなかった危機から街を救ったり──といった物語でした。

　書きたいことを書いたら、かなりボリュームが出てしまったので、かなり分厚くなっていますが……そのぶん読みやすく仕上げたつもりです。いかがだったでしょうか？　楽しんでいただけたなら幸いです。

　次巻──まだ刊行できるか未定ではありますが……エルフ王と王子（シェラの父と兄）が登場の予定です。ディアヴロはどのように対処するのか!?　……書けたらいいな。




　宣伝になります。『覇剣の皇姫アルティーナ』ファミ通文庫よりシリーズ刊行中です。

　原作者をしている漫画『駒ひびき』富士見書房ドラゴンコミックスエイジより第２巻が12月９日に刊行予定です。

　来年頭、艦隊これくしょん─艦これ─ノベライズを角川スニーカー文庫より予定しております。本作品ともども、よろしくお願いします。




　謝辞──

　鶴つる崎さき貴たか大ひろ先生、素敵なイラストをありがとうございます。本作品では企画段階から相談に乗っていただき、多くのアイディアや指摘をもらいました。今までにない作り方が新鮮だったし、とても楽しかったです！

　デザイナーのアフターグロウ大おお石いし様、素晴らしいデザインをありがとうございます。

　担当編集の庄しよう司じ様、こんなに信頼していただいたのは初めてです。期待に応えられたならいいのですが……これからも、がんばります！

　講談社ラノベ文庫編集部の皆様と、関係者の方々。支えてくれている家族と友人たち。

　ここまで読んでくださった読者様に最大限の感謝を！　ありがとうございました。


むらさきゆきや　　　　　　






　本書の感想をいただけると嬉しいです。本書添付の読者ハガキをご利用くださいませ。

　それと、著者サイトにて簡単なアンケートを実施中です。よろしくお願いします。


ＵＲＬ　→　http://murasakiyukiya.net/
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本作品は、二〇一四年一二月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







異い世せ界かい魔ま王おうと召しよう喚かん少しよう女じよの奴ど隷れい魔ま術じゆつ




二〇一五年一月一日発行
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